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は
じ
め
に

さ
て
、
今
回
の
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
プ
ラ
ト
ン
の
世
界
』
と
い
う
作
品
は
、
一
つ
は
、
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の

弁
明
、
第
七
書
簡
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
賛
美
、
歴
史
上
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
』
と
い
う
作
品
と
、
も
う
一
つ
は
、『
プ

ラ
ト
ン
の
世
界
』
と
い
う
作
品
を
、
い
わ
ば
一
つ
に
「
統
合
し
た
」
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
次
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
』
で
は
、
ま
だ
若
い
二
十
八
歳
の
プ
ラ
ト
ン
は
、
そ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の

「
裁
判
」
に
臨
ん
で
、
一
体
、
ど
の
よ
う
な
心
境
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
「
判
決
」
や
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
刑

死
」
後
、
一
体
、
ど
の
よ
う
な
心
境
に
な
っ
た
の
か
？

そ
れ
ら
を
丁
寧
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま

た
、
『
第
七
書
簡
』
で
は
、
ま
ず
、
プ
ラ
ト
ン
の
「
若
い
時
の
心
境
」
（
そ
の
「
考
え
や
想
い
」
）
と
い
う

の
は
、
一
体
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
プ
ラ
ト
ン
に
と
っ
て
、
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
三
つ
の

難
題
」
と
は
、
一
体
、
ど
う
い
う
も
の
に
な
る
の
か
？

さ
ら
に
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
な
ぜ
、
ソ
ク
ラ
テ
ス

を
主
人
公
（
或
い
は
登
場
さ
せ
た
）
作
品
で
後
年
ま
で
押
し
通
し
た
の
か
？

そ
れ
ら
の
考
察
で
あ
り
、

そ
し
て
、
最
後
の
『
歴
史
上
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
』
で
は
、
実
際
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
は
、
一
体
、
ど
の

よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
？

そ
れ
を
『
饗
宴
』
の
中
の
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
賛
美
」
の
本
文
か
ら
読
み
解

い
た
も
の
で
あ
り
、
興
味
や
関
心
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
と
も
訪
ね
て
見
て
く
だ
さ
い
。

一
方
、
『
無
知
の
自
覚
と
自
然
の
問
題
』
で
は
、
ま
ず
、
若
い
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
な
ぜ
、
「
自
然
」
の

問
題
か
ら
「
人
間
の
探
究
」
へ
と
向
か
っ
た
の
か
？

そ
の
「
経
緯
」
（
推
移
）
と
、
ま
た
、
ソ
ク
ラ
テ

ス
の
「
無
知
の
自
覚
」
と
は
、
一
体
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
愛
求
し
た
「
知

識
」
と
は
、
一
体
、
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
の
か
？

そ
れ
ら
の
考
察
で
あ
り
、
ま
た
、「
イ
デ
ア
論
」

へ
の
「
六
段
階
」
で
は
、
ま
ず
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
な
ぜ
、
「
イ
デ
ア
論
」
と
い
う
も
の
を
必
要
と
し
、
そ

れ
を
華
々
し
く
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
？

そ
の
「
推
移
」（
つ
ま
り
「
イ
デ
ア
の
誕
生
」

か
ら
「
イ
デ
ア
の
発
展
」
そ
し
て
「
イ
デ
ア
界
の
完
成
」
ま
で
）
を
「
六
段
階
」
に
分
け
て
丁
寧
に
考
察

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
最
後
の
「
無
知
の
自
覚
」
と
「
イ
デ
ア
論
」
と
の
関
係
で
は
、
ソ
ク
ラ
テ

ス
が
愛
求
し
た
「
真
知
」
と
プ
ラ
ト
ン
の
「
イ
デ
ア
界
」
の
「
イ
デ
ア
」
と
は
、
や
が
て
「
一
体
化
」
し
、

一
つ
に
深
く
重
な
り
合
う
よ
う
に
な
る
と
い
う
考
察
で
あ
り
、
興
味
や
関
心
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
と

も
訪
ね
て
見
て
く
だ
さ
い
。

令
和
四
年
十
一
月
吉
日
（
完
成
版
）

如
月
翔
悟
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ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明

ま
だ
若
い
二
十
八
歳
の
プ
ラ
ト
ン
は
、
そ
の
「
法
廷
」
に
居
合
わ
せ
て
、
彼
の
「
全
神
経
（
全
精
神
）
」

を
傾
け
な
が
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
の
一
部
始
終
」
を
異
常
な
関
心
を
持
っ
て
見
守
っ

て
い
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
何
も
起
こ
り
よ
う
が
な
い
わ
け
で
、
若
い
プ
ラ
ト
ン
は
、

そ
の
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
の
一
部
始
終
」
を
何
度
と
な
く
「
心
の
中
」
に
想
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
そ
の

内
容
を
「
反
芻
（
吟
味
）
」
し
た
と
い
う
こ
と
が
最
も
大
事
な
事
件
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
若
い
プ
ラ

ト
ン
は
、
そ
の
裁
判
が
終
わ
っ
た
後
も
、
恐
ら
く
、
毎
日
の
よ
う
に
、
そ
の
「
裁
判
の
様
子
」
を
想
い
出

し
て
は
、
あ
れ
こ
れ
考
え
た
り
、
ま
た
、
そ
の
考
え
た
り
思
い
つ
い
た
り
し
た
こ
と
、
あ
る
い
は
特
に
印

象
に
残
っ
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言
葉
な
ど
は
、
時
に
は
何
か
「
紙
（
パ
ピ
ル
ス
）
」
な
ど
に
記
録
（
メ
モ
）

す
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

こ
れ
は
、
何
も
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
心
か
ら
敬
愛
し
て
い
る
恩
師
が
、
何
ら
か
の
罪
で

裁
判
に
か
け
ら
れ
た
り
す
れ
ば
、
そ
の
「
法
廷
」
に
居
合
わ
せ
て
い
る
弟
子
た
ち
は
、
そ
の
裁
判
の
「
最

初
か
ら
最
後
」
ま
で
異
常
な
関
心
を
持
っ
て
見
守
り
、
そ
し
て
、
訴
え
た
側
（
原
告
側
）
の
様
々
な
「
言

い
分
」
と
と
も
に
、
自
分
の
恩
師
の
「
話
す
内
容
（
弁
明
）
の
一
部
始
終
」
の
一
語
一
句
に
対
し
て
も
、

も
の
す
ご
い
注
意
力
を
払
っ
て
、
可
能
な
限
り
、
そ
こ
で
話
さ
れ
る
言
葉
を
聞
き
の
が
す
ま
い
と
、
精
神

を
最
大
限
に
集
中
し
て
聴
き
入
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
何
も
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
む
し

ろ
あ
ま
り
に
も
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
か
え
っ
て
、
ぼ
ん
や
り
聞
い
て
い
る
ほ
う
が
よ
ほ
ど
お
か
し
い
く

ら
い
で
あ
る
。

し
か
も
、
そ
の
よ
う
に
し
て
「
裁
判
の
様
子
の
一
部
始
終
」
を
「
心
の
中
」
（
い
わ
ば
脳
裏
）
に
、
可

能
な
限
り
、
し
っ
か
り
と
焼
き
つ
け
る
よ
う
に
し
て
見
聴
き
し
て
い
た
「
大
き
な
事
件
」
（
出
来
事
）
で

あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
「
裁
判
」
後
も
、
毎
日
の
よ
う
に
、
そ
の
「
裁
判
の
様
々
な
様
子
」
が
、
は
っ
き

り
と
鮮
明
に
想
い
出
さ
れ
て
き
た
と
し
て
も
、
何
も
不
思
議
な
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
若
い
プ
ラ
ト
ン
の
「
頭
の
中
」
（
或
い
は
「
心
の
中
」
）
に
は
、
毎
日
の
よ
う
に
「
裁
判

の
様
々
な
様
子
」
が
何
度
も
浮
か
ん
で
は
消
え
て
行
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
「
裁
判
の
様
々
な

様
子
」
が
、
プ
ラ
ト
ン
の
「
心
の
ス
ク
リ
ー
ン
」
に
か
な
り
は
っ
き
り
と
鮮
明
に
写
し
出
さ
れ
て
は
、
そ

の
「
裁
判
の
様
々
な
様
子
」
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
何
度
と
も
な
く
あ
れ
こ
れ
考
え
て
は
、

そ
の
考
え
た
こ
と
や
思
い
つ
い
た
こ
と
、
ま
た
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言
葉
な
ど
は
、
恐

ら
く
、
何
か
紙
（
パ
ピ
ル
ス
）
な
ど
に
記
録
（
メ
モ
）
を
し
て
、
書
き
留
め
て
お
く
こ
と
も
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
ま
た
、
弟
子
の
プ
ラ
ト
ン
は
、
ほ
か
の
仲
間
た
ち
と
そ
の
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
裁
判
内

容
」
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
と
話
を
す
る
こ
と
も
当
然
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
れ
も
特
に
不
思
議
な
こ

と
は
何
も
な
い
だ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
「
裁
判
」
後
、
毎
日
の
よ
う
に
、
あ
る
い
は
か
な
り
頻
繁
に
行
な
わ
れ
た
と
見
て

も
、
そ
れ
ほ
ど
間
違
い
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
ま
だ
職
業
に
つ
い
て
い
な
い
、
自
由
の
身

の
若
い
二
十
八
歳
の
プ
ラ
ト
ン
の
「
頭
の
中
」
に
は
、
何
よ
り
も
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
身
の
上
に
起
き
た
「
死

刑
判
決
」
と
い
う
、
ま
っ
た
く
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
結
果
こ
そ
、
「
最
大
の
関
心
事
」
で
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
し
、
ま
た
、
一
体
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
最
悪
の
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
？

そ
も
そ
も

何
の
罪
も
な
い
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
、
な
ぜ
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
目
に
遭
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？

そ
の
他
、
そ
の
よ
う
な
様
々
な
想
い
が
、
毎
日
の
よ
う
に
若
い
プ
ラ
ト
ン
の
「
頭
の
中
」
（
或
い
は
「
心

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

、
、
、

、

の
中
」
）
に
次
か
ら
次
へ
と
洪
水
の
よ
う
に
襲
っ
て
き
た
と
し
て
も
、
何
が
不
思
議
な
こ
と
が
あ
る
だ
ろ

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
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う
か
、
あ
ま
り
に
も
当
然
過
ぎ
る
ほ
ど
当
然
な
こ
と
で
あ
る
。

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

そ
し
て
、
そ
の
衝
撃
の
「
死
刑
判
決
」
か
ら
約
一
ヶ
月
後
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
毒
杯
を
仰
い
で
従
容
と

し
て
死
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
病
気
で
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
な
か
っ
た
が
、

若
い
プ
ラ
ト
ン
の
「
衝
撃
の
大
き
さ
」
は
、
ま
さ
に
頂
点
に
達
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
容

易
に
想
像
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
後
年
、
『
パ
イ
ド
ン
』
と
い
う
著
作
の
な
か
で
、
ソ
ク
ラ
テ

ス
が
毒
杯
を
仰
い
で
死
ん
で
い
く
時
に
、
そ
ば
に
い
た
弟
子
た
ち
が
、
耐
え
き
れ
ず
に
「
泣
き
崩
れ
て
い

く
場
面
」
を
鮮
や
か
に
描
い
て
い
る
が
、
当
時
、
二
十
八
歳
の
若
い
プ
ラ
ト
ン
の
気
持
ち
も
、
ま
っ
た
く

「
同
じ
心
情
」
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
あ
ま
り
に
も
「
大
き
な
衝
撃
」
こ
そ
（
そ
の
あ
ま

り
に
も
「
大
き
な
衝
撃
」
の
中
に
は
、
師
を
失
っ
た
大
き
な
悲
し
み
や
不
正
な
裁
判
に
対
す
る
怒
り
、
そ

れ
に
加
え
て
、
政
治
の
腐
敗
や
人
心
の
荒
廃
、
そ
の
他
、
そ
の
よ
う
な
様
々
な
思
い
が
複
雑
に
錯
綜
し
て

い
た
で
あ
ろ
う
が
）
、
そ
の
あ
ま
り
に
も
「
大
き
な
衝
撃
」
こ
そ
は
、
そ
の
後
、
プ
ラ
ト
ン
を
し
て
、
ソ

ク
ラ
テ
ス
を
主
人
公
と
し
た
様
々
な
「
初
期
作
品
」
を
書
か
せ
る
大
き
な
原
動
力
に
な
っ
た
こ
と
は
、
も

う
全
く
疑
い
よ
う
の
な
い
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

そ
し
て
、
若
い
プ
ラ
ト
ン
を
し
て
「
ど
ん
底
の
思
い
」
に
つ
き
落
と
し
た
あ
の
「
裁
判
の
一
部
始
終
」

こ
そ
は
、
何
よ
り
も
最
初
に
徹
底
的
に
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
大
の
問
題
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
若
い
プ
ラ
ト
ン
は
、
あ
の
「
裁
判
の
様
子
の
一
部
始
終
」
を
自
分
の
「
心
の
ス
ク
リ
ー
ン
」

に
何
度
も
想
い
出
し
て
は
、
そ
れ
を
巧
み
な
文
章
で
再
現
し
て
み
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
』
に
な
る
か
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
、
一
般

に
は
、
プ
ラ
ト
ン
が
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
』
を
書
い
た
の
は
、
前
三
九
三
年
に
、
ソ
フ
ィ
ス
ト
の
ポ
リ

ュ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
が
、
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
告
発
』
と
い
う
一
文
を
発
表
し
た
が
、
そ
れ
に
触
発
さ
れ

て
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
対
抗
す
る
よ
う
な
形
で
書
か
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
と
思
う
。

し
か
し
、
こ
こ
で
最
も
大
事
な
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
』
が
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
死

後
す
ぐ
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
死
後
何
年
か
経
っ
て
か
ら
、
上
述
の
一
文
に
対
抗
す
る
よ
う
な
形

で
書
か
れ
た
と
い
う
「
外
的
な
事
実
」
で
は
な
い
。
ま
た
、
最
初
に
書
か
れ
た
作
品
が
、
『
ソ
ク
ラ
テ
ス

の
弁
明
』
だ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
ほ
か
の
作
品
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
幾
つ
か
の
作
品
が
同
時
進
行

的
に
書
か
れ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
も
こ
こ
で
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
問
題
で
は
な
い
。
こ
こ
で
最
も
大
事
な

、
、
、
、
、
、
、
、

こ
と
は
、
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
裁
判
事
件
」
か
ら
実
際
に
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
』
を
書
く
ま
で
の
数
年

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

の
間
、
若
い
プ
ラ
ト
ン
の
「
心
の
中
」
で
絶
え
ず
継
続
し
て
最
大
の
「
問
題
」
と
な
っ
て
い
た
も
の
は
、

、
、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

一
体
、
何
だ
っ
た
の
か
を
問
え
ば

そ
れ
こ
そ
、
若
い
プ
ラ
ト
ン
を
し
て
「
ど
ん
底
の
思
い
」
に
つ
き
落

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

と
し
た
あ
の
「
裁
判
の
一
部
始
終
」
こ
そ
は
、
何
よ
り
も
最
初
に
徹
底
的
に
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

い
最
大
の
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
疑
う
余
地
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
心
か
ら
敬
愛
し
て
い
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

師
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
何
の
罪
も
犯
し
て
い
な
い
の
に
、
不
当
な
裁
判
の
結
果
、
死
刑
の

判
決
を
受
け
、
そ
の
一
ヶ
月
後
、
毒
杯
を
仰
い
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
、
こ
の
実
に
生
々
し
い
一
連

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
「
事
件
・
事
実
」
こ
そ
は
、
忘
れ
よ
う
に
も
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
毎
日
の
よ
う
に
そ
の
こ

、

、
、
、
、
、

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
に
つ
い
て
考
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

そ
れ
は
、
「
裁
判
」
直
後
か
ら
す
で
に
「
胎
動
」
（
つ
ま
り
そ
の
裁
判
の
内
容
に
つ
い
て
、
あ
れ
こ
れ

考
え
て
み
る
こ
と
）
が
始
ま
り
、
そ
し
て
、
約
一
ヶ
月
後
、
そ
の
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
刑
死
に
よ
り
、
そ
の

「
衝
撃
」
は
、
ま
さ
に
頂
点
に
達
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
で
は
、
一
体
、
な
ぜ
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な

最
悪
の
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
？

そ
の
真
の
「
原
因
」
を
何
が
何
で
も
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
若
い
プ
ラ
ト
ン
は
、
あ
ら
た
め
て
「
裁
判
内
容
の
一
部
始
終
」
（
特
に
ソ
ク
ラ
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テ
ス
の
弁
明
部
分
）
に
つ
い
て
、
徹
底
的
に
考
え
直
し
て
み
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
と
と
も
に
、
で
き

る
だ
け
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
の
一
部
始
終
」
を
丁
寧
に
再
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
ソ
ク
ラ
テ
ス

、
、
、
、
、

と
い
う
生
き
た
人
間
の
「
考
え
や
思
想
」
（
そ
の
生
き
方
と
死
に
方
）
と
は
、
一
体
、
ど
う
い
う
も
の
で

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、

、
、

、
、
、
、
、
、
、

あ
っ
た
か
を
真
に
理
解
で
き
る
と
と
も
に
、
ま
た
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
を
誤
解
（
誤
っ
て
理
解
）

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

し
て
い
る
よ
う
な
人
た
ち
が
い
る
な
ら
ば
、
実
際
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
は
、
ま
さ
に
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る

通
り
の
人
間
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
は
っ
き
り
と
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
が
た
め
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
プ
ラ
ト
ン
の
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
』
と
い
う
著
作
は
、
そ
れ
な
り
の
内
容
で
再
現
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
敢
え
て
言
え
ば
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
自
身

の
「
肉
声
」
に
そ
れ
な
り
に
近
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

プ
ラ
ト
ン
は
、
い
わ
ゆ
る
「
速
記
」
を
と
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
自
身
の
言
葉
が

そ
の
ま
ま
再
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
で
は
な
い
。
そ
れ
に
加
え
て
、
実

際
の
裁
判
で
は
語
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
と
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
指
摘
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
た
と
え
そ
う
だ
と
し
て
も
、
そ
の
書
か
れ
た
「
内
容
」
に
は
、
こ
と
さ

ら
に
「
う
そ
や
で
た
ら
め
の
こ
と
」
を
書
き
並
べ
る
よ
う
な
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
そ
う
だ
と
敢
え
て
言
え
る
の
か
と
言
え
ば
、
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て

は
、
い
わ
ゆ
る
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
』
と
い
う
作
品
を
気
を
つ
け
て
読
ん
で
も
ら
え
れ
ば
す
ぐ
に
分
か

る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
「
…
…
こ
れ
か
ら
わ
た
し
が
話
そ
う
と
す
る
こ
と

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

は
、
全
部
ほ
ん
と
う
の
こ
と
な
の
だ
か
ら
、
ど
う
か
、
そ
の
つ
も
り
で
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
…
」
（

d

）

、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

20

と
、
わ
ざ
わ
ざ
前
置
き
を
し
て
か
ら
話
を
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
若
し
も
プ
ラ
ト
ン
が
「
意

、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

図
的
（
或
い
は
意
識
的
）
に
う
そ
や
で
た
ら
め
な
こ
と
を
書
く
よ
う
な
こ
と
」
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
話
す
内
容
」
は
、
そ
の
ま
ま
そ
っ
く
り
「
う
そ
や
で
た
ら
め
な
こ
と
」
に
な
っ
て
し
ま

い
、
大
変
な
「
矛
盾
」
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
若
い
プ
ラ
ト
ン
が
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
』
を
書
く
上
で
最
も
注
意
を

払
う
べ
き
こ
と
は
、
何
よ
り
も
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言
葉
（
弁
明
）
」
を
で
き
る
だ
け
忠
実
に
再
現
す
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
「
何
よ
り
も
真
実
を
愛
し
求
め
た
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
対
す
る
最
大
の
裏

切
り
行
為
に
な
る
」
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
ま
だ
若
い
プ
ラ
ト
ン
が
、
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
か

ば
う
あ
ま
り
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
有
利
の
よ
う
に
と
「
う
そ
や
で
た
ら
め
な
こ
と
」
を
書
く
よ
う
な
こ
と

が
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
「
行
為
（
行
動
）
」
こ
そ
は
、
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
最
も
嫌
っ
た
「
行
為
（
行
動
）
」

に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
若
い
プ
ラ
ト
ン
に
と
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言

葉
（
弁
明
）
」
を
で
き
る
だ
け
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
が
、
い
わ
ば
「
何
よ
り
も
大
事
な
こ
と
に
な
っ
て

い
た
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
の
が
、
従
来
ま
で
の
「
一
般
的
な
見
方
」
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

今
日
で
は
、
そ
の
よ
う
な
「
考
え
方
」
が
大
き
く
音
を
立
て
て
崩
れ
始
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
し
て
、
プ
ラ
ト
ン
の
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
』
と
い
う
著
作
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
自
身
の
あ
る
が
ま
ま

の
弁
明
の
記
述
な
ど
で
は
な
く
、
実
は
い
ろ
い
ろ
と
脚
色
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
、
い
わ
ば
「
理
想
化
さ

れ
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
」
に
過
ぎ
な
い
の
だ
と
い
う
の
が
、
今
日
の
「
考
え
方
」
の
主
流
に
な
っ
て
い
る
か

と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
確
か
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
、
あ
く

ま
で
も
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
「
本
質
」
（
つ
ま
り
「
真
の
姿
」
）
を
で
き
る
だ
け
く
っ
き
り
と
浮

、
、

、
、
、

か
び
上
が
ら
せ
る
た
め
の
脚
色
で
あ
っ
て
、
決
し
て
あ
り
も
し
な
い
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
」
を
で
っ
ち
上
げ

る
た
め
の
脚
色
な
ど
で
は
決
し
て
な
い
と
い
う
こ
と
の
方
が
、
遙
か
に
大
事
な
こ
と
に
な
る
か
と
思
う
。

も
っ
と
言
え
ば
、
プ
ラ
ト
ン
が
考
え
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
当
時
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
誤
解
さ
れ
て
い
た
「
表



- 10 -

面
的
な
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
」
な
ど
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
『
弁
明
』
の
な
か
に
描
か
れ
て
い
る
「
ソ
ク
ラ

テ
ス
像
」
こ
そ
は
、
ま
さ
に
正
真
正
銘
の
真
の
姿
の
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
」
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
思
い
で

書
か
れ
た
に
違
い
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
、
わ
れ
わ
れ
は
、
プ
ラ
ト
ン
と
い
う
人
間
を
信
じ
て
も
よ
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
こ
の
こ
と
に
執
拗
に
こ
だ
わ
る
の
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
自
身
の

「
言
葉
」
（
敢
え
て
肉
声
）
を
そ
の
ま
ま
聴
く
と
い
う
こ
と
が
、
幾
つ
か
の
書
物
を
除
い
て
は
、
ほ
と
ん

ど
で
き
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
自
身
の
「
考
え
や
思
想
」
と
い
う
も
の
が
、
一
体
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
例
え
ば
、
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
』
を
初
め
と
し
た
「
幾
つ
か
の
書

物
」
の
中
に
こ
そ
、
生
き
生
き
と
語
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
「
幾
つ
か
の
書
物
」
と
し
て
は
、
一
体
、
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る
の
か
と
問
え
ば
、

そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
や
は
り
、
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
の
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
思
い
出
』
と
プ
ラ
ト
ン
の

『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
』
や
『
ク
リ
ト
ン
』
、
そ
の
他
の
幾
つ
か
の
初
期
著
作
で
は
な
い
か
と
思
う
。
も

ち
ろ
ん
、
厳
密
に
は
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
自
身
の
「
肉
声
」
そ
の
も
の
で
あ
る
は

、
、
、
、

ず
も
な
い
が
、
そ
れ
で
も
そ
れ
な
り
の
内
容
で
再
現
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

そ
し
て
、
こ
の
二
人
、
つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
の
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
理
解
方
法
」
と
ク
セ
ノ

フ
ォ
ン
の
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
理
解
方
法
」
と
の
相
違
こ
そ
は
、
最
も
興
味
深
い
「
対
照
的
な

も
の
」
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
一
体
、
何
が
ど
の
よ
う
に
「
対
照
的
」
な
の
か
と
問
わ
れ
れ

ば
、
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
―
―
つ
ま
り
、
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

間
を
、
ま
さ
に
「
外
か
ら
見
た
」
の
に
対
し
て
、
一
方
の
プ
ラ
ト
ン
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
を
、

、
、

、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

む
し
ろ
「
内
か
ら
観
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
問
題
」
こ
そ
は
、
徹
底
的
に
考
え
て

、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
に
こ
そ
、
プ
ラ
ト
ン
哲
学
の
「
最
大
特
徴
」
と

と
も
に
、
「
最
大
の
謎
」
が
奥
深
く
隠
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
な
ぜ
ソ
ク

ラ
テ
ス
を
「
主
人
公
」
（
或
い
は
登
場
）
さ
せ
た
「
作
品
」
で
後
年
ま
で
ず
っ
と
押
し
通
し
た
の
か
？

こ
の
最
大
の
「
難
題
」
に
対
し
て
、
徹
底
的
に
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が
き
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

＊

＊
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第
七
書
簡
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「
第
七
書
簡
」
に
つ
い
て

そ
れ
で
は
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
な
ぜ
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
主
人
公
（
或
い
は
登
場
）
さ
せ
た
作
品
で
、
後
年
ま

で
ず
っ
と
押
し
通
し
た
の
か
と
い
う
、
こ
の
難
題
に
つ
い
て
、
徹
底
的
に
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
な
ぜ

な
ら
、
こ
こ
に
こ
そ
、
プ
ラ
ト
ン
哲
学
の｢

最
大
の
謎｣

が
、
ま
さ
に
奥
深
く
隠
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

＊

＊

ま
ず
、
若
い
プ
ラ
ト
ン
が
、
少
な
く
と
も
「
二
〇
歳
か
ら
二
十
八
歳
」
の
時
ま
で
、
晩
年
の
ソ
ク
ラ
テ

は

た

ち

ス
と
親
し
く
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
の
大
き
な

影
響
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
の
間
、
若
い
プ
ラ
ト
ン
に
と
っ
て
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
事

件
が
数
多
く
起
こ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
そ
の
な
か
で
も
、
三
十
人
政
権
が
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
対
し
て
、

サ
ラ
ミ
ス
の
人
レ
オ
ン
を
死
刑
に
す
る
た
め
に
、
サ
ラ
ミ
ス
ま
で
行
っ
て
、
連
れ
て
く
る
よ
う
に
と
命
令

し
た
「
レ
オ
ン
逮
捕
事
件
」
、
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
「
…
…
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
国
の
認
め
る
神
々
を

認
め
ず
、
別
の
新
奇
な
鬼
神
の
ま
つ
り
を
導
入
す
る
と
い
う
罪
を
お
か
し
、
か
つ
ま
た
、
青
年
た
ち
に
有

害
を
与
え
る
と
い
う
罪
を
お
か
し
て
い
る
。
こ
れ
は
死
刑
に
値
す
る
」
と
い
う
罪
状
で
訴
え
ら
れ
た
、
い

わ
ゆ
る
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
裁
判
事
件
」
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
「
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
刑
死
」
と
い
う
、

ま
っ
た
く
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
事
件
こ
そ
、
若
い
プ
ラ
ト
ン
に
と
っ
て
何
と
も
形
容
の
し
よ
う
も
な
い

ほ
ど
の
「
大
き
な
衝
撃
」
を
受
け
た
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
頃
の
心
境
に
つ
い
て
、

「
晩
年
」（
七
十
四
歳
）
の
プ
ラ
ト
ン
は
、
そ
の
『
第
七
書
簡
』
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

＊

＊

「
…
…
わ
た
し
も
、
か
つ
て
若
い
日
に
は
、
多
く
の
人
た
ち
と
同
じ
よ
う
な
気
持
を
も
ち
ま
し
た
。
自

分
の
こ
と
が
左
右
で
き
る
よ
う
に
な
り
次
第
、
た
だ
ち
に
国
家
の
公
共
事
業
に
従
事
し
た
い
と
、
そ
う
考

え
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
へ
た
ま
た
ま
わ
た
し
の
身
の
上
に
、
国
政
の
こ
と
で
ち
ょ
っ
と
し
た
偶
発
事
が
起

こ
っ
た
の
で
す
…
…
」
。
そ
れ
は
、
「
多
く
の
人
た
ち
か
ら
非
難
さ
れ
て
い
た
当
時
の
国
家
体
制
」
が
崩

壊
し
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
「
三
十
人
政
権
」
と
い
う
新
し
い
寡
頭
政
権
が
誕
生
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
「
…
…
と
こ
ろ
で
た
ま
た
ま
、
こ
の
う
ち
の
幾
人
か
は
、
わ
た
し
に
は
親
戚
筋
や
知
合
い
に
あ
た
る

者
で
あ
っ
た
う
え
、
彼
ら
は
さ
っ
そ
く
、
わ
た
し
に
う
っ
て
つ
け
だ
か
ら
と
、
自
分
た
ち
の
事
業
へ
の
参

加
を
呼
び
か
け
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
わ
た
し
が
心
を
動
か
さ
れ
た
の
も
、
異
と
す
る
に
足
り

ま
せ
ん
。
な
に
ぶ
ん
若
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
。
つ
ま
り
、
彼
ら
こ
そ
は
、
世
の
人
々
を
、
と
か
く
不
正

の
多
か
っ
た
こ
れ
ま
で
の
暮
し
ぶ
り
か
ら
正
し
い
生
活
態
度
へ
と
導
き
な
が
ら
、
国
政
を
建
て
な
お
し
て

く
れ
る
で
あ
ろ
う
と
、
そ
う
思
っ
た
わ
け
で
し
て
、
だ
か
ら
わ
た
し
は
、
彼
ら
に
対
し
て
、
こ
れ
か
ら
何

を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
極
力
注
意
を
は
ら
っ
て
い
た
の
で
す
。
…
…
」

＊

＊

こ
こ
ま
で
の
引
用
文
は
、
い
か
に
も
若
々
し
い
青
年
プ
ラ
ト
ン
の
、
「
自
ら
国
政
に
参
加
を
し
て
、
国

家
を
少
し
で
も
よ
く
し
た
い
と
い
う
青
年
ら
し
い
志
（
心
情
）
が
生
き
生
き
と
語
ら
れ
て
い
る
」
と
こ
ろ

で
あ
る
。
し
か
し
、
や
が
て
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
次
の
よ
う
な
き
び
し
い
現
実
を
目
の
あ
た
り
に
す
る
こ
と

ま

に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
…
…
そ
う
し
て
見
て
い
る
う
ち
に
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
、
ご
く
短

期
間
に
、
か
え
っ
て
、
以
前
の
国
家
体
制
の
ほ
う
が
黄
金
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
結
果
と
な
っ

た
の
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
な
か
で
も
、
と
く
に
、
彼
ら
は
、
こ
う
い
う
こ
と
を
し
た
の
で

す
。
つ
ま
り
、
当
時
の
人
々
の
な
か
で
い
ち
ば
ん
正
し
か
っ
た
と
言
っ
て
も
お
そ
ら
く
わ
た
し
の
恥
に
は

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
方
を
、
―
―
わ
が
敬
愛
す
べ
き
年
長
の
友
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
、
ほ
か
の
三
、
四
人
の
者
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と
い
っ
し
ょ
に
、
あ
る
市
民
の
と
こ
ろ
へ
、
こ
れ
を
死
刑
に
す
る
た
め
強
制
連
行
し
て
く
る
役
目
で
、
差

し
向
け
る
な
ど
と
い
う
、
そ
う
い
う
こ
と
を
し
た
の
で
す
。
あ
の
方
を
、
自
分
た
ち
の
行
動
に
ぜ
ひ
も
な

く
参
加
さ
せ
ん
が
た
め
に
で
す
！

も
っ
と
も
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
従
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
神
を
も
恐
れ
ぬ

彼
ら
の
所
業
に
荷
担
す
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
危
険
を
冒
し
て
あ
ら
ゆ
る
迫
害
に
甘
ん
じ
よ
う
と
な
さ
っ
た

の
で
す
。
こ
う
し
た
事
件
の
一
部
始
終
と
、
そ
れ
に
似
た
よ
う
な
、
け
っ
し
て
軽
微
で
な
い
一
連
の
事
件

を
眼
の
あ
た
り
に
す
る
に
つ
け
て
わ
た
し
は
、
憤
懣
や
る
か
た
な
く
、
当
時
の
悪
弊
か
ら
き
っ
ぱ
り
と
身

ま

ふ
ん
ま
ん

を
退
い
た
の
で
し
た
。
…
…
」

ひ

＊

＊

こ
こ
に
は
、
す
で
に
七
十
四
歳
と
い
う
晩
年
を
迎
え
て
い
な
が
ら
も
、
今
な
お
そ
の
プ
ラ
ト
ン
の
「
心

の
中
」
に
は
、
「
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
へ
の
敬
愛
の
情
」
と
い
う
も
の
が
、
す
こ
し
も
色
褪
せ
な
い
状
態
で
存

在
し
て
い
る
こ
と
が
鮮
や
か
に
語
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
プ
ラ
ト
ン
の
「
不
正
を
好
ま
ぬ
非
常
に
ま
じ

め
な
性
格
」
な
ど
が
、
は
っ
き
り
と
表
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
や
が
て
間
も
な
く
、
そ
の
「
三
十

人
政
権
」
は
崩
壊
を
し
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
国
外
に
亡
命
し
て
い
た
人
た
ち
が
帰
国
を
し
て
、
新
し
い

「
政
権
」
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
。
「
…
…
す
る
と
ふ
た
た
び
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

と
に
か
く
公
共
の
政
治
的
実
践
へ
の
意
欲
が
、
わ
た
し
を
ひ
き
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
…
…
」
。

し
か
も
、
そ
の
亡
命
か
ら
帰
国
し
た
人
た
ち
の
と
っ
た
政
策
は
、
か
な
り
穏
健
な
も
の
だ
っ
た
と
、
若
い

プ
ラ
ト
ン
は
、
そ
う
考
え
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。「
…
…
し
か
し
こ
ん
ど
も
、
何
か
の
め
ぐ
り
合
せ
か
ら
、

一
部
の
権
力
者
た
ち
が
、
あ
の
方
を
、
わ
た
し
た
ち
の
同
士
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
、
ま
こ
と
に
非
道
き
わ
ま
る
、

ま
し
て
や
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
は
も
っ
て
の
ほ
か
の
罪
状
を
お
し
つ
け
て
、
法
廷
へ
引
っ
ぱ
り
出
し
た
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
か
つ
て
、
彼
ら
自
身
が
亡
命
の
憂
き
目
を
見
て
い
た
こ
ろ
、
亡
命
中
の
仲
間
の
一
人
が

非
道
な
仕
方
で
逮
捕
さ
れ
る
さ
い
、
そ
の
連
行
に
手
を
か
す
の
を
拒
絶
な
さ
っ
た
あ
の
方
を
、
不
敬
犯
と

み
て
告
発
し
、
さ
ら
に
は
、
こ
れ
に
有
罪
の
票
を
投
じ
て
、
死
刑
に
処
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
す
。

で
、
そ
う
い
っ
た
事
件
や
、
国
政
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
者
た
ち
の
こ
と
を
、
そ
の
法
律
や
慣
行
と
も

ど
も
観
察
し
て
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
た
ち
入
っ
て
考
察
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
し
て

齢

を
重
ね
れ
ば
重

よ
わ
い

ね
る
ほ
ど
、
わ
た
し
に
は
、
国
事
を
正
し
い
意
味
に
お
い
て

司

る
こ
と
が
、
い
よ
い
よ
困
難
に
思
わ
れ

つ
か
さ
ど

て
き
た
の
で
し
た
。
（
中
略
）
、
そ
う
い
う
わ
け
で
わ
た
し
は
、
初
め
の
う
ち
こ
そ
、
公
共
の
実
際
活
動

へ
の
あ
ふ
れ
る
意
欲
で
胸
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
ま
し
た
の
に
、
そ
う
い
う
こ
と
ど
も
に
思
い
を
い
た
し
、
も

の
ご
と
が
支
離
滅
裂
に
引
き
ま
わ
さ
れ
て
い
る
あ
り
さ
ま
を
見
る
に
お
よ
ん
で
は
、
と
う
と
う
眩
暈
を
覚

め

ま

い

え
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
わ
た
し
は
、
ま
さ
に
そ
う
い
う
こ
と
ど
も
に
つ
い
て
は
も
ち

ろ
ん
、
国
政
全
体
に
つ
い
て
も
、
ど
う
す
れ
ば
改
善
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
と
検
討
す
る
の
を
や
め
た
り
は

し
な
か
っ
た
も
の
の
、
し
か
し
実
際
行
動
に
出
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
好
機
を
期
し
て
、
ず
っ
と
控
え
て

い
る
よ
り
ほ
か
な
か
っ
た
の
で
す
。
…
…
」（
「
第
七
書
簡
」324b

～326e

）

＊

＊

引
用
が
長
く
な
っ
た
が
、
し
か
し
、
こ
の
引
用
部
分
は
、
若
い
時
の
プ
ラ
ト
ン
の
「
心
情
」
が
実
に
生

き
生
き
と
語
ら
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
と
と
も
に
、
す
で
に
晩
年
に
な
っ
て
い
た
プ
ラ
ト
ン
が
、
自
分
の

若
い
時
を
ふ
り
返
っ
て
見
る
時
に
は
、
い
つ
も
そ
の
中
心
に
は
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
が
い
た
と
い
う
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
当
時
、
数
多
く
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
事
件
の
中
か
ら
、

特
に
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
に
関
す
る
事
件
を
好
ん
で
選
び
出
す
わ
け
も
な
く
、
ま
た
、
そ
も
そ
も
ソ
ク
ラ
テ

ス
を
主
人
公
と
し
た
様
々
な
「
初
期
作
品
」
を
書
く
わ
け
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ま
だ
若
い
プ

ラ
ト
ン
に
と
っ
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
物
は
、
非
常
に
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、
そ
の
ソ
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ク
ラ
テ
ス
の
言
動
に
は
、
実
に
様
々
な
「
魅
力
と
謎
（
ま
だ
若
い
プ
ラ
ト
ン
に
は
十
分
に
理
解
で
き
な
い

部
分
）」
と
に
満
ち
満
ち
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
「
二
〇
歳
か
ら
二
十
八
歳
」

は

た

ち

と
い
う
、
ま
さ
に
人
間
と
し
て
で
き
上
が
ろ
う
と
し
て
い
る
「
こ
の
時
期
」
（
つ
ま
り
「
人
間
形
成
期
の

後
半
期
」
）
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
間
違
い
な
く
、
よ
り
「
質
の
高
い
」
（
高
質
な
「
知
的
食
料
」
）
に
も
う

飢
え
に
飢
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
若
い
プ
ラ
ト
ン
に
と
っ
て
は
、
晩
年
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
「
人
間
（
或
い
は

人
生
）
の
諸
問
題
」
に
つ
い
て
、
あ
れ
こ
れ
親
し
く
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
を
積
み
重
ね
る
こ
と
は
、

何
よ
り
も
楽
し
い
こ
と
だ
っ
た
に
違
い
な
い
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

や
が
て
、
プ
ラ
ト
ン
自
身
回
想
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
…
…
一
部
の
権
力
者
た
ち
が
、
あ
の
方
を
、
わ
た

し
た
ち
の
同
士
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
、
ま
こ
と
に
非
道
き
わ
ま
る
、
ま
し
て
や
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
は
も
っ
て
の
ほ

か
の
罪
状
を
お
し
つ
け
て
、
法
廷
へ
引
っ
ぱ
り
出
す
。
…
…
」
と
い
う
、
思
い
も
か
け
な
い
よ
う
な
事
件

が
起
こ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

＊

＊

そ
の
時
、
二
十
八
歳
で
あ
っ
た
若
い
プ
ラ
ト
ン
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
、
非
常
に
「
大
き
な
衝
撃
」
だ
っ

た
に
違
い
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
裁
判
の
結
果
が
、
「
死
刑
」
と
い
う
ま
っ
た
く
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な

も
の
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
約
一
ヶ
月
後
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
毒
杯
を
仰
い

で
従
容
と
死
ん
で
い
く
に
及
ん
で
は
、
そ
の
「
衝
撃
」
は
、
ま
さ
に
頂
点
に
達
し
た
と
言
っ
て
も
よ
い
の

だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
こ
の
「
事
件
」
、
つ
ま
り
、
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
身
の
上
に
起
こ
っ
た
一
連
の

「
出
来
事
（
事
件
）
」
こ
そ
は
、
若
い
プ
ラ
ト
ン
の
「
人
生
の
方
向
」
を
大
き
く
変
え
て
し
ま
う
「
決
定

的
な
要
因
（
原
因
）
」
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
―
―
つ
ま
り
、
裁
判
の
「
不
正
（
不
当
）」
は
と
も
あ
れ
、

「
刑
死
」
と
い
う
形
で
死
ん
で
行
っ
た
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弟
子
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
「
禍
」

が
弟
子
た
ち
に
も
及
ぶ
可
能
性
も
あ
っ
て
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
数
人
の
仲
間
と
一
緒
に
ア
テ
ナ
イ
を
離
れ
て
、

メ
ガ
ラ
に
行
き
、
そ
こ
に
身
を
お
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
い
わ
ば
「
外
的
な
大
き
な
変
化
」

（
つ
ま
り
「
遍
歴
時
代
」
に
入
る
こ
と
）
に
な
る
と
同
時
に
、
一
方
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
や
が
て
ソ
ク
ラ
テ

ス
を
主
人
公
と
し
た
様
々
な
「
初
期
作
品
」
を
書
く
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
が
、
ま
さ
に
「
内
的
な
大
き

な
変
化
」
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
文
章
を
書
く

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
じ
っ
く
り
と
腰
を
据
え
て
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
、
次
の
よ
う
な

こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
若
い
プ
ラ
ト
ン
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
刑
死
」
後
、
初
め
て
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス

を
主
人
公
と
し
た
作
品
」
を
書
き
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
？

そ
れ
と
も
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
ま
だ
生

き
て
い
る
頃
か
ら
、
す
で
に
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
主
人
公
と
し
た
作
品
」
（
或
い
は
作
品
と
し
て
完
成
し
て

い
な
く
と
も
、
そ
の
下
書
き
や
メ
モ
な
ど
）
を
書
き
溜
め
て
い
た
の
か
ど
う
か
？

と
い
う
問
題
が
あ
る

か
と
思
う
。
そ
れ
と
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
そ
も
そ
も
プ
ラ
ト
ン
は
、
何
ら
か
の
「
作
品
」
（
例
え
ば
悲

劇
作
品
な
ど
）
を
書
く
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
か
と
思
う
。

こ
れ
ら
の
問
題
は
、
い
ろ
い
ろ
と
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
く
る
の
で
、
結
論
か
ら
話
を
し
て
み
た
い
と
思
う
。

―
―
ま
ず
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
恐
ら
く
、
十
代
の
頃
か
ら
、
す
で
に
「
文
章
を
書
く
」
と
い
う
こ
と
は
、
か

な
り
得
意
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
の
「
文
才
」
（
文
章
を
巧
み
に
書
く
能
力
）
は
、
す

で
に
十
代
の
頃
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
し
て
、
或
る
言
い
伝
え
（
そ
れ
は
、
デ

ィ
オ
ゲ
ネ
ス
の
『
哲
学
者
列
伝
』
）
に
よ
る
と
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
二
〇
歳
の
時
に
、
悲
劇
の
コ
ン
ク
ー
ル

は

た

ち
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に
参
加
す
る
た
め
に
、
手
に
悲
劇
作
品
を
持
っ
て
、
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
劇
場
ま
で
出
か
け
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、

そ
こ
で
た
ま
た
ま
晩
年
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
め
ぐ
り
逢
う
と
い
う
「
運
命
的
な
出
逢
い
」
を
し
、
そ
し
て
、

そ
の
晩
年
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
に
触
れ
る
う
ち
に
、
若
い
プ
ラ
ト
ン
は
、
自
分
の

い
た
ら
な
さ
（
い
わ
ば
「
己
れ
の
無
知
」
）
を
恥
じ
て
、
そ
の
手
に
持
っ
て
い
た
「
悲
劇
作
品
」
を
焼
き

捨
て
た
と
い
う
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
そ
の
「
真
偽
」
の
ほ
ど
は
よ
く
分
か
ら

な
い
が
、
し
か
し
、
若
し
も
そ
の
逸
話
が
本
当
の
こ
と
だ
と
す
れ
ば
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
め

ぐ
り
逢
う
以
前
は
、
例
え
ば
、
い
わ
ば
「
悲
劇
作
品
」
の
よ
う
な
も
の
を
書
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
め
ぐ
り
逢
っ
た
以
降
は
、
そ
う
い
う
「
悲
劇
作
品
」
の
よ
う
な

も
の
を
書
く
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
や
め
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思
う
。

＊

＊

恐
ら
く
、
十
代
の
頃
は
、
様
々
な
「
文
学
や
芸
術
」
な
ど
に
も
幅
広
く
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
い
た
の

だ
ろ
う
。
（
一
説
に
、
絵
の
稽
古
や
詩
も
書
い
た
と
あ
る
）
。
や
が
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
め
ぐ
り
逢
い
、

そ
し
て
、
そ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
親
し
く
「
対
話
（
議
論
）
」
を
積
み
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
若
い
プ
ラ
ト

ン
の
気
持
ち
は
、
様
々
な
「
文
学
や
芸
術
」
な
ど
か
ら
離
れ
て
、
次
第
に
「
哲
学
」
（
「
愛
知
学
」
）
の
方

へ
と
向
か
っ
て
行
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
少
な
く
と
も
「
二
〇
歳
か
ら
二
十
八
歳
」
の
八
年
間
、
よ

は

た

ち

り
質
の
高
い
「
知
的
食
料
」
に
飢
え
に
飢
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
若
い
プ
ラ
ト
ン
に
と
っ
て
、
晩
年
の
ソ
ク

ラ
テ
ス
と
「
人
間
の
諸
問
題
」
に
つ
い
て
親
し
く
「
対
話
（
議
論
）
」
を
積
み
重
ね
る
こ
と
は
、
何
よ
り

も
楽
し
い
こ
と
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
実
際
に
「
対
話
（
議
論
）
」

を
し
て
い
る
時
だ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
プ
ラ
ト
ン
が
一
人
で
い
る
時
に
も
、
こ
の
前
、
ソ
ク
ラ
テ
ス

と
「
対
話
（
議
論
）
」
を
し
た
内
容
、
あ
る
い
は
今
ま
で
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
「
対
話
（
議
論
）
」
し
た
こ

と
な
ど
、
つ
ま
り
、
今
ま
で
の
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
様
々
な
言
動
」
な
ど
を
想
い
出
し
て
は
、
あ
れ
は
、
一

体
、
ど
う
い
う
意
味
（
合
い
）
の
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
を
め
ぐ
ら
し
て
、
独
り
も
の
想
い
に

耽
る
よ
う
な
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
時
に
、
何
か
思
い
つ
い

た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
、
あ
る
い
は
特
に
印
象
に
残
っ
た
り
、
気
に
入
っ
た
り
し
た
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言

葉
」
な
ど
を
何
か
紙
（
パ
ピ
ル
ス
）
な
ど
に
書
き
留
め
て
お
く
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

＊

＊

こ
れ
は
、
何
も
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
プ
ラ
ト
ン
の
よ
う
に
非
常
に
知
的
好
奇
心
の
旺
盛

な
、
し
か
も
「
文
才
」
（
文
章
を
巧
み
に
書
く
能
力
）
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
、
な
に
か
思
い

つ
い
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
、
あ
る
い
は
特
に
気
に
入
っ
て
い
る
言
葉
（
或
い
は
文
章
）
な
ど
を
ち
ょ
っ

と
メ
モ
っ
て
お
く
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
何
も
不
思
議
な
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
恐
ら
く
、

プ
ラ
ト
ン
は
、「
二
〇
歳
か
ら
二
十
八
歳
ま
で
の
八
年
間
」
に
、
何
か
思
い
つ
い
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
、

は

た

ち

あ
る
い
は
特
に
気
に
入
っ
た
言
葉
（
或
い
は
文
章
）
な
ど
を
書
き
留
め
て
お
く
と
い
う
こ
と
が
、
ま
っ
た

く
な
か
っ
た
と
考
え
る
よ
り
は
、
そ
れ
な
り
に
あ
っ
た
と
考
え
る
ほ
う
が
遙
か
に
自
然
な
こ
と
に
な
る
か

と
思
う
。
（
む
ろ
ん
、
そ
の
な
か
に
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野

の
「
書
物
」
な
ど
を
読
ん
で
、
あ
れ
こ
れ
思
っ
た
り
考
え
た
り
、
あ
る
い
は
特
に
気
に
入
っ
た
文
章
な
ど

を
書
き
留
め
て
お
く
と
か
、
ま
た
、
当
時
の
い
ろ
い
ろ
な
知
識
人
た
ち
の
言
動
な
ど
を
直
接
、
見
聞
き
し

た
も
の
の
中
で
、
特
に
興
味
や
関
心
を
持
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
言
動
な
ど
に
つ
い
て
、
思
っ
た
り
考
え
た
り

し
た
こ
と
な
ど
を
書
き
留
め
て
お
く
と
か
、
そ
の
他
、
そ
の
よ
う
な
種
々
雑
多
な
も
の
が
い
ろ
い
ろ
と
入

り
混
じ
っ
て
い
た
と
考
え
る
ほ
う
が
、
よ
り
自
然
な
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。）

つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
は
、「
頭
の
中
」（
或
い
は
「
心
の
中
」）
だ
け
に
何
も
か
も
を
「
記
憶
」
（
保
存
）
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し
て
い
た
の
か
？

そ
れ
と
も
プ
ラ
ト
ン
の
場
合
に
は
、師
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
場
合
と
は
極
め
て
対
照
的
に
、

そ
の
時
々
に
思
い
つ
い
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
、
あ
る
い
は
特
に
気
に
入
っ
た
「
言
葉
」
（
文
章
）
な
ど

を
何
か
紙
（
パ
ピ
ル
ス
）
な
ど
に
書
き
留
め
て
お
く
と
い
う
こ
と
を
行
な
っ
て
い
た
の
か
ど
う
か
？

そ

れ
が
、
今
、
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
、「
頭
の
中
」
だ
け
で
は
な
く
、

何
か
紙
（
パ
ピ
ル
ス
）
な
ど
に
書
き
留
め
た
も
の
も
そ
れ
な
り
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
と
は

言
え
、
も
ち
ろ
ん
、
若
い
プ
ラ
ト
ン
が
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
ま
だ
生
き
て
い
る
頃
か
ら
、
す
で
に
「
ソ
ク
ラ

テ
ス
を
主
人
公
と
し
た
作
品
」
を
書
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
言
う
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
二
十
八

歳
ま
で
に
は
、
い
つ
で
も
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
主
人
公
と
し
た
作
品
」
を
書
け
る
だ
け
の
蓄
え
（
蓄
積
）
は
、

若
い
プ
ラ
ト
ン
の
「
頭
の
中
」
（
或
い
は
「
心
の
中
」
）
に
は
十
分
に
蓄
え
（
蓄
積
）
さ
れ
て
い
た
で
あ

ろ
う
し
、
ま
た
、
そ
の
時
々
に
い
ろ
い
ろ
と
書
き
溜
め
た
も
の
も
、
そ
れ
な
り
の
量
に
な
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
、
こ
こ
で
は
特
に
言
い
た
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
何
歳

の
時
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
初
期
作
品
」
を
書
き
始
め
た
の
か
と
い
う
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
刑
死
後
、
何
年
か
を
経
て
か
ら
（
一
般
に
、
前
三
九
五
年
頃
）
、
プ
ラ
ト
ン
が
三
十
二
三

歳
の
頃
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
初
期
作
品
」
を
書
き
始
め
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
一
般
的
に
な
っ

て
い
る
か
と
思
う
。
た
だ
、
こ
こ
で
最
も
大
事
な
こ
と
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
「
頭
の
中
」
（
或
い
は
「
心
の

、
、
、
、
、

、
、
、

、
、
、

、
、

中
」
）
で
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
刑
死
後
も
、
絶
え
ず
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
の
対
話
」
が
休
み
な
く
続
け
ら
れ

、

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

て
い
た
と
い
う
こ
と
を
、
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

＊

＊

そ
れ
に
加
え
て
、
若
い
プ
ラ
ト
ン
が
少
な
く
と
も
「
二
〇
歳
か
ら
二
十
八
歳
」
の
八
年
間
に
、
晩
年
の

は

た

ち

ソ
ク
ラ
テ
ス
と
「
人
間
の
諸
問
題
」
に
つ
い
て
親
し
く
「
対
話
（
議
論
）
」
を
何
度
も
積
み
重
ね
て
い
く

う
ち
に
、
そ
の
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
行
な
っ
て
い
た
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
（
す
な
わ
ち
「
哲
学
的
問
答

法
」
）
と
い
う
も
の
を
自
然
と
（
或
い
は
積
極
的
に
）
身
を
以
っ
て
「
学
ぶ
（
真
似
る
）
」
こ
と
に
な
っ

た
と
し
て
も
、
何
も
不
思
議
な
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
「
学
ぶ
こ
と
」
の
第
一
歩
は
、
つ
ね

、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、

に
「
真
似
る
」
こ
と
か
ら
始
め
る
以
外
に
い
か
な
る
方
法
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

、

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

例
え
ば
、
特
に
気
に
入
っ
て
い
る
「
有
名
な
演
説
や
法
廷
弁
論
或
い
は
文
学
作
品
」
な
ど
を
何
度
も
「
暗

唱
」
（
つ
ま
り
「
丸
暗
記
」
）
を
し
て
覚
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
、
最
も
積
極
的
に
行
な
わ
れ
て
い

た
「
学
習
方
法
」
の
一
つ
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
若
い
プ
ラ
ト
ン
が
、
ソ
ク
ラ

テ
ス
の
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
（
つ
ま
り
「
哲
学
的
問
答
法
」
）
を
学
ぶ
た
め
に
は
、
最
初
は
ど
う
し

て
も
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
実
際
に
行
な
っ
て
い
た
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
を
じ
っ
く
り
と
注
意
深
く
観
察
し

た
上
で
、
そ
れ
を
自
分
の
「
頭
の
中
」
で
、
あ
る
い
は
友
だ
ち
な
ど
と
の
対
話
の
な
か
で
、
そ
の
ま
ま
「
真

似
て
み
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
「
…
…
あ
あ
、
な
る
ほ
ど
、
こ
う
い
う
時
に
は
、
こ
う
い
う
ふ
う
に

す
れ
ば
よ
い
の
か
」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
「
方
法
」
（
秘
訣
）
を
身
を
以
っ
て
学
ぶ
以
外
に
い
か
な
る

方
法
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
』
の
な
か
に
も
次
の
よ

う
な
箇
所
が
出
て
く
る
の
を
想
い
出
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。
つ
ま
り
、「
…
…
な
お
ま
た
、
そ
の
ほ
か
に
、

若
い
者
で
、
自
分
は
暇
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
家
に
は
金
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
者
が
、
何
と

い
う
こ
と
な
し
に
自
分
た
ち
の
ほ
う
か
ら
わ
た
し
に
つ
い
て
来
て
、
世
間
の
人
が
し
ら
べ
あ
げ
ら
れ
る
の

を
興
味
を
も
っ
て
傍
聴
し
、
し
ば
し
ば
自
分
た
ち
で
わ
た
し
の
真
似
を
し
て
、
そ
の
た
め
、
他
の
人
を
し

ま

ね

ら
べ
あ
げ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
み
る
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
す
。
…
…
」(

「ｿ
ｸ
ﾗ
ﾃ
ｽ

の
弁
明
」23C

）

二
、
真
似
る
と
学
ぶ
こ
と
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さ
て
、
若
い
時
に
は
、
誰
で
も
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
面
白
い
も
の
や
気
に
入
っ
た
も
の
な
ど
を
「
す

ぐ
に
真
似
る
」
と
い
う
「
最
大
特
徴
」
が
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
「
真
似
る
」
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
こ

そ
、
実
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
身
を
以
っ
て
学
ぶ
こ
と
に
も
な
る
わ
け
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
プ
ラ
ト

ン
も
決
し
て
例
外
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
当
時
、
ま
さ
に
よ
り
質
の
高
い
「
知
的
食
料
」
に
飢
え

に
飢
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
若
い
プ
ラ
ト
ン
に
と
っ
て
、
晩
年
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」

の
巧
み
さ
は
、
実
に
魅
力
的
に
見
え
た
に
違
い
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
対
話
（
吟

味
）
活
動
」
と
は
、
一
体
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
の
か
？

そ
の
「
秘
密
」
が
ぜ
ひ
と
も
知

、
、

り
た
く
な
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
一
体
、
ど
う
す
れ
ば
、
晩
年
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
よ
う
な
実
に
巧
み
な
「
対

話
（
吟
味
）
活
動
」
（
つ
ま
り
「
哲
学
的
問
答
法
」
）
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
得
る
の
か
？

そ
の
「
秘

密
」
（
秘
訣
）
が
ぜ
ひ
と
も
知
り
た
く
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
「
弟
子
」
（
或
い
は
「
生
徒
」
）
た
ち
に
共
通
し
た
「
心
理
」
で
あ
る
。
―
―
つ
ま
り
、
ど
う
す
れ

ば
、
「
師
」
の
よ
う
に
「
う
ま
く
な
れ
る
」
（
或
い
は
「
上
達
で
き
る
」
）
の
か
？

そ
の
「
秘
密
」
（
秘

訣
）
が
ぜ
ひ
と
も
知
り
た
い
と
い
う
「
学
習
心
理
」
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
何
度
も
繰
り
返
し
て
い
る
よ
う
に
、
最
初
は
ど
う
し
て
も
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
実

際
に
行
な
っ
て
い
た
様
々
な
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
を
で
き
る
だ
け
注
意
深
く
観
察
し
た
上
で
、
そ
れ

ら
を
プ
ラ
ト
ン
の
「
頭
の
中
」
（
或
い
は
「
心
の
中
」
）
で
そ
の
ま
ま
「
真
似
て
み
る
」
（
つ
ま
り
「
想
い

出
し
」
な
が
ら
、
そ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言
動
を
何
度
も
「
追
体
験
」
し
て
）
み
て
、
「
…
…
あ
あ
、
こ
う

い
う
時
に
は
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
議
論
を
展
開
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
な
が
ら

学
ん
で
み
た
り
、
ま
た
、
友
だ
ち
な
ど
と
何
か
の
テ
ー
マ
で
「
対
話
（
議
論
）
」
な
ど
を
行
な
う
よ
う
な

時
に
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
対
話
（
吟
味
）
方
法
」
を
実
際
に
あ
れ
こ
れ
真
似
て
み
て
、
「
…
…
あ
あ
、

な
る
ほ
ど
、
こ
う
い
う
時
に
は
こ
う
い
う
ふ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
」
と
、
身
を
以
っ
て
実
感
と
し
て
学

ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
特
に
気
に
入
っ
た
り
、
あ
る
い
は
印
象
に
強
く
残
っ
た
ソ
ク
ラ
テ

ス
の
或
る
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
な
ど
は
、
そ
の
ま
ま
そ
っ
く
り
「
文
章
に
書
き
写
し
て
、
そ
れ
を
暗、

唱
し
て
み
る
」
と
い
う
よ
う
な
方
法
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

、

＊

＊

恐
ら
く
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
二
〇
歳
か
ら
二
十
八
歳
ま
で
の
八
年
間
の
間
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
様
々
な
「
対

は

た

ち

話
（
吟
味
）
活
動
」
の
な
か
で
、
特
に
気
に
入
っ
た
も
の
や
印
象
に
強
く
残
っ
て
い
る
よ
う
な
「
対
話
（
吟

味
）
活
動
」
な
ど
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
「
頭
の
中
」（
或
い
は
「
心
の
中
」）
に
想
い
出
し
て
は
、
そ
の
「
言

動
」
を
そ
の
ま
ま
「
順
を
追
っ
て
辿
っ
て
み
る
」（
つ
ま
り
「
追
体
験
」）
を
し
て
み
る
だ
け
で
は
な
く
、

時
に
は
そ
の
ま
ま
そ
っ
く
り
（
或
い
は
そ
の
特
徴
を
で
き
る
だ
け
と
ら
え
て
）
「
文
章
に
書
き
写
し
て
み

る
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
行
な
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
不
思
議
な
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
が
少
な
く
と
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
生
存
し
て
い
る
時
か
ら
、
す
で
に
行
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え

た
方
が
、
む
し
ろ
自
然
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
「
積
み
重
ね
」
が
な
け
れ
ば
、
若
い

プ
ラ
ト
ン
が
、
真
に
「
内
的
成
長
」
し
て
い
く
こ
と
も
で
き
得
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
生
存
し
て
い
る
時
か
ら
、
す
で
に
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
を

主
人
公
と
し
た
作
品
」
を
書
い
て
い
た
と
い
う
の
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
で
は
な
い
。
た
だ
、
少

な
く
と
も
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
実
際
に
行
な
っ
て
い
た
様
々
な
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
の
中
か
ら
、
特
に
気

に
入
っ
た
も
の
や
印
象
に
強
く
残
っ
た
も
の
な
ど
は
、
時
に
は
書
き
留
め
て
お
く
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て

も
何
も
不
思
議
な
こ
と
は
な
い
し
、
ま
た
、
そ
れ
を
「
真
似
た
対
話
形
式
の
文
章
」
（
そ
れ
は
、
一
つ
の
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作
品
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
部
分
的
に
書
い
て
み
る
）
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
、
時
に
は
行

な
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
刑
死
後
、
そ
れ
ら
に
手
を
加
え
て
、
一
つ
の
「
作

品
」
に
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
？

そ
の
辺
の
と
こ
ろ
は
ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い
。

＊

＊

さ
て
、
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
場
合
に
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
彼
の
「
頭
の
中
」
（
或
い
は
「
心
の

中
」
）
だ
け
に
蓄
え
（
蓄
積
）
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
プ
ラ
ト
ン
の
場
合
に
は
、
一
生
涯
、
「
も
の

を
書
く
」
と
い
う
こ
と
を
や
め
な
か
っ
た
人
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
の
を
書
く
た
め
に
は
、
あ
れ
こ
れ
考

え
た
こ
と
や
調
べ
た
こ
と
な
ど
を
何
か
紙
（
パ
ピ
ル
ス
）
な
ど
に
書
き
留
め
て
お
く
こ
と
が
、
ど
う
し
て

も
必
要
不
可
欠
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
恐
ら
く
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
十
代
の
頃
か
ら
す
で
に
何
ら
か
の
「
文

章
（
や
メ
モ
）
を
書
く
」
と
い
う
こ
と
を
行
な
っ
て
い
た
と
同
時
に
、
そ
の
時
々
に
思
っ
た
り
考
え
た
り

し
た
こ
と
、
ま
た
、
何
か
気
に
入
っ
た
言
葉
（
或
い
は
文
章
）
な
ど
を
何
か
（
パ
ピ
ル
ス
）
な
ど
に
書
き

留
め
て
お
く
と
い
う
こ
と
も
行
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
刑
死
」
か
ら

何
年
か
後
、
生
ま
れ
て
初
め
て
「
文
章
（
或
い
は
作
品
）
」
を
書
く
と
い
う
の
で
は
、
例
え
ば

『
ソ
ク

ラ
テ
ス
の
弁
明
』
な
ど
は
あ
ま
り
に
巧
み
過
ぎ
る
し
、
ま
た
、
そ
の
他
の
数
多
く
の
「
初
期
作
品
」
を
書

き
続
け
る
こ
と
も
で
き
得
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
確
か
に
プ
ラ
ト
ン
は
、
「
書
か
れ
た
も
の
（
書
物
）
」
に

対
し
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
価
値
を
置
い
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
、
本
当
の
こ
と
を
言
え
ば
、
「
ソ

ク
ラ
テ
ス
を
主
人
公
と
し
た
様
々
な
作
品
」
を
書
き
続
け
た
こ
と
が
、
若
い
プ
ラ
ト
ン
を
し
て
、
や
が
て

は
真
の
「
哲
学
者
」
に
育
て
上
げ
た
最
大
の
要
因
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
を

主
人
公
と
し
た
様
々
な
作
品
」
を
書
き
続
け
た
と
い
う
こ
と
は
、
取
り
も
直
さ
ず
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
自
分

の
「
頭
の
中
」
（
或
い
は
「
心
の
中
」
）
に
「
生
前
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
を
思
い
浮
か
べ
て
は
、
あ
ら
た
め

て
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
実
際
に
行
な
っ
て
い
た
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
の
実
に
様
々
な
人
間
の
諸
問
題
に
関

す
る
「
内
容
」
等
を
、
も
う
一
度
、
徹
底
的
に
「
吟
味
・
検
討
」
し
直
す
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
果
と
し

て
、
若
い
プ
ラ
ト
ン
は
、
や
が
て
「
内
的
成
長
（
成
熟
）
」
を
遂
げ
て
は
、
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
同
じ
よ
う

な
、
ま
さ
に
真
の
「
哲
学
者
」
に
な
る
こ
と
が
で
き
得
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

＊

＊

そ
し
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
刑
死
か
ら
数
年
後
、
プ
ラ
ト
ン
が
最
初
に
書
き
始
め
た
作
品
が
何
で
あ
っ
た

か
は
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
や
が
て
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
』
が
書
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ

れ
は
、
前
三
九
三
年
に
、
ソ
フ
ィ
ス
ト
の
ポ
リ
ュ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
が
、
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
告
発
』
と

い
う
一
文
を
発
表
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
に
触
発
さ
れ
て
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
対
抗
す
る
よ
う
な
形

で
書
か
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
真
偽
は
と
も
か
く
、
当
時
の
プ
ラ
ト
ン
の
「
頭
の
中
」

（
或
い
は
「
心
の
中
」
）
に
実
に
生
々
し
く
残
っ
て
い
た
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
つ

ま
り
、
何
よ
り
も
若
い
プ
ラ
ト
ン
の
「
頭
の
中
」
に
あ
っ
た
も
の
は
、
な
ぜ
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
最

悪
な
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
！

と
い
う
想
い
で
一
杯
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
―
―
つ
ま
り
、
も

と
も
と
何
の
罪
も
な
い
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
、
な
ぜ
、
ど
う
し
て
「
有
罪
」
（
し
か
も
死
刑
）
な
ど
と
い
う

全
く
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
不
当
な
判
決
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

そ
も
そ
も
あ
の
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
裁
判
」
自
体
、
一
体
、
何
だ
っ
た
の
か
？
（
或
い
は
ど
う
い
う
こ
と
だ

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、

、
、

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

っ
た
の
か
？
）
、
あ
ら
た
め
て
あ
の
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
裁
判
の
一
部
始
終
」
（
特
に
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁

、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、

、
、
、
、
、
、
、

明
」
部
分
）
こ
そ
、
最
初
に
徹
底
的
に
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
最
大
の
問
題
」
と
な
っ
て
い
た

、

、
、

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
に
こ
そ
、
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
死
刑
と
い
う
最
悪
の
結
果
へ
と
導
い
た
直
接
の

、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

要
因
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
と
も
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
「
生
き
方
・
死
に
方
」
の
「
最
大

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

、
、
、

、

、
、
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の
謎
」
（
つ
ま
り
「
そ
の
核
心
部
分
」
）
が
、
そ
こ
に
こ
そ
（
つ
ま
り
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
」
の
中
に

、
、

、
、
、

、
、
、
、
、
、

、

、
、
、
、
、

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

こ
そ
）、
隠
さ
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
と
い
う
「
想
い
」
に
襲
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、

、
、
、
、
、
、
、

＊

＊

そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
「
最
大
の
問
題
」
を
考
え
る
た
め
に
は
、
あ
の
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
裁
判
」（
特
に
「
ソ

ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
」
部
分
）
こ
そ
は
、
で
き
る
だ
け
丁
寧
に
再
現
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
初
め
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
「
考
え
や
思
想
」
（
そ
の

生
き
死
に
）
と
い
う
も
の
を
真
に
理
解
で
き
る
こ
と
に
な
る
と
と
も
に
、
な
ぜ
、
ど
う
し
て
あ
の
よ
う
な

「
最
悪
の
結
果
」
（
つ
ま
り
「
死
刑
」
）
と
い
う
判
決
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
と
い
う
原
因
も
わ
か
る
だ

ろ
う
。
ま
た
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
を
誤
解
し
て
い
る
よ
う
な
人
た
ち
が
い
る
な
ら
ば
、
実
際
の
ソ

ク
ラ
テ
ス
と
は
、
ま
さ
に
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
通
り
の
人
間
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
「
弁
護
」
（
証

明
）
し
よ
う
と
す
る
た
め
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
若
い
プ
ラ
ト
ン
が
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
刑
死
後
、
初
期
に
書
き
始
め
た
作
品
が
、
ま
さ
に
『
ソ

、
、

ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
』
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
し
、
ま
た
、
そ
の
作
品
の
「
書
き
方
」
が
、

「
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
主
人
公
と
し
た
作
品
」
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
あ
ま
り
に
も
当
然
す
ぎ
る
ほ

ど
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
他
の
作
品
も
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
主
人
公
と
し
た
対
話
形
式
の

作
品
」
に
な
っ
て
行
っ
た
の
は
、
一
体
、
な
ぜ
か
と
問
え
ば
、
そ
れ
は
、
ま
さ
に
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら

に
な
る
の
だ
ろ
う
。
―
―
つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
で
き
る
だ
け
生
前
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
実
際
に
行
な
っ

て
い
た
、
あ
の
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
（
つ
ま
り
「
哲
学
的
問
答
法
」
）
そ
の
も
の
を
、
で
き
る
だ
け

、
、
、
、

生
き
生
き
と
再
現
し
た
か
っ
た
の
と
同
時
に
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人

間
の
「
考
え
や
思
想
」
（
そ
の
生
き
死
に
）
と
い
う
も
の
も
ほ
ん
と
う
に
深
く
理
解
で
き
得
る
だ
ろ
う
と

考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
ま
だ
若
い
プ
ラ
ト
ン
に
と
っ
て
、
や
は
り
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い

う
人
間
の
「
言
動
」
に
は
、
実
に
様
々
な
「
魅
力
と
謎
（
若
い
プ
ラ
ト
ン
に
は
ま
だ
十
分
に
理
解
で
き
な

い
部
分
）
」
と
に
満
ち
満
ち
て
い
た
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
様
々
な
「
魅
力
と
謎
の
部
分
」
と
を
中
途
半
端

で
は
な
く
、
徹
底
的
に
「
解
明
」
（
理
解
）
し
た
い
と
心
の
底
か
ら
そ
う
願
っ
た
と
し
て
も
、
何
も
不
思

議
な
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
主
人
公
と
し
た
様
々
な
作
品
」
を
書
く
と
い
う

こ
と
が
、
若
い
プ
ラ
ト
ン
を
し
て
、
や
が
て
、
真
の
「
哲
学
者
」
に
育
て
上
げ
る
最
大
の
要
因
と
な
る
も

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
刑
死
」
し
た
二
十
八
歳
の
時
点
で
は
、
ま
だ
プ
ラ
ト
ン
は
、
真

の
「
哲
学
者
」
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
―
―
そ
れ
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
主

人
公
と
し
た
様
々
な
対
話
形
式
の
作
品
」
を
書
く
た
め
に
は
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
一
体
、
具
体
的
に
は
ど
う

い
う
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
に
こ

そ
、
プ
ラ
ト
ン
哲
学
の
「
最
大
の
謎
」（
秘
密
）
が
奥
深
く
隠
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

三
、
人
間
を
理
解
す
る
方
法

そ
れ
で
は
、
い
よ
い
よ
「
本
題
」
（
核
心
部
分
）
に
入
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
が
、
そ
れ
は
、
次
の
よ

う
な
こ
と
で
あ
る
。
―
―
つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
人
間
が
、
ま
さ
に
「
人
間
と
い
う
も
の
を
理
解
す
る
方
法
」

に
は
、
大
き
く
分
け
て
、
次
の
よ
う
な
「
二
つ
の
方
法
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
―
―
す
な
わ
ち
、

一
つ
は
、
「
あ
る
人
間
を
外
か
ら
観
察
す
る
と
い
う
方
法
」
で
あ
り
、
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
「
あ
る

人
間
を
内
か
ら
観
察
す
る
と
い
う
方
法
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
プ
ラ
ト
ン
が
採
用
し
た
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
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い
う
人
間
を
理
解
す
る
方
法
」
は
、
ま
さ
に
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
を
内
か
ら
観
る
と
い
う
方
法
」

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

で
あ
り
、
そ
し
て
、
も
う
一
方
の
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
が
採
用
し
た
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
を
理
解
す
る

方
法
」
は
、
ま
さ
に
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
を
外
か
ら
見
る
と
い
う
方
法
」
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

そ
れ
で
は
、
そ
の
「
二
つ
の
方
法
」
の
、
一
体
、
ど
こ
が
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
と
問
え
ば
、
そ
れ
は
、

次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
ず
、
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
が
採
用
し
た
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
を
外
か

ら
見
る
と
い
う
方
法
」
で
あ
る
が
、
こ
の
方
法
は
、
わ
れ
わ
れ
人
間
が
、
最
も
一
般
的
に
行
な
っ
て
い
る

方
法
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
を
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
注
意
深
く
観
察
し
て
、
そ

の
特
徴
を
ま
ず
つ
か
む
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
―
―
例
え
ば
、
身
体
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
、
そ
の
人

の
全
体
の
「
容
姿
・
容
貌
」
が
ど
う
で
あ
る
か
を
確
か
め
て
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
と
「
細
か
な
部
分
（
細
部
）
」

へ
と
観
察
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
か
と
思
う
。
そ
し
て
、
例
え
ば
、
立
っ
た
り
、
坐
っ
た
り
し
て
い

る
時
の
特
徴
、
ま
た
、
歩
い
た
り
、
何
か
活
動
を
し
て
い
る
時
の
特
徴
や
、
人
と
話
を
し
て
い
る
時
の
特

徴
、
あ
る
い
は
「
喜
怒
哀
楽
」
が
表
わ
れ
た
時
の
特
徴
、
ま
た
、
そ
の
人
が
身
に
ま
と
う
衣
服
類
や
髪
型
、

さ
ら
に
様
々
な
持
ち
物
類
、
そ
の
他
、
そ
う
い
う
も
の
は
、
す
べ
て
「
感
覚
」
を
通
し
て
、
い
く
ら
で
も

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
得
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
健
全
な
「
感
覚
」
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

れ
ば
、
ふ
つ
う
誰
に
で
も
、
そ
の
人
が
望
む
だ
け
い
く
ら
で
も
細
部
に
い
た
る
ま
で
徹
底
し
て
観
察
す
る

こ
と
が
で
き
得
る
も
の
で
あ
る
。

＊

＊

そ
れ
で
は
、
そ
の
人
の
「
精
神
部
分
」
を
理
解
す
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
人
間
が
最
も
拠
り
所
と
す
る

も
の
は
、
一
体
、
何
か
と
問
え
ば
、
そ
れ
は
、
何
と
言
っ
て
も
、
そ
の
人
の
「
口
」
か
ら
発
せ
ら
れ
る
「
言

葉
」
（
声
）
と
、
そ
れ
に
必
ず
付
随
す
る
で
あ
ろ
う
「
顔
の
表
情
や
し
ぐ
さ
」
な
ど
を
で
き
る
だ
け
注
意

深
く
「
観
察
」
（
分
析
）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
そ
の
人
の
「
考
え
や
性
格
あ
る
い
は
人
間
性
そ
の

他
」
と
い
う
も
の
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
人
が
「
書
い
た
も
の
」
な
ど

を
読
ん
で
、
そ
の
人
の
「
考
え
や
人
間
性
」
な
ど
を
理
解
す
る
よ
う
な
場
合
も
当
然
あ
る
の
だ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
人
間
が
「
あ
る
人
間
を
理
解
す
る
た
め
に
行
な
う
」
こ
と
は
、
ま
ず
最
初
は
、

「
外
か
ら
の
観
察
」
か
ら
始
め
る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
「
外
か
ら
の
観
察
」
と
い
う
の

は
、
ふ
つ
う
わ
れ
わ
れ
人
間
の
「
諸
感
覚
」
を
通
し
て
、
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
得
る
も
の
で
あ
る
。
例

え
ば
、
そ
の
人
の
「
身
体
的
特
徴
」、
そ
の
時
々
の
「
顔
の
表
情
や
し
ぐ
さ
」
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
「
活

動
や
行
動
」
を
し
て
い
る
の
か
、
つ
ま
り
、
そ
の
人
の
「
仕
事
、
生
活
、
趣
味
、
娯
楽
、
遊
び
、
そ
の
他
」

な
ど
の
詳
細
な
観
察
、
ま
た
、
そ
の
人
の
「
口
」
か
ら
発
せ
ら
れ
る
「
言
葉
」
（
声
）
や
そ
の
人
の
「
書

い
た
も
の
」
、
そ
れ
に
加
え
て
、
そ
の
人
が
所
有
し
た
り
、
愛
用
し
た
り
し
て
い
る
も
の
、
さ
ら
に
、
そ

の
人
の
「
…
…
生
い
立
ち
、
年
齢
、
学
歴
、
職
歴
、
生
活
状
況
、
時
代
的
背
景
、
そ
の
他
」
、
そ
う
い
う

「
外
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
」
を
、
ま
さ
に
で
き
る
だ
け
詳
し
く
「
観
察
（
調
査
）
分
析
」

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
そ
の
人
の
「
考
え
や
性
格
あ
る
い
は
人
間
性
や
そ
の
他
」
、
つ
ま
り
、
そ
の

人
の
「
内
的
世
界
」
と
い
う
も
の
を
、
で
き
る
だ
け
詳
細
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
方
法
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
「
外
か
ら
の
観
察
」
と
い
う
の
は
、
で
き
る
だ
け
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
徹
底
的
に
行
な

わ
れ
た
正
確
か
つ
詳
細
で
、
し
か
も
、
そ
の
量
は
、
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ

ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
信
用
に
足
る
数
多
く
の
「
資
料
」（
材
料
）
を
も
と
に
し
て
、
例
え
ば
、「
ソ

ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
」
を
で
き
る
だ
け
正
確
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
、

わ
れ
わ
れ
が
一
般
的
に
行
な
っ
て
い
る
「
人
間
理
解
方
法
」
で
あ
る
が
、
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
の
場
合
に
も
、

「
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
様
々
な
言
動
」
の
蓄
え
（
蓄
積
）
を
踏
ま
え
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
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間
を
あ
れ
こ
れ
様
々
な
角
度
か
ら
分
析
し
て
、
理
解
す
る
と
い
う
方
法
を
採
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

む
ろ
ん
、
そ
れ
と
同
時
に
、
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
の
場
合
に
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
実
際
に
行
な
っ
て
い
た
「
対

話
（
吟
味
）
活
動
」
を
で
き
る
だ
け
忠
実
に
再
現
し
て
い
る
（
つ
ま
り
で
き
る
だ
け
正
確
に
真
似
て
い
る
）

点
で
は
、
プ
ラ
ト
ン
と
同
じ
よ
う
に
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
を
内
か
ら
観
る
」
と
い
う
方
法
も
、

一
応
は
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
中
に
か
な
り
深
く
溶
け
込
ん

で
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
「
思
考
（
思
索
）
活
動
」
を
そ
れ
な
り
に
わ
が
身
に
感
じ
て
、
実
感

と
し
て
理
解
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
、
プ
ラ
ト
ン
と
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
と
の
「
決
定
的
な
違
い
」

、
、
、
、
、
、

は
、
一
体
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
「
一
点
」
な
の
で
あ
る
。

、
、

＊

＊

つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
と
可
能
な
限
り
「
一
体
化
」
し
て
、
長
年
（
つ
ま

り
何
年
も
何
十
年
も
の
あ
い
だ
）
、
ず
っ
と
継
続
し
て
、
そ
の
「
内
的
世
界
」
（
特
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
思

惟
界
」
）
を
徹
底
的
に
生
き
て
み
る
と
い
う
こ
と
を
行
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
の
場

合
に
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
中
に
か
な
り
深
く
溶
け
込
ん
で
は
い
る
が
、
し
か
し
、
長
年
（
つ

ま
り
何
年
も
何
十
年
も
の
あ
い
だ
）
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
と
「
一
体
化
」
し
て
、
ず
っ
と
そ
の
「
内

的
世
界
」
（
特
に
「
思
惟
界
」
）
を
徹
底
的
に
生
き
て
み
る
と
い
う
こ
と
は
、
行
な
っ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
の
「
基
本
的
な
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
理
解
方
法
」

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

は
、
こ
ち
ら
側
に
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
が
い
て
、
向
こ
う
側
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
い
る
と
い
う
「
相
対
的
な
関
係
」

、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
プ
ラ
ト
ン
の
場
合
に
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
な
か
に
プ
ラ
ト
ン
が
ど
こ

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ま
で
も
深
く
溶
け
込
ん
で
は
、
そ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
可
能
な
限
り
「
一
体
化
し
て
い
る
」
と
い
う
、
ま
さ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

、
、

に
「
一
心
同
体
的
な
関
係
」
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

、

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
「
方
法
」
こ
そ
、
つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
の
よ
う
に
、
長
年
（
つ
ま
り
何
年
も
何

十
年
も
の
あ
い
だ
）
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
と
「
一
体
化
」
し
て
、
ず
っ
と
そ
の
「
内
的
世
界
」（
特

に
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
思
惟
界
」
）
を
徹
底
的
に
生
き
て
み
る
と
い
う
こ
と
を
行
な
っ
て
み
な
け
れ
ば
、
ソ

ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
最
も
奥
深
く
に
内
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
「
中
心
核
」
ま
で
は
、
な
か
な
か
辿

り
着
け
な
い
（
或
い
は
見
え
て
こ
な
い
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
人
間
の
最
も
奥
深
く
に

内
在
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
「
中
心
核
」
ま
で
辿
り
着
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
人
間
を
ほ
ん
と
う
に
深
く
理
解

し
得
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
人
自
身
の
「
言
葉
」
（
「
考

え
や
思
想
」）
と
い
う
も
の
が
生
み
出
さ
れ
る
、
ま
さ
に
「
源
泉
」
そ
の
も
の
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

、
、

も
ち
ろ
ん
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
生
き
た
人
間
を
「
外
か
ら
観
察
」
し
て
知
る
方
法
も
、
決
し
て
軽
く

見
て
は
い
け
な
い
。
い
や
、
軽
く
見
て
は
い
け
な
い
ど
こ
ろ
か
、
最
初
は
、
誰
だ
っ
て
「
外
か
ら
の
観
察
」

か
ら
入
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
し
も
そ
の
「
外
か
ら
の
観
察
」
が
不
十
分
で
あ
れ
ば
、
当

然
、
「
内
か
ら
の
観
察
」
も
不
十
分
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
外
か
ら
の
観

察
」
は
、
で
き
る
限
り
（
或
い
は
可
能
な
限
り
）
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
徹
底
的
に
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

＊

＊

一
方
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
少
な
く
と
も
「
二
〇
歳
か
ら
二
十
八
歳
」
の
八
年
間
に
蓄
え
（
蓄
積
）
し
た
で

は

た

ち

あ
ろ
う
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
か
な
り
膨
大
な
量
の
「
言
動
」
を
も
と
に
し
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と

、
、
、
、
、
、

い
う
人
間
の
中
に
深
く
溶
け
込
ん
で
は
、
可
能
な
限
り
、
そ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
と
一
体
化
（
つ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、

ま
り
一
つ
）
に
な
り
、
そ
し
て
、
プ
ラ
ト
ン
自
身
、
ま
さ
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
な
っ
て
、
そ
の
「
内
的
世
界
」

、
、
、
、

、
、
、

、
、
、

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、

、
、
、
、

を
徹
底
的
に
生
き
て
み
る
と
い
う
方
法
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
実
際
に
行
な
っ
て
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
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た
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」（
つ
ま
り
「
哲
学
的
問
答
法
」
）
を
「
そ
の
ま
ま
そ
っ
く
り
真
似
て
み
る
」（
つ

、

、
、

、
、

、
、

、
、
、

、
、
、
、
、
、

、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、

ま
り
「
追
体
験
」
）
し
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
「
思
考
（
思
索
）
活

、
、

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、

、
、

、

動
」
そ
の
も
の
を
、
わ
が
身
に
感
じ
て
、
実
感
と
し
て
理
解
で
き
得
る
と
い
う
理
解
方
法
を
採
用
し
た
と

、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

い
う
こ
と
で
あ
る
。
―
―
つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
長
年
に
渡
っ
て
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
主
人
公
と
し
た

、
、
、
、
、
、
、

様
々
な
作
品
」
を
書
く
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
、
プ
ラ
ト
ン
自
身
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
に
な
り
き

っ
て
、
そ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
「
内
的
世
界
」
（
特
に
「
思
惟
活
動
」
部
分
）
を
徹
底
的
に
生

き
て
み
る
と
、
若
い
時
に
は
ま
だ
十
分
に
理
解
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の

様
々
な
「
言
動
」
の
ほ
ん
と
う
の
「
意
味
合
い
」
が
、
だ
ん
だ
ん
と
わ
が
身
に
感
じ
て
、
「
…
…
あ
あ
、

な
る
ほ
ど
、
あ
れ
は
こ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
！
」
と
、
実
感
と
し
て
分
か
る
よ
う
な
こ
と
が
非
常
に

多
く
な
っ
て
き
た
に
違
い
な
い
。
―
―
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
人
間
に
と
っ
て
最
も
「
大
事

な
こ
と
が
ら
」
と
し
て
考
え
て
い
た
「
美
に
し
て
善
な
る
も
の
」
と
い
う
言
葉
の
真
意
も
、
若
い
時
に
は

ま
だ
十
分
に
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
長
年
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
な
っ
て
、
そ
の
「
内
的
世
界
」

を
徹
底
的
に
生
き
て
み
る
と
い
う
無
限
の
積
み
重
ね
の
結
果
と
し
て
、
自
ず
と
（
或
い
は
「
思
い
も
か
け

な
い
よ
う
な
感
じ
」
）
で
「
見
え
て
き
た
も
の
」
こ
そ
は
、
ま
さ
に
「
美
の
イ
デ
ア
」
や
「
善
の
イ
デ
ア
」

と
い
う
「
考
え
方
」
（
「
思
想
」）
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
、
取
り
も
直
さ
ず
、
プ
ラ
ト
ン
自
身
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
主
人
公
と
し
た
様
々
な
作

品
」
を
書
き
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
だ
ん
だ
ん
と
「
内
的
成
長
」
（
或
い
は
「
内
的
成
熟
」
）
を

遂
げ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
ま
だ
若
か
っ
た
プ
ラ
ト
ン
は
、
や
が
て
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
同

じ
よ
う
な
真
の
「
哲
学
者
」
に
「
成
長
（
成
熟
）
」
す
る
こ
と
が
で
き
得
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
逆
に

言
え
ば
、
も
し
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
主
人
公
と
し
た
様
々
な
作
品
」
を
書
き
続
け
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
プ
ラ

ト
ン
は
、
恐
ら
く
、
わ
れ
わ
れ
が
今
日
知
る
よ
う
な
「
哲
学
者
・
プ
ラ
ト
ン
」
に
は
な
り
得
な
か
っ
た
か

も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
い
つ
も
口
ぐ
せ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
「
美
に
し
て
善
な
る
も
の
」

（
つ
ま
り
「
善
美
の
問
題
」
）
も
、
プ
ラ
ト
ン
自
身
、
長
年
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
な
り
き
っ
て
、
そ
の
「
内

的
世
界
」（
特
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
思
惟
界
」
）
を
徹
底
的
に
生
き
て
み
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、

初
め
て
、
思
い
も
か
け
な
い
よ
う
な
感
じ
で
「
見
え
て
き
た
」
に
違
い
な
い
、
そ
の
「
プ
ラ
ト
ン
哲
学
」

の
最
高
峰
と
も
呼
ば
れ
る
、
あ
の
「
美
の
イ
デ
ア
」
や
「
善
の
イ
デ
ア
」
と
い
う
思
想
（
考
え
方
）
も
、

あ
る
い
は
生
み
出
さ
れ
得
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。

＊

＊

こ
こ
は
、
極
め
て
大
事
な
と
こ
ろ
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
「
一
般
的
な
考
え
方
」
で
は
、
プ
ラ
ト
ン
は
、

自
分
の
「
考
え
や
思
想
」
を
語
る
上
で
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
を
う
ま
く
利
用
し
た
、
あ
る
い
は
プ

ラ
ト
ン
は
、
作
中
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
登
場
人
物
に
自
分
の
「
考
え
や
思
想
」
を
語
ら
せ
、
プ
ラ
ト
ン

自
身
は
、
そ
の
背
後
に
身
を
隠
し
た
、
と
い
う
印
象
を
与
え
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
プ
ラ

ト
ン
に
し
て
み
れ
ば
、
「
…
…
と
ん
で
も
な
い
誤
解
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
ま
っ
た
く
逆
な
の
だ
」
と
、
ど

こ
ま
で
も
強
く
反
論
す
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
刑
死
し
た
時
、
ま
だ
二
十
八
歳
で
あ
っ

た
プ
ラ
ト
ン
に
と
っ
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
実
際
に
行
な
っ
て
い
た
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」（
つ
ま
り
「
哲

学
的
問
答
法
」
）
の
何
た
る
か
は
、
ま
だ
十
分
に
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
ソ
ク

ラ
テ
ス
が
い
つ
も
口
ぐ
せ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
「
美
に
し
て
善
な
る
も
の
」（
つ
ま
り
「
善
美
の
問
題
」
）

に
つ
い
て
も
、
ま
だ
十
分
に
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

そ
れ
で
は
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
ど
う
し
て
そ
れ
ら
の
も
の
を
ほ
ん
と
う
に
わ
が
身
に
感
じ
て
実
感
と
し
て

理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
こ
そ
、
ま
さ
に
長
年
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
主
人
公
と
し
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た
様
々
な
作
品
」
を
書
き
続
け
て
い
く
う
ち
に
、
そ
れ
は
、
す
な
わ
ち
、
プ
ラ
ト
ン
自
身
、
長
年
、
ソ
ク

ラ
テ
ス
と
な
っ
て
、
そ
の
「
内
的
世
界
」
を
徹
底
的
に
生
き
て
み
る
と
い
う
こ
と
を
実
際
に
行
な
う
こ
と

に
よ
っ
て
こ
そ
、
初
め
て
、
「
見
え
て
き
た
も
の
」
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
若
し
も
プ
ラ
ト
ン
が
、
ソ
ク

ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
に
な
り
き
っ
て
、
そ
の
「
内
的
世
界
」
を
徹
底
的
に
生
き
て
み
る
と
い
う
方
法
を
採

用
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
恐
ら
く
は
「
見
え
て
は
こ
な
か
っ
た
も
の
」
に
違
い
な
い
の
で
す
。

＊

＊

そ
れ
に
加
え
て
、
わ
れ
わ
れ
が
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
最
大
の
要
点
は
、
そ
も
そ
も
「
善
美
の
問

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、

題
」
と
い
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
問
題
」
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
も
と
も
と
「
プ
ラ
ト
ン

、

、
、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、

自
身
の
問
題
」
で
は
な
く
、
プ
ラ
ト
ン
自
身
の
「
最
大
の
問
題
（
関
心
事
）」
は
、
む
し
ろ
「
国
家
」（
つ

、
、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、

、

、
、
、

、
、

、

ま
り
「
理
想
国
家
」
）
の
方
に
こ
そ
あ
る
の
で
あ
る
。
―
―
つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
に
し
て
み
れ
ば
、
師
ソ

、
、

、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ク
ラ
テ
ス
が
、
人
間
に
と
っ
て
最
も
大
事
な
も
の
（
或
い
は
「
最
も
大
切
な
も
の
」
）
と
し
て
い
つ
も
考

え
て
い
た
「
美
に
し
て
善
な
る
も
の
」
（
つ
ま
り
「
善
美
の
問
題
」
）
、
そ
れ
こ
そ
、
ま
さ
に
ソ
ク
ラ
テ
ス

と
い
う
人
間
の
魂
の
最
も
奥
深
く
に
内
在
し
て
「
中
心
核
」
と
な
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
も
の
を
中
途
半

端
で
は
な
く
、
徹
底
的
に
「
解
明
」
（
理
解
）
し
よ
う
と
し
て
、
長
年
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
な
っ
て
、
そ
の

「
内
的
世
界
」（
つ
ま
り
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
魂
の
中
」）
を
徹
底
的
に
生
き
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、

初
め
て
、
そ
の
魂
の
最
も
奥
深
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
も
の
が
、
終
に
「
見
え
て
き
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
ゆ
え
、
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
の
よ
う
な
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
を
外
か
ら
見
る
と
い
う
方
法
」

だ
け
で
は
、
ど
う
し
て
も
（
或
い
は
永
遠
に
）「
見
え
て
は
こ
な
い
も
の
」
な
の
で
あ
る
。
―
―
つ
ま
り
、

プ
ラ
ト
ン
自
身
、
も
う
自
分
が
ソ
ク
ラ
テ
ス
な
の
か
、
そ
れ
と
も
プ
ラ
ト
ン
な
の
か
、
あ
る
い
は
ど
こ
ま

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

で
が
ソ
ク
ラ
テ
ス
で
ど
こ
か
ら
が
プ
ラ
ト
ン
な
の
か
自
分
で
も
も
う
よ
く
分
か
ら
な
く
な
る
よ
う
な
と
こ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ろ
ま
で
、
そ
れ
こ
そ
、
ま
さ
に
「
一
体
化
の
極
致
」
（
そ
れ
は
「
人
間
理
解
の
極
致
」
）
で
も
あ
る
が
、

、
、
、

、
、
、
、

、
、
、

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

そ
こ
ま
で
、
何
年
も
何
十
年
も
か
け
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
に
な
り
き
っ
て
、
そ
の
「
内
的
世
界
」

（
特
に
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
思
惟
界
」）
を
徹
底
的
に
生
き
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
初
め
て
、「
見

え
て
来
た
も
の
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

＊

＊

こ
れ
は
、
何
も
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
伊
藤
仁
斎
と
い
う
人
は
、
「
孔
子
」
と
い
う
人
間

を

真

に
深
く
理
解
し
よ
う
と
し
て
、
『
論
語
』
や
『
孟
子
』
と
い
う
書
物
を
、
も
う
毎
日
、
「
之
を
口

ほ
ん
と
う

に
し
て
絶
た
ず
、
之
を
手
に
し
て
お
か
ず
」
と
い
う
よ
う
に
、
長
年
（
つ
ま
り
何
年
も
何
十
年
も
か
け
て
）
、

徹
底
的
に
深
く
読
ん
だ
と
い
う
の
も
、
全
く
同
じ
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
何
の
こ
と
は
な
い
、
伊
藤
仁

斎
は
、
「
孔
子
」
と
い
う
人
間
の
「
魂
」
そ
の
も
の
（
そ
の
最
も
奥
深
い
と
こ
ろ
に
内
在
し
て
い
た
で
あ

ろ
う
「
中
心
核
」
）
と
ほ
ん
と
う
に
「
一
体
化
す
る
」
（
つ
ま
り
、
「
孔
子
の
心
」
は
「
自
分
の
心
」
、
「
自

、
、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、

、

分
の
心
」
は
「
孔
子
の
心
」
と
な
る
）
ま
で
に
、
何
十
年
も
か
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
ま
で

、
、
、

、
、
、
、

い
か
な
け
れ
ば
、
或
い
は
そ
こ
ま
で
い
け
ば
、
ま
さ
に
「
…
…
其
の
謦
咳
を
承
く
る
が
如
く
、
其
の
肺
腑

け
い
が
い

を
視
る
が
如
く
、
真
に
、
手
の
舞
ひ
、
足
の
踏
む
こ
と
を
知
ら
ず
」
と
い
う
よ
う
な
、
い
わ
ば
「
人
間
理

解
の
極
致
」
ま
で
到
達
で
き
得
る
と
と
も
に
、
そ
こ
ま
で
辿
り
着
か
な
け
れ
ば
、
「
孔
子
」
と
い
う
人
間

の
「
魂
の
鼓
動
」
が
、
そ
の
ま
ま
そ
っ
く
り
わ
が
身
に
感
じ
て
、
実
感
と
し
て
聞
こ
え
て
来
な
い
だ
ろ
う

し
、
ま
た
、「
孔
子
」
と
い
う
人
間
を
ほ
ん
と
う
に
理
解
で
き
得
た
と
は
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
「
方
法
」
こ
そ
【
つ
ま
り
、
孔
子
と
い
う
人
間
の
「
口
」
か
ら
出
て
き
た
様
々

な
「
言
葉
」
を
唯
一
の
手
が
か
り
と
し
て
、
孔
子
と
い
う
人
間
の
「
頭
の
中
」
（
或
い
は
「
心
の
中
」
）

に
深
く
入
り
込
ん
で
は
、
何
年
も
何
十
年
も
か
け
て
、
そ
の
中
に
流
れ
て
い
る
孔
子
と
い
う
人
間
の
「
思
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考
の
大
河
」
を
理
解
し
な
が
ら

遡

り
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
「
言
葉
（
考
え
や
思
想
）
」
な
ど
が
ま
さ

さ
か
の
ぼ

に
生
ま
れ
出
づ
る
そ
の
「
源
（
源
泉
）
」
、
そ
れ
は
、
つ
ま
り
、
孔
子
と
い
う
人
間
の
「
思
惟
母
体
」
そ

、
、

、

の
も
の
の
と
こ
ろ
ま
で
辿
り
着
い
て
は
、
そ
れ
と
一
体
と
な
り
、
わ
が
身
を
以
っ
て
、
そ
の
孔
子
の
「
思

、
、
、

惟
母
体
」
そ
の
も
の
を
徹
底
的
に
生
き
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
孔
子
と
い
う
人
間
の
「
魂
」
そ
の

、
、
、
、

、
、

も
の
を
、
わ
が
身
に
感
じ
て
、
実
感
と
し
て
理
解
す
る
と
い
う
方
法
こ
そ
】
、
わ
れ
わ
れ
人
間
が
、
生
き

、
、

た
人
間
を
そ
の
ま
ま
そ
っ
く
り
理
解
で
き
得
る
「
唯
一
絶
対
の
方
法
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

四
、
実
際
に
作
品
を
書
く

そ
れ
で
は
、
も
っ
と
具
体
的
に
話
を
し
て
み
た
い
と
思
う
が
、
ま
ず
、
プ
ラ
ト
ン
が
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
を

主
人
公
と
し
た
様
々
な
作
品
」
を
書
こ
う
と
机
に
向
か
っ
て
い
る
時
に
は
、
い
つ
も
プ
ラ
ト
ン
の
「
頭
の

中
」
（
或
い
は
「
心
の
中
」
）
で
は
、
「
生
前
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
姿
（
言
動
）
」
を
想
い
出
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
主
人
公
と
し
た
作
品
」
を
書
く
と
い
う
こ
と
は

で
き
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
た
だ
単
に
「
想
い
出
」
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
―
―

つ
ま
り
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
主
人
公
と
し
た
作
品
」
を
書
く
と
い
う
こ
と
は
、
取
り
も
直
さ
ず
、
プ
ラ
ト

ン
の
「
頭
の
中
」
（
或
い
は
「
心
の
中
」
）
に
蓄
え
（
蓄
積
）
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
か
な
り
膨
大
な

量
の
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言
動
」
を
、
そ
の
た
び
ご
と
に
「
想
い
出
」
し
て
は
、
そ
の
「
想
い
出
」
し
た
い

ろ
い
ろ
な
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言
動
」
を
、
も
う
一
度
、
あ
れ
こ
れ
「
吟
味
」
（
検
討
）
し
直
し
て
、
そ
の

「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言
動
」
の
意
味
を
新
た
に
「
理
解
し
直
す
」
（
或
い
は
「
理
解
を
深
め
て
い
く
」
）
と

い
う
こ
と
を
自
然
と
行
な
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
あ
る
「
テ
ー
マ
」
を
持

っ
た
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
主
人
公
と
し
た
作
品
」
を
書
き
上
げ
る
こ
と
は
で
き
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か

も
、
プ
ラ
ト
ン
の
場
合
、
か
な
り
後
年
ま
で
、「
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
主
人
公
と
し
た
（
或
い
は
登
場
さ
せ
た
）

様
々
な
作
品
」
を
書
き
続
け
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
プ
ラ
ト
ン
の
「
頭
の
中
」
（
或
い
は
「
心
の
中
」
）

に
蓄
え
（
蓄
積
）
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
か
な
り
膨
大
な
量
の
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言
動
」
の
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
を
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
一
度
は
「
想
い
出
」
し
て
は
、
そ
の
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言
動
」
の
意
味
を
新

た
に
「
理
解
し
直
す
」
と
い
う
こ
と
を
自
然
と
行
な
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
プ
ラ
ト
ン
自
身
よ
く
考
え
て
み
て
、
ど
う
で
も
い
い
よ
う
な
言
動
、
あ
る
い
は
そ
れ
ほ
ど
重

要
だ
と
思
え
な
い
よ
う
な
言
動
な
ど
は
、
必
要
が
な
け
れ
ば
、
自
然
と
き
り
捨
て
ら
れ
て
い
っ
た
で
あ
ろ

う
し
、
ま
た
、
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
、
或
い
は
、
よ
く
理
解
で
き
な
い
よ
う
な
言
動
な
ど
は
、
何
度

も
「
想
い
出
」
し
て
は
、
繰
り
返
し
厳
密
に
「
吟
味
」
（
検
討
）
し
直
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
「
…

…
あ
あ
、
そ
う
か
！

あ
れ
は
こ
う
い
う
意
味
だ
っ
た
の
か
！
」
と
、
初
め
て
理
解
で
き
る
よ
う
な
こ
と

も
、
非
常
に
数
多
く
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
「
頭
の
中
」（
或
い
は
「
心
の
中
」）

だ
け
で
あ
れ
こ
れ
考
え
て
い
る
時
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
ま
た
、
作
品
を
書
き
な
が
ら
ふ
と
想
い
至
る
と
い

う
よ
う
な
場
合
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
う
い
う
こ
と
の
「
積
み
重
ね
」
こ
そ
は
、
プ
ラ
ト
ン

の
「
内
的
世
界
」
を
真
に
「
成
長
（
成
熟
）」
さ
せ
た
最
大
の
要
因
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

＊

＊

と
こ
ろ
で
、
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
の
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
思
い
出
』
と
い
う
著
作
の
な
か
に
は
、
次
の
よ
う
な

記
述
が
出
て
く
る
。
つ
ま
り
、
「
…
…
彼
自
身
（
ソ
ク
ラ
テ
ス
）
は
い
つ
も
人
間
の
こ
と
を
問
題
と
し
、

敬
神
と
は
何
か
、
不
敬
と
は
何
か
、
美
と
は
何
か
、
醜
と
は
何
か
、
正
と
は
何
か
、
不
正
と
は
何
か
、
思

慮
と
は
何
か
、
狂
と
は
何
か
、
勇
と
は
何
か
、
怯
懦
と
は
何
か
、
国
家
と
は
何
か
、
為
政
者
と
は
何
か
、
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政
府
と
は
何
か
、
統
治
者
と
は
何
か
、
そ
の
他
こ
う
い
う
題
目
を
論
じ
、
そ
し
て
こ
れ
ら
を
知
る
者
は
君

子
人
で
あ
り
、
知
ら
ぬ
者
は
ま
さ
に
奴
隷
者
と
呼
ば
れ
て
も
致
し
方
な
い
も
の
と
考
え
た
。
…
…
」（
１
，

１
，
１
６
）
と
。
し
か
も
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
そ
の
よ
う
な
「
題
目
」
で
、
年
が
ら
年
中
、
い
ろ
い
ろ
な

分
野
の
人
た
ち
と
積
極
的
に
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
を
行
な
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
一
方
、
ま
だ
若

か
っ
た
プ
ラ
ト
ン
は
、
少
な
く
と
も
八
年
間
の
間
に
、
そ
の
よ
う
な
「
題
目
」
で
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
直
接

親
し
く
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
を
行
な
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
ま
た
、
ほ
か
の
人
た
ち

が
そ
の
よ
う
な
「
題
目
」
で
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
親
し
く
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
を
行
な
っ
て
い
る
の
を

直
接
「
見
聞
き
す
る
」
よ
う
な
こ
と
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
多
か
っ
た
か
と
思
う
。

そ
し
て
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
刑
死
」
か
ら
数
年
後
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
』
と
い
う

作
品
を
書
く
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
「
作
品
」
な
ど
は
、
実
際
に
あ
っ
た
「
裁
判
の
内
容
」
（
そ
の
中
で

も
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
』
部
分
）
を
そ
れ
な
り
に
丁
寧
に
再
現
し
よ
う
と
思
っ
て
、
書
か
れ
た
も
の
に

な
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
多
く
の
「
作
品
」
は
、
次
の
よ
う
な
「
作
品
の
書
き
方
」
に
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
―
―
つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
作
品
を
書
く
場
合
に
は
、
ま
ず
、
ど

の
よ
う
な
「
テ
ー
マ
」
で
書
く
の
か
？

恐
ら
く
、
そ
の
「
テ
ー
マ
（
題
目
）
」
を
決
め
る
こ
と
か
ら
始

め
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
少
な
く
と
も
「
八
年
間
」
の
間
に
蓄
積
さ
れ
た
か
な
り
膨
大
な
量
の
「
ソ
ク

ラ
テ
ス
の
様
々
な
言
動
」
の
中
か
ら
、
そ
の
「
テ
ー
マ
（
題
目
）
」
で
語
ら
れ
て
い
た
も
の
を
で
き
る
だ

け
す
べ
て
想
い
出
し
て
は
、
そ
れ
ら
を
十
分
に
「
吟
味
（
検
討
）
」
し
直
し
た
上
で
、
作
品
の
中
に
使
え

そ
う
な
も
の
を
数
多
く
選
び
出
し
て
は
、
そ
れ
ら
を
プ
ラ
ト
ン
の
「
頭
の
中
」
（
或
い
は
「
心
の
中
」
）

で
巧
み
に
再
構
成
し
、
新
た
に
「
一
つ
の
作
品
」
と
し
て
創
り
上
げ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
で
き
る
だ
け
「
生
前
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言
動
（
そ
の
意
味
内
容
）
」
か
ら

あ
ま
り
離
れ
な
い
よ
う
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
も
、
プ
ラ
ト
ン
が
「
頭
の
中
」
（
或
い
は
「
心
の
中
」
）

で
イ
メ
ー
ジ
す
る
よ
う
な
「
作
品
」
に
創
り
上
げ
た
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
の
よ

う
な
「
作
品
の
書
き
方
」
は
、
極
め
て
珍
し
い
「
書
き
方
」
で
あ
り
、
ふ
つ
う
で
あ
れ
ば
、
ク
セ
ノ
フ
ォ

ン
の
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
思
い
出
』
の
よ
う
に
、
実
際
に
あ
っ
た
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言
動
」
を
で
き
る
だ
け

忠
実
に
再
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
「
論
語
」
で
あ
れ
ば
、「
孔
子
の
言
葉
」

を
、
ま
た
、
『
新
約
聖
書
』
で
あ
れ
ば
、
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
言
動
」
を
、
ま
た
、
『
ゲ
ー
テ
と
の
対

話
』
で
あ
れ
ば
、
ま
さ
に
「
ゲ
ー
テ
の
言
動
」
を
、
で
き
る
だ
け
忠
実
に
再
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
「
書
き
方
」
こ
そ
は
、
ふ
つ
う
一
般
的
な
「
書
き
方
」
で
あ
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
の
「
言
動
」
を
で
き
る
だ
け
そ
の
ま
ま
忠
実
に
再
現
で
き
得
る
方
法
に
な
る
か
と
思
う
。

＊

＊

そ
れ
で
は
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
な
ぜ
、
あ
の
よ
う
な
極
め
て
珍
し
い
「
書
き
方
」
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
た
だ
単
に
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言
動
」
を
あ
る
が
ま
ま
に
再
現
す
る
こ
と
に
最
重

点
を
置
い
た
人
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
し
プ
ラ
ト
ン
が
、
そ
の
時
々
の
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言
動
」

を
あ
っ
た
が
ま
ま
に
忠
実
に
再
現
し
よ
う
と
思
え
ば
、
プ
ラ
ト
ン
ほ
ど
の
恵
ま
れ
た
「
文
才
」
を
も
っ
て

す
れ
ば
、
す
ぐ
に
で
も
ま
た
い
く
ら
で
も
で
き
得
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁

明
』
な
ど
を
見
れ
ば
、
す
ぐ
に
分
か
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
そ
の
よ
う
な
「
書
き
方
」

は
、
そ
の
後
の
作
品
で
は
あ
ま
り
行
な
っ
て
い
な
い
の
は
、
な
ぜ
な
の
か
。
そ
れ
は
、
ほ
か
で
も
な
い
、

プ
ラ
ト
ン
は
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
主
人
公
と
し
た
作
品
」
を
書
く
と
い
う
実
際
の
行
為
に
よ
っ
て
、
も
う

一
度
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
テ
ー
マ
（
題
目
）
」
を
一
つ
一
つ
「
生
前
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言
動
」
に
そ
っ
て
考

え
て
み
よ
う
と
し
た
の
と
同
時
に
、
そ
れ
は
、
そ
の
ま
ま
「
生
前
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
様
々
な
言
動
の
意
味
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す
る
と
こ
ろ
」
を
、
も
う
一
度
、
厳
密
に
「
吟
味
（
検
討
）
」
し
直
し
、
そ
し
て
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い

う
人
間
」
を
、
そ
の
「
根
本
」
（
根
源
）
か
ら
、
わ
が
身
に
感
じ
て
、
実
感
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
し
た

が
ゆ
え
に
、
あ
の
よ
う
な
人
類
史
上
ほ
と
ん
ど
例
の
な
い
「
書
き
方
」
、
つ
ま
り
、
か
な
り
後
年
ま
で
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
に
な
り
き
っ
て
、
そ
の
「
内
的
世
界
」
（
特
に
「
思
惟
界
」
）
を
徹
底
的
に
生

き
て
み
る
と
い
う
方
法
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
テ
ー
マ
（
題
目
）
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
い
う
「
真

理
探
究
」
の
欲
求
と
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
実
に
様
々
な
「
魅
力
と
謎
（
ま
だ
十
分
に
理
解
で
き
て
い
な

い
部
分
）
」
と
に
満
ち
満
ち
て
い
た
人
間
を
徹
底
的
に
解
明
（
理
解
）
し
た
い
と
い
う
欲
求
、
こ
の
「
二

つ
の
欲
求
」
を
同
時
に
行
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
四
〇
歳
未
満
ま
で
に
書
か

れ
た
様
々
な
「
初
期
作
品
」
は
、
で
き
る
だ
け
「
生
前
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言
動
」
を
も
と
に
し
て
、
そ
れ

か
ら
あ
ま
り
離
れ
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
も
、
一
つ
一
つ
の
「
テ
ー
マ
（
題
目
）
」
を

持
っ
た
様
々
な
「
初
期
作
品
」
に
創
り
上
げ
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
方
法

で
、
プ
ラ
ト
ン
自
身
、
何
年
も
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
な
り
き
っ
て
、
そ
の
「
内
的
世
界
」
（
特
に
「
思
惟
界
」）

を
徹
底
的
に
生
き
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
プ
ラ
ト
ン
自
身
、
い
わ
ゆ
る
「
内
的
成
長
（
成
熟
）
」

を
遂
げ
る
最
大
の
要
因
と
な
っ
た
と
同
時
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
「
最
も
奥
深
い
と
こ
ろ
に
内

在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
そ
の
中
心
核
」
が
、
自
ず
と
（
或
い
は
思
い
も
か
け
な
い
よ
う
な
感
じ
で
）
「
見

え
て
き
た
」
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

五
、
三
つ
の
難
題
と
イ
デ
ア
論

さ
て
、
ま
だ
若
い
プ
ラ
ト
ン
に
は
、
様
々
な
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言
動
」
の
な
か
で
ど
う
し
て
も
（
或
い

は
な
か
な
か
）
理
解
で
き
得
な
か
っ
た
「
最
大
の
難
題
」
が
三
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
体
、

、
、

何
か
と
問
え
ば
、
そ
れ
こ
そ
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
い
つ
も
口
ぐ
せ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
、
人
間
に
と
っ
て

最
も
大
事
な
も
の
（
或
い
は
最
も
大
切
な
も
の
）
と
し
て
の
「
美
に
し
て
善
な
る
も
の
」
（
つ
ま
り
「
善

美
の
問
題
」
）
が
、
ま
ず
一
つ
あ
る
か
と
思
う
。
そ
し
て
、
そ
の
次
の
大
き
な
難
題
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ソ

ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
（
生
き
方
を
も
含
め
た
）
死
に
方
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
も
う
一
つ
の

大
き
な
難
題
は
、
そ
も
そ
も
生
前
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
実
際
に
行
な
っ
て
い
た
あ
の
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」

（
つ
ま
り
「
哲
学
的
問
答
法
」）
と
は
、
一
体
、
何
だ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

＊

＊

そ
し
て
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
こ
の
「
三
つ
の
難
題
」
（
そ
れ
は
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
関
す
る
三
大
難
問
」
）

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

を
徹
底
的
に
「
解
明
（
理
解
）
」
し
な
け
れ
ば
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
を
真
に
深
く
理
解
し
た
こ
と

に
は
な
ら
な
い
と
い
う
「
想
い
」
に
、
長
い
間
、
襲
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
で
き
る
も
の
で

、
、

あ
る
。
そ
こ
で
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
主
人
公
と
し
た
様
々
な
初
期
作
品
」
を
書
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
十
分
に
「
内
的
成
長
（
成
熟
）
」
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
本
格
的
に
、
そ
の
「
三
つ
の
難
題
」

、
、
、
、
、

（
そ
れ
は
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
関
す
る
三
大
難
問
」
）
を
中
途
半
端
で
は
な
く
、
徹
底
的
に
「
解
明
（
理
解
）
」

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

し
よ
う
と
し
て
（
つ
ま
り
「
そ
れ
ら
の
難
題
に
決
着
を
つ
け
る
た
め
に
」
）
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
い
わ
ゆ
る

、
、

「
中
期
著
作
」
で
あ
る
『
饗
宴
』
『
パ
イ
ド
ン
』
『
国
家
』
『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
と
い
う
著
作
を
書
き
上
げ
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
そ
れ
ら
の
「
中
期
著
作
」
の
な
か
で
、
あ
ま
り
に
も
有
名
な
「
イ
デ
ア
論
」
と

い
う
も
の
を
華
々
し
く
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
で
は
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
な
ぜ
、
「
イ
デ
ア
論
」

、
、

は
な
ば
な



- 27 -

と
い
う
も
の
を
必
要
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
？

そ
れ
こ
そ
、
ま
さ
に
「
三
つ
の
難
題
」
（
そ
れ
は
「
ソ
ク

、
、
、
、
、

、
、

ラ
テ
ス
に
関
す
る
三
大
難
問
」
）
を
徹
底
的
に
「
解
明
（
理
解
）
」
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

あ
る
。

＊

＊

と
こ
ろ
で
、
プ
ラ
ト
ン
と
い
う
人
は
、
恐
ら
く
、
若
い
時
か
ら
知
的
好
奇
心
が
非
常
に
旺
盛
だ
っ
た
で

あ
ろ
う
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
「
知
識
人
」
た
ち
と
実
際
に
会
っ
て
親
し
く
「
対
話
（
議
論
）
」
を
交
わ
す

よ
う
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
で
き
る
だ
け
数
多
く
の
「
書
物
」
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
新
し
い

「
知
識
」
（
考
え
や
思
想
）
な
ど
も
ど
ん
ど
ん
積
極
的
に
吸
収
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ

と
同
時
に
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
主
人
公
と
す
る
様
々
な
初
期
作
品
」
を
書
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
長
年
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
な
り
き
っ
て
、
そ
の
「
内
的
世
界
」
（
特
に
「
思
惟
界
」
）
を
徹
底
的
に
生

き
て
み
る
と
い
う
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
合
わ
せ
て
行
な
う
と
い
う
相
乗
作
用
に
よ
っ
て
、
著
し
く
「
内

的
成
長
（
成
熟
）
」
を
遂
げ
て
き
た
プ
ラ
ト
ン
は
、
何
よ
り
も
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
考
え
方
」
を
「
基
調

（
基
盤
）
」
と
し
な
が
ら
も
、
例
え
ば
、
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
学
派
や
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
あ
る
い
は
そ
の
他
の
考

え
方
な
ど
か
ら
「
ヒ
ン
ト
」
（
着
想
）
を
得
て
、
い
わ
ゆ
る
「
イ
デ
ア
論
」
と
い
う
も
の
を
考
え
出
し
、

そ
し
て
、
そ
の
「
イ
デ
ア
論
」
と
い
う
も
の
を
用
い
て
、
次
の
よ
う
な
「
三
つ
の
難
題
」
を
一
挙
に
「
解

決
（
説
明
）
」
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
―
―
そ
の
一
つ
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
い
つ
も
口
ぐ
せ
の
よ

う
に
言
っ
て
い
た
、
人
間
に
と
っ
て
最
も
大
事
な
も
の
（
或
い
は
大
切
な
も
の
）
と
し
て
の
「
美
に
し
て

善
な
る
も
の
」
（
つ
ま
り
「
善
美
の
問
題
」
）
を
、
ま
さ
に
「
根
本
（
根
源
）
」
か
ら
「
解
明
（
解
決
）
」

す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
次
は
、
い
わ
ゆ
る
「
魂
の
不
死
」
を
証
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ソ
ク
ラ
テ

ス
と
い
う
人
間
の
「
生
と
死
」
を
「
解
明
（
理
解
）
」
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
生
前
の
ソ

ク
ラ
テ
ス
が
実
際
に
行
な
っ
て
い
た
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
（
つ
ま
り
「
哲
学
的
問
答
法
」
）
と
い
う

も
の
を
、
厳
密
に
「
定
義
す
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
真
の
「
哲
学
」
（
愛
知
学
）
と
い
う
も
の
を
、

他
の
学
問
か
ら
は
っ
き
り
と
区
別
し
て
、
ま
さ
に
「
確
立
す
る
」
こ
と
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

、
、
、
、

＊

＊

つ
ま
り
、
「
…
…
国
事
も
、
個
人
生
活
も
、
お
よ
そ
そ
の
正
し
い
あ
り
よ
う
と
い
う
も
の
は
、
哲
学
か

ら
で
な
く
し
て
は
見
定
め
ら
れ
る
も
の
で
な
い
と
、
正
し
い
意
味
で
の
哲
学
を
た
た
え
な
が
ら
…
…
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
ま
ず
、
「
正
し
い
意
味
で
の
哲
学
」
（
つ
ま
り
真
の
「
哲
学
」
《
愛
知
学
》
）

と
い
う
も
の
は
、
一
体
、
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
と
も
に
、
こ
れ
は
、

も
ち
ろ
ん
、「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
問
題
」（
ソ
ク
ラ
テ
ス
自
身
は
、
そ
れ
を
「
君
子
の
道
」
と
も
「
帝
王
学
」

と
も
呼
ん
で
い
た
も
の
）
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
「
プ
ラ
ト
ン
自
身
の
最
大
の
問
題
」
で
あ
っ
た
、
い

わ
ゆ
る
「
国
家
論
」
（
特
に
プ
ラ
ト
ン
の
場
合
は
「
理
想
国
家
」
）
と
い
う
も
の
を
考
え
る
上
で
、
ど
う

し
て
も
真
の
「
哲
学
者
」
（
愛
知
者
）
と
い
う
も
の
を
、
は
っ
き
り
と
定
義
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
真
の
「
哲
学
者
」
（
愛
知
者
）
こ
そ
は
、
ま
さ
に
一
国
の
「
統
治
者
」
と
な

っ
て
国
家
を
治
め
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
真
の
「
哲
学
者
」
（
愛
知
者
）
と
い

う
も
の
を
、
は
っ
き
り
と
定
義
し
て
お
く
必
要
が
ど
う
し
て
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の

も
、
中
途
半
端
な
「
哲
学
者
」
（
愛
知
者
）
な
ど
が
政
治
を
担
当
し
た
と
こ
ろ
で
、
政
治
が
よ
く
な
る
は

ず
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
そ
の
真
の
「
哲
学
者
」（
愛
知
者
）
と
い
う
も
の
を
、

い
わ
ゆ
る
「
イ
デ
ア
論
」
と
い
う
も
の
を
用
い
て
、
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
「
…
…
哲
学
者
と
は
、
つ
ね
に
恒
常
不
変
の
あ
り
方
を
保
つ
も
の
（
イ
デ
ア
）
に
触
れ
る
こ
と

の
で
き
る
人
々
の
こ
と
で
あ
り
、
他
方
、
そ
う
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
さ
ま
ざ
ま
に
変
転
す
る
雑
多
な
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事
物
の
な
か
に
さ
ま
よ
う
人
々
は
哲
学
者
で
は
な
い
…
…
」
と
。
（
「
国
家
」484b

）

＊

＊

次
に
、
「
魂
の
不
死
」
の
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
は
、
プ
ラ
ト
ン
に
と
っ
て
は
、
そ
も
そ
も
「
ソ

ク
ラ
テ
ス
の
刑
死
」
と
い
う
、
ま
さ
に
生
々
し
い
現
実
の
「
大
き
な
衝
撃
」
か
ら
生
じ
て
き
た
問
題
で
あ

る
。
し
か
も
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
自
身
、
そ
の
『
弁
明
』
の
な
か
で
言
い
遺
し
た
、
「
…
…
し
か
し
な
が
ら
諸

君
に
も
、
裁
判
官
諸
君
、
死
と
い
う
も
の
に
対
し
て
善
い
希
望
を
も
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
善
き
人
に
は
、
生
き
て
い
る
と
き
も
、
死
ん
で
か
ら
も
、
悪
し
き
こ
と
は
一
つ
も
な
い
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
人
は
、
何
に
取
り
組
ん
で
い
て
も
、
神
々
の
配
慮
を
受
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
だ
と
い

う
、
こ
の
一
事
を
、
真
実
の
こ
と
と
し
て
、
心
に
と
め
て
お
い
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
…
…
」

（41cd
)

と
い
う
、
こ
の
言
葉
は
、
す
な
わ
ち
、「
魂
の
不
死
」（
つ
ま
り
「
死
後
の
世
界
」
）
が
存
在
す
る

と
い
う
こ
と
を
「
立
証
（
証
明
）
」
し
な
け
れ
ば
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
生
死
」
【
つ
ま
り
、
生
前
は
、
子

供
の
頃
か
ら
、
例
の
「
ダ
イ
モ
ン
か
ら
の
合
図
」
（
つ
ま
り
「
神
か
ら
の
合
図
」
）
と
い
う
も
の
を
頻
繁

に
受
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
他
人
か
ら
不
正
を
受
け
て
も
、
自
ら
不
正
を
行
な
う
と
い
う
こ
と

を
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
無
実
の
罪
で
、
し
か
も
、
そ
の
気
に
な
れ
ば
、
軽
い
刑
（
恐
ら
く

は
「
国
外
追
放
」
程
度
）
に
な
っ
た
の
に
、
ま
た
、
牢
獄
か
ら
抜
け
出
て
、
国
外
に
逃
亡
す
る
こ
と
も
容

易
に
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
局
は
、
毒
杯
を
仰
い
で
従
容
と
し
て
死
ん
で
い
っ
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
の

死
】
と
い
う
も
の
は
、
ま
っ
た
く
理
解
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
魂
の
不
死
」
と

い
う
も
の
を
「
立
証
（
証
明
）
」
す
る
こ
と
が
、
ど
う
し
て
も
「
必
要
（
不
可
欠
）
」
に
な
っ
て
来
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
「
魂
の
不
死
の
問
題
」
に
つ
い
て
は
、
オ
ル
ペ
ウ
ス
教
や

ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
学
派
の
「
考
え
方
」
な
ど
を
積
極
的
に
「
採
用
（
導
入
）
」
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
あ
の
世
」

（
死
後
の
世
界
）
に
つ
い
て
、
徹
底
的
に
考
え
て
み
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

＊

＊

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
問
題
は
、
『
パ
イ
ド
ン
』
と
い
う
著
作
の
な
か
で
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ

れ
で
は
、
な
ぜ
、
『
パ
イ
ド
ン
』
と
い
う
著
作
の
な
か
で
「
魂
の
不
死
」
が
語
ら
れ
る
の
か
と
問
え
ば
、

そ
れ
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
ま
さ
に
毒
杯
を
仰
い
で
死
ん
で
い
く
こ
の
時
以
外
に
、
人

間
の
「
死
」
と
い
う
問
題
を
徹
底
的
に
「
対
話
（
議
論
）
」
す
る
最
高
の
場
面
な
ど
、
ど
こ
に
も
な
い
か

ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
『
パ
イ
ド
ン
』
と
い
う
著
作
を
順
を
追
っ
て
丁
寧
に
読
ん
で
も
ら
え
れ
ば
、

す
ぐ
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
「
魂
の
不
死
」
を
証
明
す
る
た
め
に
「
幾
つ
か

の
説
明
」
が
な
さ
れ
て
い
く
わ
け
だ
が
、
そ
れ
ら
だ
け
で
は
ど
う
し
て
も
不
十
分
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

プ
ラ
ト
ン
は
、
ま
さ
に
「
最
後
の
切
り
札
」
的
な
も
の
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
イ
デ
ア
論
」
と
い
う
も
の

、
、
、
、
、
、

を
持
ち
出
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
魂
の
不
死
」
と
い
う
も
の
を
「
証
明
（
説
明
）
」
す

る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
「
イ
デ
ア
論
」
と
い
う
も
の
が
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、「
魂
の
不
死
」
と
い
う
も
の
を
「
証
明
（
説
明
）」
す
る
た
め
に
、
い
わ
ゆ
る
「
イ

デ
ア
論
」
と
い
う
も
の
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
の
か
と
問
え
ば
、
そ
れ
は
、
ま
さ
に
次
の
よ
う
な
非
常
に

は
っ
き
り
と
し
た
理
由
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
…
…
肉
体
が
滅
び
た
あ
と
、
そ
の
滅
び
た
肉
体
か
ら
、

魂
だ
け
が
抜
け
出
し
、
そ
の
抜
け
出
し
た
魂
だ
け
で
、
単
独
で
生
き
続
け
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
『
単

独
で
独
立
し
た
不
変
不
滅
の
存
在
（
イ
デ
ア
）
』
と
い
う
も
の
を
想
定
し
な
け
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
『
魂
の

不
死
』
と
い
う
も
の
を
『
立
証
（
証
明
）
』
す
る
こ
と
は
、
半
永
久
的
に
不
可
能
な
こ
と
に
な
る
か
ら
で

あ
る
」
。
逆
に
言
え
ば
、
「
単
独
で
独
立
し
た
不
変
不
滅
の
存
在
（
イ
デ
ア
）
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
（
実

在
）
す
る
と
想
定
す
れ
ば
、
「
…
…
た
と
え
肉
体
は
滅
ん
で
も
、
そ
の
滅
ん
だ
肉
体
か
ら
、
魂
だ
け
が
抜
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け
出
し
、
そ
の
抜
け
出
し
た
魂
だ
け
で
、
単
独
で
生
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
得
る
」
と
い
う
、
ま
さ
に
「
魂

の
不
死
」
と
い
う
も
の
を
、
見
事
に
「
立
証
（
証
明
）」
す
る
こ
と
が
で
き
得
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
ま
さ
に
「
魂
の
不
死
」
と
い
う
も
の
を
「
立
証
（
証
明
）
」
す
る
た
め
に

こ
そ
、
い
わ
ゆ
る
「
イ
デ
ア
論
」
と
い
う
も
の
を
採
用
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
採
用
し
て
「
魂
の

不
死
」
と
い
う
も
の
を
「
証
明
（
説
明
）
」
し
て
み
た
ら
、
何
と
か
「
立
証
（
証
明
）
」
で
き
得
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
も
う
一
つ
の
「
大
き
な
難
題
」
で
あ
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
善
美
の
問
題
」
に

つ
い
て
も
、
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
「
イ
デ
ア
論
」
を
用
い
て
、
ま
さ
に
「
根
本
（
根
源
）
」
か
ら
「
解
明

（
説
明
）
」
し
て
み
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
「
美
の
イ
デ
ア
」
や

「
善
の
イ
デ
ア
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

＊

＊

プ
ラ
ト
ン
が
、
有
名
な
「
イ
デ
ア
論
」
と
い
う
も
の
を
ど
う
し
て
も
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
は
、
い
わ
ゆ
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
三
つ
の
難
題
」
【
一
つ
は
、
「
魂
の
不
死
の
問
題
」
、
一
つ
は
、
「
善

美
の
問
題
」
、
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
実
際
に
行
な
っ
て
い
た
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」

（
そ
の
「
哲
学
的
問
答
法
」
）
を
、
他
の
学
問
か
ら
区
別
し
て
、
ま
さ
に
「
哲
学
」
（
愛
知
学
）
と
し
て

「
確
立
す
る
」
こ
と
】
を
、
一
挙
に
解
決
（
説
明
）
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
プ
ラ
ト
ン
は
、『
パ
イ
ド
ン
』
と
い
う
著
作
の
な
か
で
「
魂
の
不
死
」
を
説
明
す
る
前
に
、

わ
ざ
わ
ざ
次
の
よ
う
な
「
前
置
き
」
を
書
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
…
…
純
粋
な
美
そ
の
も
の
、
善
そ
の

、
、
、

も
の
、
大
そ
の
も
の
、
そ
の
他
、
す
べ
て
そ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
い
う
前
提
だ
。
君
が
こ
れ
を
認
め
、

こ
れ
ら
の
も
の
は
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
に
同
意
し
て
く
れ
る
な
ら
、
ぼ
く
は
そ
れ
ら
の
も
の
か
ら
出
発

し
て
、
か
の
原
因
を
見
つ
け
だ
し
、
魂
が
不
死
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
思
う
の
だ

が
。
…
…
」
（100b

）
と
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
イ
デ
ア
論
」
を
用
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
魂
の
不
死
」

を
「
証
明
（
説
明
）
」
し
た
あ
と
で
、
次
の
よ
う
な
極
め
て
大
事
な
言
葉
を
書
き
添
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
「
…
…
し
か
し
、
問
題
の
重
大
さ
、
人
間
の
無
力
さ
を
思
う
と
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
ら
に
つ

い
て
、
自
分
の
な
か
に
ま
だ
不
安
の
念
を
禁
じ
え
な
い
の
で
す
。
…
…
」
と
い
う
シ
リ
ア
ス
の
言
葉
を
受

け
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
「
…
…
し
か
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
の
だ
、
シ
リ
ア
ス
」
、
「
…
…
君
の
言
う

こ
と
が
正
し
い
の
は
、
あ
の
『
も
の
そ
の
も
の
』
が
実
在
す
る
と
い
う
第
一
前
提
に
つ
い
て
も
そ
う
な
の

だ
。
た
と
え
、
あ
の
前
提
が
君
た
ち
に
信
じ
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
で
も
な
お
、
も
っ
と
厳
密
な
探
究

が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」(107b

)

と
い
う
言
葉
に
な
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
三
つ
の
難
題
」
（
そ
れ
は
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
関
す
る
三
大

難
問
」
）
を
、
ま
さ
に
「
イ
デ
ア
論
」
と
い
う
も
の
を
「
採
用
（
導
入
）
」
し
て
説
明
し
た
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
プ
ラ
ト
ン
に
と
っ
て
、
そ
の
大
前
提
で
あ
る
「
イ
デ
ア
論
」
（
つ
ま
り
「
も

の
そ
の
も
の
」
が
実
在
す
る
と
い
う
考
え
方
）
に
間
違
い
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
三

つ
の
難
題
」
の
「
解
明
（
説
明
）
」
と
い
う
も
の
は
、
す
べ
て
足
元
か
ら
音
を
立
て
て
崩
れ
て
い
く
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
「
イ
デ
ア
論
」
を
大
前
提
と
し
て
、
ま
さ
に
『
饗
宴
』
『
パ

イ
ド
ン
』
『
国
家
』
『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
、
そ
の
他
を
書
き
上
げ
た
あ
と
で
、
非
常
に
不
安
に
な
っ
て
き
て
、

い
わ
ゆ
る
『
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
』
や
『
ソ
ピ
ス
テ
ス
』
、
さ
ら
に
は
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
と
い
う
著
作
の
な

か
で
、
そ
の
「
イ
デ
ア
論
」
と
い
う
も
の
を
徹
底
的
に
「
吟
味
（
検
討
）
」
し
直
し
て
み
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

六
、
中
期
か
ら
晩
年
ま
で
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さ
て
、
プ
ラ
ト
ン
に
と
っ
て
、
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
関
す
る
「
三
つ
の
難
題
」
が
解
明
で
き
得
た
と
こ
ろ

で
、
一
応
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
問
題
」
は
、
す
べ
て
終
了
し
た
こ
と
に
な
る
か
と
思
う
。
む
ろ
ん
、
プ
ラ
ト

ン
は
、
四
〇
歳
か
ら
六
〇
歳
ま
で
の
間
は
、
一
方
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ア
カ
デ
メ
イ
ア
」
（
学
園
）
を
開

校
し
て
、
若
い
人
た
ち
（
青
年
た
ち
）
に
「
数
学
的
諸
学
科
」
を
中
心
と
し
た
教
育
を
行
な
い
な
が
ら
、

一
方
で
は
、
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
関
す
る
「
三
つ
の
難
題
」
の
解
明
に
全
力
を
降
り
注
い
で
い
て
、
そ
れ
は
、

そ
そ

「
ソ
ク
ラ
テ
ス
自
身
の
最
大
の
関
心
事
」
（
そ
れ
は
「
正
義
や
善
美
」
）
と
と
も
に
、
そ
れ
以
上
に
遙
か

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

に
「
プ
ラ
ト
ン
自
身
の
最
大
の
問
題
」
で
あ
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
国
家
論
」
（
つ
ま
り
「
理
想
国
家
」
）

、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、

、
、
、

、
、
、
、

と
い
う
も
の
を
、
ま
さ
に
『
国
家
』
篇
の
な
か
で
大
々
的
に
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

そ
し
て
、
六
〇
歳
か
ら
八
〇
歳
ま
で
の
後
期
に
お
い
て
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
影
は
、
次
第
に
う
す
れ
て

い
く
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
、
も
う
仕
方
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
問
題
」

は
、
い
わ
ゆ
る
「
三
つ
の
難
題
」
が
「
解
明
（
説
明
）
」
で
き
得
た
と
こ
ろ
で
、
一
応
、
す
べ
て
終
了
し

て
い
る
の
で
あ
り
、
あ
と
は
、
プ
ラ
ト
ン
自
身
、
一
体
、
何
に
「
興
味
や
関
心
」
を
持
っ
た
か
に
か
か
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
―
―
そ
し
て
、
こ
こ
で
非
常
に
興
味
深
い
と
思
う
の
は
、
六
〇
代
に
な
っ
た
プ
ラ
ト

ン
が
、
実
際
の
「
政
治
」
へ
の
参
加
を
試
み
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
―
―
そ
れ
は
、
シ
ケ
リ
ア
島
の
政

治
に
対
し
て
、
「
…
…
人
は
、
法
や
国
制
に
関
し
て
自
分
が
考
え
た
と
こ
ろ
（
い
わ
ば
「
理
想
国
家
」
）

を
、
い
つ
か
は
実
現
さ
せ
る
べ
く
と
り
か
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
い
ま
こ
そ
と
り
か
か
る
べ
き

だ
と
い
う
ほ
う
に
、
い
わ
ば
天
秤
が
傾
い
た
わ
け
で
す
。
な
に
し
ろ
、
た
だ
一
人
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
説
得

で
き
さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ
で
万
事
、
善
く
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
す
か
ら
。
…
…
」
と
い
う
想、

よ

い
で
、
デ
ィ
オ
ン
や
そ
の
仲
間
た
ち
が
待
つ
シ
ケ
リ
ア
へ
と
渡
航
し
て
、
若
い
時
か
ら
の
希
望
で
あ
っ
た

、「
政
治
参
加
」
を
、
こ
の
時
期
に
行
な
お
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

＊

＊

一
方
、
後
期
著
作
と
し
て
は
、『
ソ
ピ
ス
テ
ス
』『
政
治
家
』『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』『
ク
リ
テ
ィ
ア
ス
』『
ピ

レ
ボ
ス
』
『
法
律
』
そ
の
他
等
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
プ
ラ
ト
ン
自
身
、
や
り
残
し
た
問
題
は
、
何
か
と

「
自
問
自
答
」
し
た
時
に
、
自
然
と
（
或
い
は
自
ず
と
）
プ
ラ
ト
ン
の
「
頭
の
中
」
に
浮
か
ん
で
き
た
も

の
で
あ
り
、
そ
の
一
つ
は
、
や
は
り
若
い
時
か
ら
の
最
大
の
関
心
事
で
あ
っ
た
「
政
治
（
国
家
）
等
に
関

す
る
問
題
」
に
最
終
的
に
決
着
を
つ
け
る
こ
と
。
次
に
、
「
イ
デ
ア
論
」
の
再
考
、
そ
し
て
、
も
う
一
つ

、
、

、
、

は
、
い
わ
ゆ
る
「
自
然
に
つ
い
て
の
問
題
」
に
関
す
る
こ
と
に
な
る
か
と
思
う
。

さ
て
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
ど
う
し
て
も
当
時
の
「
自
然
哲
学
」
と
対
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
な

ぜ
な
ら
、
当
時
の
「
自
然
哲
学
」
の
「
考
え
方
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
無
神
論
的
自
然
観
」
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
一
方
、
プ
ラ
ト
ン
の
「
宇
宙
論
」
は
、
最
も
善
き
存
在
で
あ
る
「
神
」
が
、
ま
さ
に
「
宇
宙
」
を

創
造
し
た
と
い
う
「
有
神
論
的
自
然
観
」
に
立
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
相
反
す
る

「
考
え
方
」
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
「
問
題
」
に
決
着
を
つ
け
な
け
れ
ば
、
死
ん
で
も
死
に
き
れ
な

か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
プ
ラ
ト
ン
は
、『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
や
『
法
律
』
編
な
ど
の
著
作
の
な
か
で
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
徹
底
的
に
「
解
明
（
説
明
）」
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
し
て
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
八
〇
歳
の
時
に
、
一
説
に
は
「
書
き
な
が
ら
死
ん
だ
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
、
非
常
に
興
味
深
い
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
と
い
う
の
も
、
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
一
生

涯
、
「
も
の
を
書
く
」
と
い
う
こ
と
を
行
な
わ
な
か
っ
た
人
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
そ
の
直
弟
子
プ
ラ

じ
き

ト
ン
は
と
言
え
ば
、
一
生
涯
、
「
も
の
を
書
き
続
け
る
」
こ
と
を
行
な
っ
た
人
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し

か
も
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
晩
年
の
幾
つ
か
の
著
作
を
除
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
主
人
公
（
或
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い
は
登
場
さ
せ
た
）
作
品
」
だ
け
で
押
し
通
し
続
け
、
そ
れ
以
外
の
「
作
品
」
は
、
ま
っ
た
く
書
か
な
か

っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
書
い
た
「
作
品
」
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
不
幸
に
し
て
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
、
プ
ラ
ト
ン
自
身
が
意
識
的
に
闇
に
葬
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
プ
ラ
ト
ン

は
、
何
年
も
何
十
年
も
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
に
な
り
き
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
晩
年
ま
で
（
と
敢
え
て

言
い
た
い
ほ
ど
）
、
そ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
と
「
一
心
同
体
」
と
な
っ
て
、
ま
さ
に
「
も
の
を
考

え
続
け
る
」（
つ
ま
り
「
真
理
探
究
」）
を
行
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

＊

＊
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ソ
ク
ラ
テ
ス
賛
美



- 33 -

ソ
ク
ラ
テ
ス
賛
美
に
つ
い
て

例
え
ば
、
プ
ラ
ト
ン
の
『
饗
宴
』
と
い
う
著
作
の
な
か
で
、
酒
に
酔
い
痴
れ
た
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
と
い

う
登
場
人
物
が
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
「
賞
賛
す
る
」（
つ
ま
り
誉
め
讃
え
る
）
と
い
う
場
面
が
出
て
来
る
が
、

そ
れ
は
、
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
と
い
う
歴
史
上
の
人
物
が
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と

も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
上
に
、
プ
ラ
ト
ン
自
身
が
、
恐
ら
く
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
物
か
ら
ま
さ

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
「
実
感
」
と
し
て
感
じ
て
い
た
こ
と
の
、
心
の
底
か
ら
の
「
吐
露
（
告
白
）
」
に
な
っ
て
い
る
か
と
思

、

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

、
、

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

う
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
部
分
を
少
し
長
く
は
な
る
が
、
引
用
し
て
み
た
い
と
思
う
。

、

＊

＊

と
こ
ろ
で
、
諸
君
、
僕
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
の

賞
賛

を
、
こ
う
い
う
仕
方
で
や
っ
て
み
よ
う
と
思
う
の
だ
。

し
ょ
う
さ
ん

そ
れ
は
、
比
喩
に
よ
る
方
法
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
人
は
、
自
分
を
も
の
笑
い
の
た
ね
に
す
る
た
め
だ
と

ひ

ゆ

と
る
に
違
い
な
い
が
、
じ
っ
さ
い
は
、
真
実
の
た
め
で
あ
っ
て
、
笑
う
た
め
の
も
の
で
は
な
い
の
だ
。

さ
て
、
ぼ
く
に
言
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
人
は
、
彫
像
屋
の
店
頭
に
置
か
れ
て
あ
る
あ
の
シ
レ
ノ
ス
の
像
に
、

ま
っ
た
く
よ
く
似
て
い
る
よ
。
そ
の
像
と
い
う
の
は
、
彫
刻
家
の
手
に
よ
っ
て
、
堅
笛
と
か
横
笛
を
も
っ

た
て
ぶ
え

た
姿
に
細
工
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
両
方
に
開
く
と
、
内
部
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
神
々
の
像
が

あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
も
の
だ
。（
中
略
）

と
こ
ろ
で
、
あ
な
た
が
彼
と
違
う
唯
一
の
点
は
、
同
じ
こ
と
を
す
る
の
に
、
楽
器
を
使
わ
ず
に
散
文
で

す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
と
も
か
く
、
ぼ
く
た
ち
の
経
験
を
言
え
ば
、
ほ
か
の
だ
れ
か
が
あ
な
た
と
違
う
話

を
す
る
ば
あ
い
に
は
、
た
と
え
大
雄
弁
家
の
口
か
ら
出
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
聞
く
ぼ
く
ら
は
、

だ
れ
一
人
気
に
も
と
め
な
い
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
よ
。
と
こ
ろ
が
、
あ
な
た
が
じ
か
に
話
し
た
り
、
あ

る
い
は
、
あ
な
た
の
話
を
ほ
か
の
人
が
語
っ
た
り
す
る
の
を
聞
く
ば
あ
い
に
は
、
そ
の
話
し
手
が
ひ
ど
く

下
手
で
あ
っ
て
も
、
ぼ
く
ら
は
み
な
、
男
女
年
齢
の
区
分
な
く
、
有
頂
天
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
に
魅

入
ら
れ
て
し
ま
う
の
だ
。（
中
略
）

じ
っ
さ
い
、
こ
の
人
の
話
を
聞
く
ご
と
に
、
僕
の
心
臓
は
、
あ
の
秘
儀
に
参
じ
る
熱
狂
的
な
コ
リ
ュ
バ

ン
テ
ス
よ
り
も
ず
っ
と
は
げ
し
い
動
悸
が
し
、
涙
が
流
れ
で
る
の
だ
。
そ
れ
は
ぼ
く
だ
け
で
な
く
、
こ
れ

ど

う

き

と
同
じ
経
験
を
し
た
人
を
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
、
ぼ
く
は
見
て
い
る
の
だ
。

と
こ
ろ
が
、
ペ
リ
ク
レ
ス
や
、
ほ
か
の
す
ぐ
れ
た
雄
弁
家
た
ち
の
話
を
聞
い
た
と
き
に
は
、
う
ま
い
こ

と
話
す
も
の
だ
と
は
思
っ
た
け
れ
ど
も
、
い
ま
言
っ
た
よ
う
な
目
に
は
、
す
こ
し
も
あ
わ
な
か
っ
た
。
ぼ

く
の
胸
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
か
き
乱
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
奴
隷
の
身
に
な
っ
た
よ
う
な
い
ら
だ

だ
し
い
気
持
に
な
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
い
る
マ
ル
シ
ュ
ア
ス
（
つ
ま
り
ソ
ク
ラ
テ

ス
）
か
ら
は
、
ぼ
く
は
、
い
ま
の
よ
う
な
あ
り
さ
ま
で
は
自
分
の
生
活
は
生
き
る
に
も
値
し
な
い
と
思
わ

れ
る
よ
う
な
気
持
に
、
し
ば
し
ば
つ
き
落
と
さ
れ
た
も
の
だ
。
（
中
略
）
、
ま
た
、
ぼ
く
は
、
数
あ
る
人

間
の
な
か
で
こ
の
人
に
だ
け
は
、
お
よ
そ
ぼ
く
の
心
に
あ
る
な
ん
て
だ
れ
一
人
と
し
て
思
う
ま
い
気
持
を
、

つ
ま
り
、
相
手
が
だ
れ
で
あ
れ
と
も
か
く
恥
じ
る
と
い
う
気
持
を
、
経
験
し
た
の
だ
。
こ
の
人
に
だ
け
は
、

、
、
、

ぼ
く
は
恥
じ
る
気
持
を
持
つ
の
だ
。（
中
略
）

そ
し
て
、
こ
の
人
が
、
ぼ
く
の
譬
え
た
と
こ
ろ
に
、
い
か
に
似
て
い
る
こ
と
か
、
ま
た
、
こ
の
人
の
う

た
と

ち
な
る
力
が
い
か
に
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
を
諸
君
に
聞
い
て
も
ら
い
た
い
。
こ
れ
は
、
よ
く

お
ぼ
え
て
お
い
て
欲
し
い
の
だ
が
、
君
ら
は
だ
れ
一
人
と
し
て
、
こ
の
人
が
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
す
ぞ
。

だ
か
ら
こ
の
ぼ
く
が
、
そ
れ
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
や
ろ
う
。
す
で
に
そ
の
仕
事
に
手
を
つ
け
た
ぼ
く
と
し

て
は
、
当
然
の
こ
と
だ
か
ら
ね
。
（
中
略
）
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い
い
か
ね
、
こ
の
人
に
は
、
だ
れ
そ
れ
が
美
し
い
な
ん
て
、
ぜ
ん
ぜ
ん
問
題
に
な
ら
な
い
の
だ
よ
。
ま

た
、
金
持
ち
で
あ
る
と
か
、
世
間
か
ら
も
て
は
や
さ
れ
る
よ
う
な
栄
誉
を
も
っ
て
い
る
な
ど
と
い
う
こ
と

も
同
じ
く
ね
。
か
え
っ
て
、
心
の
う
ち
で
は
、
だ
れ
一
人
思
っ
て
も
み
な
い
ほ
ど
軽
蔑
し
て
い
る
の
だ
。

け
い
べ
つ

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
持
ち
物
を
一
顧
の
価
値
も
な
い
も
の
と
見
な
し
、
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
を
な
き
に
も
等

し
い
つ
ま
ら
ぬ
者
と
考
え
て
い
る
の
だ
。
ぼ
く
は
あ
え
て
こ
う
言
う
。
か
く
て
彼
は
一
生
を
通
じ
、
人
々

に
向
か
っ
て
は
空
と
ぼ
け
、
ふ
ざ
け
て
い
る
の
だ
。

し
か
し
、
こ
の
人
が
ま
じ
め
に
な
り
、
そ
の

扉

が
開
か
れ
る
と
き
、
そ
の
内
部
の
群
像
を
見
た
者
が

と
び
ら

あ
る
か
ど
う
か
、
ぼ
く
は
知
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
の
ぼ
く
は
、
か
つ
て
、
そ
れ
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
像
が
世
に
も
神
々
し
く
、
金
色
燦
然
と
し
て
、
こ
の
世
の
も
の
な
ら
ず
美
し
く
、
た

こ
う
ご
う

こ
ん
じ
き
さ
ん
ぜ
ん

だ
た
だ
賛
嘆
に
値
す
る
も
の
と
映
じ
た
。
そ
し
て
要
す
る
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
命
じ
る
こ
と
な
ら
何
で
も

さ
ん
た
ん

し
た
が
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
わ
れ
た
。
…
…
（
『
饗
宴
』215b~217a

）

一
、
賛
美
の
理
由

さ
て
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
『
饗
宴
』
の
最
後
の
と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
賞
賛
す
る
」
よ
う

な
文
章
を
敢
え
て
つ
け
加
え
た
の
だ
ろ
う
か
？

む
ろ
ん
、
そ
れ
に
も
い
ろ
い
ろ
な
理
由
が
あ
っ
た
だ
ろ

う
が
、
そ
の
最
大
の
も
の
は
、
や
は
り
誰
よ
り
も
プ
ラ
ト
ン
自
身
が
骨
身
に
染
み
て
感
じ
て
い
た
、
ソ
ク

ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
底
知
れ
ぬ

真

の
「
凄
さ
」
と
い
う
も
の
を
、
何
と
か
説
明
し
た
か
っ
た
か
ら
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ほ
ん
と
う

す
ご

違
い
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
底
知
れ
ぬ

真

の
「
凄
さ
」
と
い
う
も
の
を
、

、
、
、
、

ほ
ん
と
う

す
ご

ど
う
し
た
ら
最
も
的
確
に
説
明
で
き
得
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
た
す
え
に
、
や
が
て
、
「
…
…
諸
君
、
ぼ
く

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、

は
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
賞
賛
を
、
こ
う
い
う
仕
方
で
や
っ
て
み
よ
う
と
思
う
の
だ
。
そ
れ
は
、
比
喩
に
よ
る
方

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

法
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
人
は
、
自
分
を
も
の
笑
い
の
た
ね
に
す
る
た
め
だ
と
と
る
に
違
い
な
い
が
、
じ

、
、
、
、

、

っ
さ
い
は
、
真
実
の
た
め
で
あ
っ
て
、
笑
う
た
め
の
も
の
で
は
な
い
の
だ
。
…
…
」
と
。

、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

次
に
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
に
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
と

い
う
こ
と
か
ら
話
し
始
め
る
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
…
…
さ
て
、
ぼ
く
に
言
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
人
は
、

彫
像
屋
の
店
頭
に
置
か
れ
て
あ
る
あ
の
シ
レ
ノ
ス
の
像
に
、
ま
っ
た
く
よ
く
似
て
い
る
よ
。
そ
の
像
と
い

う
の
は
、
彫
刻
家
の
手
に
よ
っ
て
、
堅
笛
と
か
横
笛
を
も
っ
た
姿
に
細
工
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を

た
て
ぶ
え

両
方
に
開
く
と
、
内
部
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
神
々
の
像
が
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
も
の
だ
。
…
…
」

さ
て
、
こ
こ
に
出
て
く
る
「
シ
レ
ノ
ス
」
と
い
う
の
は
、
「
…
…
山
野
の
精
で
、
そ
の
特
徴
は
、
馬
の

耳
を
持
ち
、
鼻
は
低
く
、
体
は
、
毛
む
く
じ
ゃ
ら
の
醜
い
老
人
だ
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
大
変

な
知
恵
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
な
か
な
か
外
に
現
わ
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。
早
く
か
ら
サ
テ
ュ
ロ
ス
と

と
も
に
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
の
従
者
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

プ
ラ
ト
ン
が
「
シ
レ
ノ
ス
の
像
」
と
い
う
例
を
挙
げ
た
の
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
容
貌
が
ま
さ

に
そ
れ
に
非
常
に
よ
く
似
て
い
た
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
「
内
部

に
あ
る
も
の
」（
そ
の
底
知
れ
ぬ

真

の
「
凄
さ
」）
と
い
う
も
の
を
、
ど
う
し
て
も
こ
こ
で
様
々
な
「
実

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、

ほ
ん
と
う

す
ご

例
」
と
と
も
に
説
明
し
て
お
き
た
か
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
と
い
う
の
も
、
プ
ラ
ト
ン
に
し
て
み
れ
ば
、

、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

確
か
に
数
多
く
の
人
た
ち
が
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
「
す
ぐ
れ
た
面
」
を
あ
れ
こ
れ
賞
賛
（
賛
美
）

し
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
「
内
部
に
あ
る
も
の
」（
そ
の
底
知
れ
ぬ

真
ほ
ん
と
う

の
「
凄
さ
」
）
と
い
う
も
の
を
、
ど
の
程
度
ま
で
（
つ
ま
り
そ
の
最
も
奥
深
く
に
あ
る
中
心
核
ま
で
）
徹

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、

す
ご

底
的
に
理
解
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
？

恐
ら
く
、
で
き
て
い
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
か
ら

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
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に
違
い
な
い
。

、
、
、
、
、

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
「
思
い
」
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
次
の
よ
う
な
言
葉
（
文
章
）
に
な
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「
…
…
し
か
し
ほ
か
の
点
で
も
、
こ
の
人
は
、
ぼ
く
の
譬
え
た
と
こ
ろ
に
、
い
か
に
似
て
い
る

た
と

こ
と
か
、
ま
た
、
こ
の
人
の
う
ち
な
る
力
が
い
か
に
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
を
諸
君
に
聞
い
て

も
ら
い
た
い
。
こ
れ
は
、
よ
く
お
ぼ
え
て
お
い
て
欲
し
い
の
だ
が
、
君
ら
は
だ
れ
一
人
と
し
て
、
こ
の
人

が
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
す
ぞ
。
だ
か
ら
こ
の
ぼ
く
が
、
そ
れ
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
や
ろ
う
。
す
で
に
そ

の
仕
事
に
手
を
つ
け
た
ぼ
く
と
し
て
は
、
当
然
の
こ
と
だ
か
ら
ね
。
…
…
」

二
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
理
解

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
、
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
の
「
言
葉
」
（
せ
り
ふ
）
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
し
か

し
、
実
際
の
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
と
い
う
歴
史
上
の
人
物
が
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
を
ど
の
程
度
理
解

し
て
い
た
か
と
問
え
ば
、
そ
れ
は
恐
ら
く
、
ご
く
一
般
的
な
理
解
に
留
ま
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、

表
面
的
に
は
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
の
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
賛
美
」
と
い
う
形
式
を
取
っ
て
は
い
る
が
、
し
か
し
、

実
際
は
、
プ
ラ
ト
ン
自
身
の
心
の
底
か
ら
の
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
賛
美
」
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
の
た
め
に
こ
そ
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
わ
ざ
わ
ざ
『
饗
宴
』
の
最
後
の
と
こ
ろ
で
様
々
な
実
例

と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
賛
美
」
を
書
き
加
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
こ
に
出
て
く
る
、
「
…
…
こ
れ
は
、
よ
く
お
ぼ
え
て
お
い
て
欲
し
い
の
だ
が
、
君
ら
は
だ

れ
一
人
と
し
て
、
こ
の
人
が
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
す
ぞ
。
だ
か
ら
こ
の
ぼ
く
が
、
そ
れ
を
は
っ
き
り
さ

せ
て
や
ろ
う
。
す
で
に
そ
の
仕
事
に
手
を
つ
け
た
ぼ
く
と
し
て
は
、
当
然
の
こ
と
だ
か
ら
ね
。
…
…
」
と

い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
、
プ
ラ
ト
ン
に
し
て
み
れ
ば
、
当
時
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
ま
わ
り
に
は
数
多
く
の

仲
間
た
ち
が
い
て
、
し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
物
の
「
す
ぐ
れ
た
面
」
を
あ
れ

こ
れ
理
解
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
自
分
以
上
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
を
徹
底
的
か
つ
そ

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
「
最
も
奥
深
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
中
心
核
」
ま
で
、
理
解
で
き
て
い
る
人
間
な
ど
誰
も
い
な
い
だ
ろ
う

、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
、
プ
ラ
ト
ン
自
身
は
、
密
か
に
自
負
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

そ
れ
で
は
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
ど
う
し
て
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
「
そ
の
最
も
奥
深
い
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
中
心
核
」
ま
で
辿
り
着
け
た
の
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
長
年

（
つ
ま
り
何
年
も
何
十
年
）
に
も
渡
っ
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
な
り
き
っ
て
、
そ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
内
的

世
界
」
（
特
に
そ
の
「
思
惟
界
」
）
を
徹
底
的
に
生
き
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
た
だ
単
に
外
か
ら

見
て
い
た
の
で
は
永
遠
に
分
か
ら
な
い
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
「
そ
の
最
も
奥
深
い
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
中
心
核
」
が
、
は
っ
き
り
と
見
え
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
当
時
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
を

尊
敬
し
て
い
た
人
た
ち
は
、
数
多
く
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
「
そ
の

最
も
奥
深
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
中
心
核
」
ま
で
は
っ
き
り
と
観
て
取
り
、
そ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間

の
底
知
れ
ぬ

真

の
「
凄
さ
」
と
い
う
も
の
を
、
心
の
底
か
ら
「
実
感
」
と
し
て
理
解
し
得
て
い
た
の
は
、

ほ
ん
と
う

す
ご

恐
ら
く
、
プ
ラ
ト
ン
一
人
だ
け
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
ほ
ど
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人

間
の
底
知
れ
ぬ

真

の
「
凄
さ
」
と
い
う
も
の
を
「
実
感
」
と
し
て
深
く
理
解
し
得
た
人
は
、
誰
も
い
な

ほ
ん
と
う

す
ご

か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
そ
れ
は
、
そ
れ
以
後
も
誰
も
い
な
い
と
言
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
。
）

逆
に
言
え
ば
、
も
し
、
プ
ラ
ト
ン
が
、
長
年
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
な
り
き
っ
て
、
そ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
内

的
世
界
」
（
特
に
そ
の
「
思
惟
界
」
）
を
、
わ
が
身
を
以
っ
て
、
徹
底
的
に
生
き
て
み
る
と
い
う
こ
と
を

行
な
わ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
恐
ら
く
、
プ
ラ
ト
ン
自
身
も
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
そ
の
奥
深
く
に
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あ
っ
た
「
凄
さ
」
と
い
う
も
の
を
ほ
ん
と
う
に
は
「
実
感
」
で
き
ず
に
、
ほ
か
の
仲
間
た
ち
程
度
の
理
解

す
ご

に
留
ま
っ
た
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
長
年
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
な
り
き
っ
て
、

そ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
内
的
世
界
」
（
特
に
そ
の
「
思
惟
界
」
）
を
徹
底
的
に
生
き
て
み
る
こ
と
に
よ
っ

て
こ
そ
、
初
め
て
、
プ
ラ
ト
ン
自
身
も
思
い
も
か
け
な
い
よ
う
な
感
じ
で
、
そ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人

間
の
「
最
も
奥
深
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
中
心
核
（
つ
ま
り
源
泉
）
」
が
、
は
っ
き
り
と
見
え
て
き
た
と
い

、
、
、

、
、
、
、
、

う
こ
と
で
あ
る
。

二
、
内
部
に
あ
っ
た
も
の

そ
し
て
、
引
用
文
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
行
く
。
そ
れ
は
、
「
…
…
こ
の
人
が
ま
じ
め
に
な
り
、
そ

の

扉

が
開
か
れ
る
時
、
そ
の
内
部
の
群
像
を
見
た
者
が
あ
る
か
ど
う
か
、
ぼ
く
は
知
ら
な
い
。
と
こ
ろ

と
び
ら

が
こ
の
ぼ
く
は
、
か
つ
て
、
そ
れ
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
像
が
世
に
も
神
々
し
く
、

こ
う
ご
う

金
色
燦
然
と
し
て
、
こ
の
世
の
も
の
な
ら
ず
美
し
く
、
た
だ
た
だ
賛
嘆
に
値
す
る
も
の
と
映
じ
た
」。

こ
ん
じ
き
さ
ん
ぜ
ん

さ
ん
た
ん

＊

＊

そ
れ
で
は
、
そ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
「
内
部
に
あ
っ
た
も
の
」
（
…
…
そ
れ
ら
の
像
が
世
に

も
神
々
し
く
、
金
色
燦
然
と
し
て
、
こ
の
世
の
も
の
な
ら
ず
美
し
く
、
た
だ
た
だ
賛
嘆
に
値
す
る
も
の
と

こ
う
ご
う

こ
ん
じ
き
さ
ん
ぜ
ん

さ
ん
た
ん

映
じ
た
も
の
）
と
は
、
一
体
、
何
か
と
問
え
ば
、
そ
れ
は
、
ま
さ
に
「
…
…
思
慮
、
節
制
、
勇
気
、
正
義
、

そ
の
他
」
の
、
い
わ
ゆ
る
「
徳
」
（
優
れ
た
も
の
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思
う
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
「
徳
」
の
実
例
と
し
て
、
例
え
ば
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
、
ポ
テ
イ
ダ
イ
ア
に
出
陣
し
た

時
に
、
「
…
…
困
苦
に
立
ち
む
か
う
点
に
つ
い
て
、
こ
の
人
は
、
ほ
か
の
だ
れ
よ
り
も
た
ち
ま
さ
っ
て
い

た
こ
と
や
、
冬
の
寒
さ
に
耐
え
る
強
さ
と
い
う
点
で
も
、
驚
嘆
す
べ
き
数
々
の
ふ
る
ま
い
を
し
た
と
い
う

こ
と
」
な
ど
を
初
め
と
し
て
、
そ
の
時
の
出
征
中
に
、
「
…
…
あ
る
と
き
、
彼
は
思
索
に
ふ
け
り
、
朝
早

く
か
ら
同
じ
と
こ
ろ
に
立
ち
つ
づ
け
、
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
翌
朝
の
太
陽
が
あ
が
る
ま
で
、
思
索
に
ふ
け
っ

て
立
ち
つ
づ
け
て
い
た
こ
と
」
や
、
ま
た
、
戦
闘
中
に
、
「
…
…
傷
つ
い
た
ぼ
く
を
見
す
て
よ
う
と
は
せ

ず
、
手
を
か
し
て
く
れ
、
ぼ
く
を
ぼ
く
の
武
器
と
と
も
に
無
事
救
い
だ
し
て
く
れ
た
こ
と
…
…
」
。
さ
ら

に
、
ア
テ
ナ
イ
軍
が
、
デ
リ
オ
ン
か
ら
退
却
す
る
時
に
、
「
…
…
そ
の
自
若
さ
に
お
い
て
、
こ
の
人
が
い

じ
じ
ゃ
く

か
に
ラ
ケ
ス
に
た
ち
ま
さ
っ
て
い
た
こ
と
か
、
そ
し
て
《
肩
を
怒
ら
し
闊
歩
し
て
、
横
目
で
ぎ
ょ
ろ
り
ぎ

か

っ

ぽ

ょ
ろ
り
見
な
が
ら
》
、
落
ち
着
い
て
あ
た
り
の
敵
味
方
を
見
ま
わ
し
見
ま
わ
し
、
人
々
の
あ
い
だ
を
す
す

ん
で
行
っ
た
た
め
に
、
こ
の
人
も
、
そ
の
戦
友
も
、
戦
場
か
ら
無
事
に
離
脱
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
」
な

ど
、
実
に
い
ろ
い
ろ
な
実
例
を
挙
げ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

三
、
演
説
形
式

そ
れ
は
、
つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
自
身
、
ど
う
し
て
も
様
々
な
「
実
例
」
と
と
も
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い

、
、

う
人
間
の
底
知
れ
ぬ

真

の
「
凄
さ
」
と
い
う
も
の
を
是
非
と
も
書
き
残
し
て
お
き
た
か
っ
た
か
ら
に
違

ほ
ん
と
う

す
ご

い
な
い
。
し
か
し
、
一
体
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
し
て
書
い
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
？

と
い
う
の
も
、

プ
ラ
ト
ン
の
「
著
書
」
の
書
き
方
と
い
う
の
は
、
そ
の
初
期
作
品
で
は
、
ほ
と
ん
ど
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
対
話

相
手
と
の
「
一
問
一
答
」
の
「
対
話
（
吟
味
）
形
式
」
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
記
述
で
は
、

い
わ
ゆ
る
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
賞
賛
」
を
書
く
と
い
う
こ
と
は
、
で
き
に
く
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
『
饗
宴
』

と
い
う
一
人
ひ
と
り
に
「
エ
ロ
ス
」
を
賞
賛
す
る
「
演
説
」
を
さ
せ
る
と
い
う
形
式
の
そ
の
流
れ
の
な
か
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で
、
自
然
と
無
理
な
く
最
後
の
と
こ
ろ
で
、
今
度
は
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
賞
賛
」
と
い
う
も
の
を
ま
と
め

て
書
き
残
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
に
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
賞
賛
」
を
さ

せ
た
の
か
？

ほ
か
の
人
で
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
。
或
い
は
、
プ
ラ
ト
ン
自
身
が
「
ソ
ク
ラ
テ

ス
の
賞
賛
」
を
行
な
っ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
か
も
知
れ
な
い
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
「
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
」
な
の
か
？

そ
の
最
大
の
理
由
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ

と
で
は
な
い
か
と
思
う
。
つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
の
「
頭
の
中
」
（
或
い
は
「
心
の
中
」
）
に
あ
っ
た
思
い

、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、

、
、
、

、
、
、

、
、
、
、
、
、

と
い
う
の
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
物
は
、
た
だ
単
に
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
（
つ
ま
り
「
哲
学
的

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

、
、

、
、

、
、

、
、
、

、
、
、

問
答
法
」
）
に
お
い
て
真
に
優
れ
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
実
は
、
実
際
の
行
動
に
お
い
て
も
極
め
て
優

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

れ
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
証
拠
と
し
て
様
々
な
「
実
例
」
を
ぜ
ひ
と
も
こ
こ
で
書
き
残
し
て
お
き
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
様
々
な
「
実
例
」
と
直
接
深
く
関
わ
っ
て
い
る
「
生
き
証

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、

、
、
、

人
」
と
し
て
は
、
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
と
い
う
人
物
が
、
ま
さ
に
「
最
適
な
人
物
」
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、

、

、
、
、
、
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
性
的
誘
惑
」
に
対
す
る
堅
固
さ
の
実
例
と
し
て
も
、
当
時
、
ア
テ
ナ
イ
随
一
の
「
容
姿

・
容
貌
」
を
誇
っ
て
い
た
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
の
「
性
的
誘
惑
」
さ
え
も
容
易
に
退
け
た
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
点
で
も
「
最
適
な
人
物
」
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

四
、
内
的
成
長
（
成
熟
）

そ
れ
で
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
し
て
、
そ
う
い
う
様
々
な
「
徳
」
（
「
思
慮
、
節
制
、
勇
気
、
正
義
、
そ

の
他
」
）
な
ど
を
持
っ
た
人
間
た
ら
し
め
て
い
た
「
最
も
根
源
的
な
根
拠
（
原
因
）
」
（
つ
ま
り
ソ
ク
ラ
テ

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、

ス
の
最
も
奥
深
く
に
あ
っ
た
中
心
核
《
源
泉
》
）
と
は
、
一
体
、
何
か
と
問
え
ば
、
そ
れ
こ
そ
、
ま
さ
に

ソ
ク
ラ
テ
ス
自
身
も
ま
っ
た
く
自
覚
で
き
な
い
心
の
最
も
奥
深
い
「
無
意
識
の
世
界
」
に
内
在
し
て
い
た

で
あ
ろ
う
「
母
体
の
よ
う
な
も
の
」
（
内
に
「
善
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
」
を
宿
す
）
（
そ
れ
を
敢
え
て
言
え
ば
、
「
内

な
る
神
」
）
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
場
合
に
は
、
そ
れ
に
全
面
的
に
支
配
さ
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
―
―
そ
れ
は
、
真
に
「
内
的
成
長
（
成
熟
）
」
を
遂
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
初

め
て
「
心
の
眼
」
が
開
け
る
と
同
時
に
、
人
間
や
様
々
な
物
事
の
「
本
質
、
真
実
、
真
理
、
源
泉
、
そ
の

他
」
な
ど
を
ど
こ
ま
で
も
深
く
厳
密
に
探
求
で
き
得
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
本
能

に
深
く
根
ざ
し
た
「
価
値
観
や
道
徳
観
」
か
ら
、
よ
り
開
か
れ
た
「
価
値
観
や
道
徳
観
」
へ
と
移
行
す
る

こ
と
に
な
る
と
と
も
に
、
真
に
「
叡
知
」
が
働
き
始
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
事
の
「
真
偽
、
善
悪
、
美

醜
、
価
値
」
判
断
等
も
ど
こ
ま
で
も
厳
密
に
で
き
得
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
言
論
」
と
い
う
の
は
、
ほ
か
の
知
識
人
た
ち
と
は
ま
っ
た
く
違

っ
て
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
…
…
じ
っ
さ
い
、
こ
の
人
の
話
を
聞
く
ご
と

に
、
ぼ
く
の
心
臓
は
、
あ
の
秘
儀
に
参
じ
る
熱
狂
的
な
コ
リ
ュ
バ
ン
テ
ス
よ
り
も
ず
っ
と
は
げ
し
い
動
悸

ど

う

き

が
し
、
涙
が
流
れ
で
る
の
だ
。
そ
れ
は
ぼ
く
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
と
同
じ
経
験
を
し
た
人
を
、
ほ
か
に
も

た
く
さ
ん
、
ぼ
く
は
見
て
い
る
の
だ
。

と
こ
ろ
が
、
ペ
リ
ク
レ
ス
や
、
ほ
か
の
す
ぐ
れ
た
雄
弁
家
た
ち
の
話
を
聞
い
た
と
き
に
は
、
う
ま
い
こ

と
話
す
も
の
だ
と
は
思
っ
た
け
れ
ど
も
、
い
ま
言
っ
た
よ
う
な
目
に
は
、
す
こ
し
も
あ
わ
な
か
っ
た
。
ぼ

く
の
胸
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
か
き
乱
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
奴
隷
の
身
に
な
っ
た
よ
う
な
い
ら
だ

た
し
い
気
持
に
な
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
い
る
マ
ル
シ
ュ
ア
ス
（
つ
ま
り
ソ
ク
ラ
テ

ス
）
か
ら
は
、
ぼ
く
は
、
い
ま
の
よ
う
な
あ
り
さ
ま
で
は
自
分
の
生
活
は
生
き
る
に
も
値
し
な
い
と
思
わ

れ
る
よ
う
な
気
持
に
、
し
ば
し
ば
つ
き
落
と
さ
れ
た
も
の
だ
。
（
中
略
）
、
ま
た
、
ぼ
く
は
、
数
あ
る
人
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間
の
な
か
で
こ
の
人
に
だ
け
は
、
お
よ
そ
ぼ
く
の
心
に
あ
る
な
ん
て
だ
れ
一
人
と
し
て
思
う
ま
い
気
持
を
、

つ
ま
り
、
相
手
が
だ
れ
で
あ
れ
と
も
か
く
恥
じ
る
と
い
う
気
持
を
、
経
験
し
た
の
だ
。
こ
の
人
に
だ
け
は
、

、
、
、

ぼ
く
は
恥
じ
る
気
持
を
持
つ
の
だ
。
…
…
」（
『
饗
宴
』215e~216b

）

＊

＊

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
「
内
的
経
験
」
こ
そ
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
恐
ら
く
、

、
、
、
、

シ
ャ
カ
、
孔
子
、
そ
し
て
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
な
ど
と
直
接
、
親
し
く
交
わ
っ
た
人
た
ち
（
例
え
ば
弟、

子
た
ち
）
の
、
共
通
し
た
「
内
的
経
験
」
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、
何
か
が
違
う
。
た
と
え
同
じ

、
、
、

、
、
、
、

、
、
、

、
、
、
、
、

よ
う
な
内
容
の
話
を
ほ
か
の
知
識
人
た
ち
か
ら
聞
い
て
も
、
「
…
…
な
る
ほ
ど
、
う
ま
い
こ
と
話
す
も
の

だ
と
は
思
う
け
れ
ど
も
、
い
ま
言
っ
た
よ
う
な
目
に
は
、
す
こ
し
も
あ
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
一
方
、
こ

の
人
の
話
を
聞
く
ご
と
に
、
あ
の
秘
儀
に
参
じ
る
熱
狂
的
な
コ
リ
ュ
バ
ン
テ
ス
よ
り
も
ず
っ
と
は
げ
し
い

動
悸
が
し
、
涙
が
流
れ
で
る
の
だ
。
そ
れ
は
ぼ
く
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
と
同
じ
経
験
を
し
た
人
を
、
ほ
か

ど

う

き

に
も
た
く
さ
ん
、
ぼ
く
は
見
て
い
る
の
だ
。
…
…
」
と
。

そ
れ
で
は
、
一
体
、
ど
こ
が
ど
の
よ
う
に
違
う
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
？

そ
れ
は
、
真
に
「
内
的
成
長

、
、
、

、
、

、
、
、
、

（
成
熟
）
」
を
遂
げ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
心
の
眼
」
が
開
け
て
は
、
真
に
「
叡
知
」
が
働
い
て
い
る
人
間
か

、
、

、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、

、
、
、
、
、

、
、

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

ら
生
じ
て
来
る
「
言
葉
」
と
、
未
だ
真
に
「
内
的
成
長
（
成
熟
）
」
を
遂
げ
て
い
な
い
人
た
ち
か
ら
生
じ

、
、
、
、
、
、

、
、

、

、
、
、
、

、
、
、
、

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

て
来
る
「
言
葉
」
と
の
決
定
的
な
違
い
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
シ
ャ
カ
、
孔
子
、
そ
し
て
、

、
、
、

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
言
っ
た
人
た
ち
は
、
わ
れ
わ
れ
人
間
の
な
か
に
あ
る
「
欲
望
的
部
分
、
気
概
（
激

情
）
的
部
分
、
そ
れ
に
理
知
的
部
分
」
の
な
か
で
も
、
そ
の
人
た
ち
の
「
理
知
的
部
分
」
に
全
面
的
に
支

配
さ
れ
て
い
た
人
た
ち
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
は
、
ま
さ
に
「
理
知
的
部
分
」

（
そ
れ
は
「
知
性
＋
理
性
＋
母
体
の
よ
う
な
も
の
」
）
に
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
て
、
そ
れ
に
ど
っ
ぷ
り
と

身
を
ま
か
せ
て
は
、
何
よ
り
も
「
真
善
美
」
を
愛
し
求
め
て
や
ま
な
い
よ
う
な
「
魂
」
（
精
神
状
態
）
に

な
っ
て
い
た
と
と
も
に
、
本
能
に
深
く
根
ざ
し
た
「
価
値
観
や
道
徳
観
」
か
ら
、
よ
り
開
か
れ
た
「
価
値

観
や
道
徳
観
」
へ
と
移
行
し
て
は
、
そ
の
「
成
熟
的
な
道
徳
観
」
を
、
ま
さ
に
徹
底
的
に
「
実
践
し
得
た

人
」
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

五
、
結
び

最
後
に
、
も
う
一
度
、
再
確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
う
が
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
ど
う
し
て
も
ソ
ク
ラ
テ
ス

と
い
う
人
間
の
底
知
れ
ぬ

真

の
「
凄
さ
」
と
い
う
も
の
を
、
何
と
か
説
明
し
た
い
と
思
い
、
や
が
て
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ほ
ん
と
う

す
ご

「
…
…
と
こ
ろ
で
、
諸
君
、
ぼ
く
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
の

賞
賛

を
、
こ
う
い
う
仕
方
で
や
っ
て
み
よ
う
と
思

し
ょ
う
さ
ん

う
の
だ
。
そ
れ
は
、
比
喩
に
よ
る
方
法
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
人
は
、
自
分
を
も
の
笑
い
の
種
に
す
る
た

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

め
だ
と
と
る
に
違
い
な
い
が
、
じ
っ
さ
い
は
、
真
実
の
た
め
で
あ
っ
て
、
笑
う
た
め
の
も
の
で
は
な
い
の

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

だ
。」
と
い
う
こ
と
か
ら
書
き
始
め
る
わ
け
で
あ
る
。

、
つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
が
こ
こ
で
特
に
言
い
た
か
っ
た
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
が
現
に
生
き
て
い
た
、
そ
の
当
時
か
ら
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
は
、
い
ろ
い
ろ
と
誤
解
さ

れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
人
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
外
か
ら
見
た
「
表
面
的
な
ソ

ク
ラ
テ
ス
像
」
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
は
、
決
し
て
、
真
の
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
」
な
ど
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、

そ
の
奧
に
隠
さ
れ
て
い
る
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
」
こ
そ
は
、
ま
さ
に
正
真
正
銘
の
「
真
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
」

で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
を
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
わ
か
り
や
す
く
、
ま
さ
に
「
シ
レ
ノ
ス
の
像
」（
つ
ま
り
「
比

喩
に
よ
る
方
法
」）
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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そ
し
て
、
表
面
的
に
は
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
の
「
告
白
」
と
い
う
形
を
取
っ
て
は
い
る
が
、
し
か
し
、
実

際
は
、
プ
ラ
ト
ン
自
身
が
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
物
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
の
心
の
底
か
ら
の
「
告、

白
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
う
一
度
、
最
初
の
引
用
文
を
、
一
字
一
句
、
丁
寧
に

、読
ん
で
も
ら
え
れ
ば
、
プ
ラ
ト
ン
自
身
の
心
の
底
か
ら
の
「
告
白
」
（
敢
え
て
「
肉
声
」
）
を
は
っ
き
り

、
、

、
、
、
、

と
聴
く
こ
と
が
で
き
得
る
だ
ろ
う
と
思
う
。

、

＊

＊
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歴
史
上
の
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
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歴
史
上
の
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
に
つ
い
て

さ
て
、
歴
史
上
の
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
が
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
人
物
で
あ
っ
た
か
は
な
か
な
か
わ
か
り

に
く
い
問
題
で
は
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
す
こ
し
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

ま
ず
、
今
日
の
専
門
家
の
多
く
の
人
た
ち
は
、
実
際
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
物
は
、
例
え
ば
、
ク
セ

ノ
フ
ォ
ン
の
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
思
い
出
』
と
い
う
著
作
の
な
か
に
出
て
く
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
こ
そ
は
、
ま
さ

に
実
際
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
近
い
も
の
で
あ
っ
て
、
一
方
、
プ
ラ
ト
ン
の
「
様
々
な
著
作
」
の
な
か
に
出
て

く
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
物
は
、
む
し
ろ
プ
ラ
ト
ン
に
よ
っ
て
か
な
り
「
理
想
化
さ
れ
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
」

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
今
日
の
一
般
的
な
認
識
に
な
っ
て
い
る
か
と
思
う
。

つ
ま
り
、
実
際
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
物
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
の
著
作
」
の
な
か
に
出

て
く
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
プ
ラ
ト
ン
に
よ
っ
て
可
能
な
限
り
「
理
想
化
さ
れ
て
し

ま
っ
た
」
と
い
う
「
考
え
方
」
で
あ
る
。
こ
の
「
考
え
方
」
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
様
々
な
「
証

拠
や
根
拠
」
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
―
―
例
え
ば
、
プ
ラ
ト
ン
の
『
第
二
書
簡
』
の
な
か
に
出
て
く
る
、

「
…
…
そ
し
て
今
日
プ
ラ
ト
ン
の
作
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、
理
想
化
さ
れ
若
返
ら
さ
れ
た
ソ
ク
ラ
テ

わ
か
が
え

ス
の
も
の
に
、
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
の
も
、
あ
る
い
は
そ
の
一
つ
に
な
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

そ
れ
で
は
、
プ
ラ
ト
ン
自
身
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
物
を
、
一
体
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
見
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
？

つ
ま
り
、
今
日
の
専
門
家
の
多
く
の
人
た
ち
が
考
え
る
よ
う
に
、
実
際
の
ソ
ク
ラ
テ
ス

と
い
う
の
は
、
例
え
ば
、
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
の
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
思
い
出
』
と
い
う
著
作
の
な
か
に
出
て
く

る
よ
う
な
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
近
い
も
の
と
考
え
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
ま
っ
た
く
逆
に
、
実
際
の
ソ
ク

ラ
テ
ス
と
い
う
の
は
、
む
し
ろ
、
底
知
れ
な
い
ほ
ど
の
凄
い
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
た
の
か
、
そ
の

ど
ち
ら
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思
う
。

こ
の
「
問
題
」
の
答
え
は
、
例
え
ば
、
プ
ラ
ト
ン
の
『
饗
宴
』
と
い
う
著
作
の
な
か
に
は
っ
き
り
と
「
記

述
（
明
記
）
」
さ
れ
て
い
る
か
と
思
う
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
の

『
饗
宴
』
と
い
う
著
作
は
、
今
ま
で
の
「
対
話
形
式
」
の
記
述
方
法
と
は
少
し
違
っ
て
、
む
し
ろ
祝
宴
に

出
席
し
た
人
た
ち
が
順
番
に
「
エ
ロ
ス
を
讃
え
る
演
説
」
を
行
な
う
と
い
う
「
記
述
形
式
」
に
な
っ
て
い

る
か
と
思
う
。
そ
れ
で
は
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
「
記
述
形
式
」
を
採
用
し
た
の
だ
ろ
う

か
？

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
に
も
い
ろ
い
ろ
な
理
由
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
プ
ラ
ト
ン

は
、
前
々
か
ら
ど
う
し
て
も
「
実
際
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
と
い
う
も
の
を
「
様
々
な
実
例
」
と
と
も
に
ま
と

め
て
書
き
残
し
て
お
き
た
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
ま
で
の
「
一
問
一
答
の
対
話
形
式
」
の
記
述
で
は
、
そ

れ
は
、
で
き
に
く
い
。
そ
こ
で
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
祝
宴
に
出
席
し
た
人
た
ち
が
順
番
に
「
エ
ロ
ス
を
讃
え

る
演
説
」
を
行
な
う
と
い
う
「
記
述
形
式
」
の
流
れ
の
な
か
で
、
つ
ま
り
、
で
き
る
だ
け
自
然
で
無
理
の

な
い
流
れ
の
な
か
で
、
前
々
か
ら
書
き
た
か
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
賛
美
」
と
い
う
も
の
を
最

後
の
と
こ
ろ
で
ま
と
め
て
書
き
残
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
の
『
饗
宴
』
と
い
う
著
作
は
、
基
本
的
に
は
祝
宴
に
出
席
し
た
人
た
ち
が
順
番
に

「
エ
ロ
ス
を
讃
え
る
演
説
」
を
行
な
う
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
最
後
の
と
こ
ろ
に
出

て
来
る
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
賛
美
」
と
い
う
も
の
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
い
わ
ば
「
お
ま
け
（
付
け
足
し
）
」

的
な
印
象
が
強
く
、
『
饗
宴
』
と
い
う
著
作
の
な
か
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
も
の
で
は
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
、
大
変
な
間
違
い
で
あ
り
、
プ
ラ
ト
ン
自
身
は
、
む
し

ろ
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
演
説
部
分
」
（
つ
ま
り
「
美
の
イ
デ
ア
」
の
記
述
部
分
）
と
、
も
う
一
つ
は
、
「
ソ

ク
ラ
テ
ス
賛
美
」
の
部
分
、
こ
の
「
二
つ
の
部
分
」
こ
そ
は
、
ど
う
し
て
も
（
或
い
は
何
が
何
で
も
）
書
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き
残
し
て
お
き
た
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
い
わ
ゆ
る
『
饗
宴
』
と
い
う
著
作
は
、
ま
さ
に
書
か
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
、
そ
う
い
う
「
考
え
方
」
に
な
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
賛
美
」
と
い
う
の
は
、
表
面
的
に
は
酒
に
酔
っ
た
「
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
と
い

う
登
場
人
物
の
告
白
」
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
は
い
る
が
、
実
際
は
、
そ
う
で
は
な
く
、
プ
ラ
ト
ン
が
「
実

際
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
物
」
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
と
い
う
、
そ
の
プ
ラ
ト
ン
自
身
の
「
心
の

底
か
ら
の
告
白
」
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
こ
そ
は
、
最
も
大
事
な
要
点
な
の
で
あ
る
。

、
、＊

＊

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
そ
う
だ
と
は
っ
き
り
と
断
言
で
き
る
の
か
？

そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
引
用
文
か

、
、

ら
も
は
っ
き
り
と
わ
か
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
…
…
と
こ
ろ
で
、
諸
君
、
僕
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
の

賞
賛

し
ょ
う
さ
ん

を
、
こ
う
い
う
仕
方
で
や
っ
て
み
よ
う
と
思
う
の
だ
。
そ
れ
は
、
比
喩
に
よ
る
方
法
で
あ
る
。
だ
が
、
こ

ひ

ゆ

の
人
は
、
自
分
を
も
の
笑
い
の
た
ね
に
す
る
た
め
だ
と
と
る
に
ち
が
い
な
い
が
、
じ
っ
さ
い
は
、
真
実
の

た
め
で
あ
っ
て
、
笑
う
た
め
の
も
の
で
は
な
い
の
だ
。

さ
て
、
ぼ
く
に
言
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
人
は
、
彫
像
屋
の
店
頭
に
置
か
れ
て
あ
る
あ
の
シ
レ
ノ
ス
の
像
に
、

ま
っ
た
く
よ
く
似
て
い
る
よ
。
そ
の
像
と
い
う
の
は
、
彫
刻
家
の
手
に
よ
っ
て
、
堅
笛
と
か
横
笛
を
も
っ

た
て
ぶ
え

た
姿
に
細
工
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
両
方
に
開
く
と
、
内
部
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
神
々
の
像
が

あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
も
の
だ
。（
中
略
）

と
こ
ろ
で
、
あ
な
た
が
彼
と
違
う
唯
一
の
点
は
、
同
じ
こ
と
を
す
る
の
に
、
楽
器
を
使
わ
ず
に
散
文
で

す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
と
も
か
く
、
ぼ
く
た
ち
の
経
験
を
言
え
ば
、
ほ
か
の
だ
れ
か
が
あ
な
た
と
違
う
話

を
す
る
ば
あ
い
に
は
、
た
と
え
大
雄
弁
家
の
口
か
ら
出
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
聞
く
ぼ
く
ら
は
、

だ
れ
一
人
気
に
も
と
め
な
い
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
よ
。
と
こ
ろ
が
、
あ
な
た
が
じ
か
に
話
し
た
り
、
あ

る
い
は
、
あ
な
た
の
話
を
ほ
か
の
人
が
語
っ
た
り
す
る
の
を
聞
く
ば
あ
い
に
は
、
そ
の
話
し
手
が
ひ
ど
く

下
手
で
あ
っ
て
も
、
ぼ
く
ら
は
み
な
、
男
女
年
齢
の
区
分
な
く
、
有
頂
天
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
に
魅

入
ら
れ
て
し
ま
う
の
だ
。（
中
略
）

じ
っ
さ
い
、
こ
の
人
の
話
を
聞
く
ご
と
に
、
僕
の
心
臓
は
、
あ
の
秘
儀
に
参
じ
る
熱
狂
的
な
コ
リ
ュ
バ

ン
テ
ス
よ
り
も
ず
っ
と
は
げ
し
い
動
悸
が
し
、
涙
が
流
れ
で
る
の
だ
。
そ
れ
は
ぼ
く
だ
け
で
な
く
、
こ
れ

ど

う

き

と
同
じ
経
験
を
し
た
人
を
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
、
ぼ
く
は
見
て
い
る
の
だ
。

と
こ
ろ
が
、
ペ
リ
ク
レ
ス
や
、
ほ
か
の
す
ぐ
れ
た
雄
弁
家
た
ち
の
話
を
聞
い
た
と
き
に
は
、
う
ま
い
こ

と
話
す
も
の
だ
と
は
思
っ
た
け
れ
ど
も
、
い
ま
言
っ
た
よ
う
な
目
に
は
、
す
こ
し
も
あ
わ
な
か
っ
た
。
ぼ

く
の
胸
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
か
き
乱
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
奴
隷
の
身
に
な
っ
た
よ
う
な
い
ら
だ

だ
し
い
気
持
に
な
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
い
る
マ
ル
シ
ュ
ア
ス
（
つ
ま
り
ソ
ク
ラ
テ

ス
）
か
ら
は
、
ぼ
く
は
、
い
ま
の
よ
う
な
あ
り
さ
ま
で
は
自
分
の
生
活
は
生
き
る
に
も
値
し
な
い
と
思
わ

れ
る
よ
う
な
気
持
に
、
し
ば
し
ば
つ
き
落
と
さ
れ
た
も
の
だ
。（
中
略
）

し
か
も
、
ほ
か
の
点
で
も
、
こ
の
人
は
、
ぼ
く
の
譬
え
た
と
こ
ろ
に
、
い
か
に
似
て
い
る
こ
と
か
、
ま

た
と

た
、
こ
の
人
の
う
ち
な
る
力
が
い
か
に
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
を
諸
君
に
聞
い
て
も
ら
い
た
い
。

こ
れ
は
、
よ
く
お
ぼ
え
て
お
い
て
欲
し
い
の
だ
が
、
君
ら
は
だ
れ
一
人
と
し
て
、
こ
の
人
が
わ
か
っ
て
い

な
い
の
で
す
ぞ
。
だ
か
ら
こ
の
ぼ
く
が
、
そ
れ
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
や
ろ
う
。
す
で
に
そ
の
仕
事
に
手
を

つ
け
た
ぼ
く
と
し
て
は
、
当
然
の
こ
と
だ
か
ら
ね
。

す
な
わ
ち
、
諸
君
が
外
か
ら
見
た
と
こ
ろ
で
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
美
し
い
人
に
接
す
る
と
、
ま
ず
間
違

い
な
く
恋
し
て
し
ま
い
、
四
六
時
中
そ
う
い
う
人
た
ち
の
こ
と
に
心
を
傾
け
、
夢
中
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
万
事
に
つ
け
て
無
知
で
あ
っ
て
、
な
に
ひ
と
つ
知
っ
て
は
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
彼
の
外
形
こ
そ
は
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シ
レ
ノ
ス
的
と
い
う
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
大
い
に
そ
う
だ
と
も
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
人
の
ま
と
っ
て

い
る
そ
う
い
う
外
形
は
、
た
だ
外
側
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
で
は
刻
ま
れ
た
シ
レ
ノ
ス
と
同
じ

き
ざ

よ
う
な
も
の
な
の
だ
か
ら
。
と
こ
ろ
が
内
部
は
、
ど
う
か
。
そ
れ
が
開
か
れ
た
と
き
、
そ
こ
に
は
ど
れ
ほ

ど
の
思
慮
が
み
ち
溢
れ
て
い
る
こ
と
か
。

あ
ふ

い
い
か
ね
、
こ
の
人
に
は
、
だ
れ
そ
れ
が
美
し
い
な
ん
て
、
ぜ
ん
ぜ
ん
問
題
に
な
ら
な
い
の
だ
よ
。
ま

た
、
金
持
ち
で
あ
る
と
か
、
世
間
か
ら
も
て
は
や
さ
れ
る
よ
う
な
栄
誉
を
も
っ
て
い
る
な
ど
と
い
う
こ
と

も
同
じ
く
ね
。
か
え
っ
て
、
心
の
う
ち
で
は
、
だ
れ
一
人
思
っ
て
も
み
な
い
ほ
ど
軽
蔑
し
て
い
る
の
だ
。

け
い
べ
つ

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
持
ち
物
を
一
顧
の
価
値
も
な
い
も
の
と
見
な
し
、
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
を
な
き
に
も
等

し
い
つ
ま
ら
ぬ
者
と
考
え
て
い
る
の
だ
。
ぼ
く
は
あ
え
て
こ
う
言
う
。
か
く
て
彼
は
一
生
を
通
じ
、
人
々

に
向
か
っ
て
は
空
と
ぼ
け
、
ふ
ざ
け
て
い
る
の
だ
。

し
か
し
、
こ
の
人
が
ま
じ
め
に
な
り
、
そ
の

扉

が
開
か
れ
る
と
き
、
そ
の
内
部
の
群
像
を
見
た
者
が

と
び
ら

あ
る
か
ど
う
か
、
ぼ
く
は
知
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
の
ぼ
く
は
、
か
つ
て
、
そ
れ
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
像
が
世
に
も
神
々
し
く
、
金
色
燦
然
と
し
て
、
こ
の
世
の
も
の
な
ら
ず
美
し
く
、
た

こ
う
ご
う

こ
ん
じ
き
さ
ん
ぜ
ん

だ
た
だ
賛
嘆
に
値
す
る
も
の
と
映
じ
た
。
そ
し
て
要
す
る
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
命
じ
る
こ
と
な
ら
何
で
も

さ
ん
た
ん

し
た
が
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
わ
れ
た
。
…
…
」
（
『
饗
宴
』215b~217a

）

＊

＊

さ
て
、
引
用
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
い
っ
た
い
な
ぜ
な
の
か
？

そ
れ
は
、
こ
こ
に

引
用
し
た
文
章
は
、
そ
の
ま
ま
そ
っ
く
り
プ
ラ
ト
ン
が
「
実
際
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
物
」
を
ど
の
よ

う
に
見
て
い
た
か
と
い
う
、
そ
の
プ
ラ
ト
ン
自
身
の
「
心
の
底
か
ら
の
告
白
」
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と

思
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
に
引
用
し
た
文
章
を
、
で
き
る
だ
け
「
一
字
一
句
」
丁
寧
に
読
ん

で
も
ら
え
れ
ば
、
ま
さ
に
プ
ラ
ト
ン
自
身
の
「
心
の
底
か
ら
の
告
白
（
そ
の
肉
声
）
」
を
は
っ
き
り
と
聴

、
、

く
こ
と
が
で
き
得
る
だ
ろ
う
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
引
用
文
の
説
明
を
少
し
ば
か
り
し
た
い
と
思
う
が
、
ま
ず
最
初
は
、
次
の
よ
う
な

引
用
文
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
…
…
と
こ
ろ
で
、
諸
君
、
僕
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
の

賞
賛

を
、
こ
う
い
う

し
ょ
う
さ
ん

仕
方
で
や
っ
て
み
よ
う
と
思
う
の
だ
。
そ
れ
は
、
比
喩
に
よ
る
方
法
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
人
は
、
自
分

ひ

ゆ

を
も
の
笑
い
の
た
ね
に
す
る
た
め
だ
と
と
る
に
ち
が
い
な
い
が
、
じ
っ
さ
い
は
、
真
実
の
た
め
で
あ
っ
て
、

笑
う
た
め
の
も
の
で
は
な
い
の
だ
。
…
…
」
と
。

さ
て
、
こ
こ
に
引
用
し
た
文
章
が
、
ど
れ
ほ
ど
重
要
な
も
の
で
あ
る
か
。
そ
れ
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
一
体
、
ど
う
い
う
「
思
い
や
考
え
」
か
ら

い
わ
ゆ
る
「
ソ
ク

ラ
テ
ス
賛
美
」
と
い
う
も
の
を
書
い
た
の
か
と
問
え
ば
、
そ
れ
は
、
ま
さ
に
「
…
…
真
実
の
た
め
で
あ
っ

、
、
、
、
、
、
、
、

て
、
笑
う
た
め
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
…
…
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
当
時
の
ア
テ
ナ
イ
の
一
般
の
人
た
ち
が
、
い
わ
ゆ
る
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う

人
物
」
に
つ
い
て
抱
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
そ
の
「
イ
メ
ー
ジ
」
と
い
う
も
の
は
、
実
は
、
外
か
ら
見
た

、
、
、
、
、

「
表
面
的
な
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
」
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
よ
う
に
、
内
か
ら
観
た
「
真
の
姿
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
像
」
と
は
ま
っ
た
く
違
う
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
こ
こ
で
こ
そ
、
は
っ
き
り
と
説

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

明
し
て
お
き
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
外
か
ら
見
た
「
表
面
的
な
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
と
、
そ
の
内
に
隠
さ
れ
て
い
る
「
真

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、

の
姿
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
と
は
、
ま
っ
た
く
違
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
例
と
し
て
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
い
わ
ゆ

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

る
「
シ
レ
ノ
ス
の
像
」
と
い
う
も
の
を
取
り
上
げ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
像
と
い
う
の
は
、
「
…
…
彫

、
、
、
、
、
、

刻
家
の
手
に
よ
っ
て
、
堅
笛
と
か
横
笛
を
も
っ
た
姿
に
細
工
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
両
方
に
開
く

た
て
ぶ
え
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と
、
内
部
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
神
々
の
像
が
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
も
の
…
…
」
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
し
て
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
外
か
ら
見
た
「
表
面
的
な
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
と
い
う
の
は
、
次
の
よ
う
な
も
の

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

で
あ
っ
た
と
説
明
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
…
…
す
な
わ
ち
、
諸
君
が
外
か
ら
見
た
と
こ
ろ

で
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
美
し
い
人
に
接
す
る
と
、
ま
ず
間
違
い
な
く
恋
し
て
し
ま
い
、
四
六
時
中
そ
う
い

う
人
た
ち
の
こ
と
に
心
を
傾
け
、
夢
中
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
万
事
に
つ
け
て
無
知
で
あ
っ
て
、
な
に

ひ
と
つ
知
っ
て
は
い
な
い
。こ
の
よ
う
な
彼
の
外
形
こ
そ
は
シ
レ
ノ
ス
的
と
い
う
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

大
い
に
そ
う
だ
と
も
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
人
の
ま
と
っ
て
い
る
そ
う
い
う
外
形
は
、
た
だ
外
側
だ
け
の
も

の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
で
は
刻
ま
れ
た
シ
レ
ノ
ス
と
同
じ
よ
う
な
も
の
な
の
だ
か
ら
。
…
…
」

き
ざ

ま
た
、
「
…
…
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
話
と
い
う
の
は
、
こ
れ
を
ひ
と
つ
聞
い
て
み
よ
う
と
い
う
気
に
な
っ
た

ば
あ
い
、
最
初
聞
い
た
と
き
に
は
笑
止
千
万
な
も
の
に
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
な
に
し
ろ
、
滑
稽
な
語
句
を

外
側
に
ま
と
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。
人
を
愚
弄
す
る
サ
テ
ュ
ロ
ス
の
毛
皮
と
い
っ
た
も
の
を
ね
。
こ
の
人

ぐ

ろ

う

の
話
す
こ
と
と
き
た
ら
、
荷
驢
馬
や
、
ど
こ
か
の
鍛
冶
屋
、
靴
屋
、
鞣
皮
屋
と
い
っ
た
調
子
で
、
い
つ
も

に

ろ

ば

か

じ

や

な
め
し
が
わ
や

同
じ
言
葉
で
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
。
だ
か
ら
、
勝
手
を
知
ら
ぬ
愚
か
者
は
、

例
外
な
く
彼
の
話
を
あ
ざ
笑
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
…
…
」

一
方
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
そ
の
内
に
隠
さ
れ
て
い
る
「
真
の
姿
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
と
い
う
の
は
、
次
の
よ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
…
…
と
こ
ろ
が
内
部
は
、
ど
う
か
。
そ
れ
が
開
か

れ
た
と
き
、
そ
こ
に
は
ど
れ
ほ
ど
の
思
慮
が
み
ち
溢
れ
て
い
る
こ
と
か
。（
中
略
）

あ
ふ

そ
し
て
、
こ
の
人
が
ま
じ
め
に
な
り
、
そ
の

扉

が
開
か
れ
る
と
き
、
そ
の
内
部
の
群
像
を
見
た
者
が

と
び
ら

あ
る
か
ど
う
か
、
ぼ
く
は
知
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
の
ぼ
く
は
、
か
つ
て
、
そ
れ
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
像
が
世
に
も
神
々
し
く
、
金
色
燦
然
と
し
て
、
こ
の
世
の
も
の
な
ら
ず
美
し
く
、
た

こ
う
ご
う

こ
ん
じ
き
さ
ん
ぜ
ん

だ
た
だ
賛
嘆
に
値
す
る
も
の
と
映
じ
た
。
そ
し
て
要
す
る
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
命
じ
る
こ
と
な
ら
何
で
も

さ
ん
た
ん

し
た
が
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
わ
れ
た
。
…
…
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
歴
史
上
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
物
は
、
外
か
ら
見
た
「
表
面
的
な
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
と
、
そ

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、

の
内
に
隠
さ
れ
て
い
る
「
真
の
姿
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
と
で
は
、
ま
っ
た
く
違
う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
の
よ
う
に
「
外
か
ら
見
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
と
、
プ
ラ
ト
ン
の
よ
う
に
「
内
か
ら
観
た
ソ
ク

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

ラ
テ
ス
」
と
で
は
、
そ
の
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
」
が
非
常
に
違
っ
た
も
の
に
な
る
の
は
、
む
し
ろ
当
然
の
こ

、
、
、

と
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
次
の
よ
う
な
言
葉
を
敢
え
て
つ
け
加
え
る
こ
と
に
も
な

る
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
…
…
こ
の
人
の
う
ち
な
る
力
が
い
か
に
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ

を
諸
君
に
聞
い
て
も
ら
い
た
い
。
こ
れ
は
、
よ
く
お
ぼ
え
て
お
い
て
欲
し
い
の
だ
が
、
君
ら
は
だ
れ
一
人

と
し
て
、
こ
の
人
が
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
す
ぞ
。
だ
か
ら
こ
の
ぼ
く
が
、
そ
れ
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
や

ろ
う
。
す
で
に
そ
の
仕
事
に
手
を
つ
け
た
ぼ
く
と
し
て
は
、
当
然
の
こ
と
だ
か
ら
ね
。
…
…
」

つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
に
し
て
み
れ
ば
、
当
時
、
多
く
の
人
た
ち
が
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
す
ぐ
れ
た
面
」
を

あ
れ
こ
れ
賞
賛
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
自
分
ほ
ど
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
そ
の
最
も
奥

深
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
「
中
心
核
」
ま
で
し
っ
か
り
と
観
て
取
れ
て
い
る
人
な
ど
誰
も
い
な
い
だ
ろ
う
と
、

ひ
そ
か
に
自
負
し
て
い
た
に
違
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
ど
う
し
て
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
そ
の
最
も
奥
深
い
と
こ
ろ
に
あ
っ

た
「
中
心
核
」
ま
で
し
っ
か
り
と
観
て
取
る
こ
と
が
で
き
得
た
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
を

主
人
公
と
し
た
数
多
く
の
著
作
を
書
く
と
い
う
実
際
の
行
為
に
よ
っ
て
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
何
年
も
何
十
年

に
も
渡
っ
て
、
自
ら
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
な
っ
て
、
そ
の
「
内
的
世
界
」（
特
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
思
惟
界
」）

を
徹
底
的
に
生
き
て
み
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
自
ず
か
ら
（
或
い
は
思
い
も
か
け
な
い
よ



- 45 -

う
な
感
じ
で
）
見
え
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
例
え
ば
、
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
』
な
ど
に
し
て
も
、
今
日
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
理
想
化
さ

れ
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
」
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
が
、
む
し
ろ
「
一
般
的
な
見
方
」
に
な
っ
て
い
る
か
と
思

う
が
、
し
か
し
、
プ
ラ
ト
ン
に
し
て
み
れ
ば
、
そ
れ
は
、
と
ん
で
も
な
い
誤
解
で
あ
り
、
『
ソ
ク
ラ
テ
ス

の
弁
明
』
の
な
か
に
描
か
れ
て
い
る
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
と
い
う
の
は
、
い
ろ
い
ろ
と
誤
解
を
与
え
て
い
る

「
表
面
的
な
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
な
ど
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
こ
そ

、
、
、
、
、
、
、
、
、

は
、
ま
さ
に
正
真
正
銘
の
「
真
の
姿
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
」
そ
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
想
い
か
ら
書
か
れ

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

、
、

た
も
の
に
違
い
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
、
た
と
え
い
ろ
い
ろ
な
脚
色
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
、

、
、

「
…
…
真
実
の
た
め
で
あ
っ
て
、
決
し
て
あ
り
も
し
な
い
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
を
で
っ
ち
上
げ
る
た
め
の
も
の

で
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
こ
そ
は
、
最
も
大
事
な
要
点
に
な
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
』
の
な
か
に
は
、
実
際
の
裁
判
で
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
実
際
に
は
言
っ
て
い

な
か
っ
た
も
の
ま
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
惑
が
あ
る
か
と
思
う
が
、
そ
れ
な
ど
も
、

二
十
歳
か
ら
二
十
八
歳
の
間
、
若
い
プ
ラ
ト
ン
が
晩
年
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
ろ
い
ろ
と
話
を
す
る
機
会
も

は

た

ち

多
か
っ
た
と
思
う
が
、
そ
の
よ
う
な
時
に
、
例
え
ば
、
「
…
…
若
い
と
き
に
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
も

の
に
興
味
を
持
っ
た
の
で
す
か
？

ま
た
、
い
つ
頃
か
ら
、
あ
る
い
は
ど
う
い
う
き
っ
か
け
か
ら
、
こ
の

よ
う
な
『
対
話
（
吟
味
）
活
動
』
を
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
か
？

そ
の
他
」
、
そ
の
よ
う
な
こ

と
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
何
も
不
思
議
な
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
時
に
、
晩
年
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
、「
…
…
い
や
、
実
は
、
若
い
こ
ろ
、
あ
の
『
自

然
研
究
』
と
い
う
も
の
に
驚
く
ほ
ど
熱
中
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
」
と
い
う
よ
う
な
話
を
し
た
と
し

て
も
、
な
に
も
不
思
議
な
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
「
…
…
い
や
、
実
は
、
親
友
の
カ
イ
レ
ポ
ン
と
い
う
人

が
、
わ
ざ
わ
ざ
『
デ
ル
ポ
イ
』
ま
で
行
っ
て
、
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
よ
り
賢
い
人
間
は
い
る
か
ど
う
か
』
な
ど

と
た
ず
ね
る
こ
と
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
」
と
い
う
話
を
し
た
と
し
て
も
、
何
も
不
思
議
な
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
。
つ
ま
り
、
若
い
プ
ラ
ト
ン
は
、
晩
年
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
か
ら
直
接
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
関
す
る
こ
と
」

を
い
ろ
い
ろ
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
何
も
不
思
議
な
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
ま
わ
り
の
仲
間
た

ち
か
ら
も
間
接
的
に
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
聞
き
知
っ
て
い
た
」
と
し
て
も
、
何

も
不
思
議
な
こ
と
は
な
い
わ
け
だ
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
、
例
え
ば
、
『
弁
明
』
の
な
か
に
敢
え
て
書
き

加
え
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
不
思
議
な
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を

す
る
の
は
す
べ
て
、
「
…
…
真
実
の
た
め
で
あ
っ
て
、
決
し
て
あ
り
も
し
な
い
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
を
で
っ
ち

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

上
げ
る
た
め
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

＊

＊

最
後
に
、
も
う
一
度
、
プ
ラ
ト
ン
が
こ
こ
で
最
も
言
い
た
か
っ
た
こ
と
は
、
一
体
、
何
だ
っ
た
か
を
再

確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
う
が
、
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
歴
史
上
の
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
と
い
う
人
は
、
い
わ
ゆ
る
外
か
ら
見
た
「
表
面
的
な
ソ
ク
ラ
テ

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

ス
像
」
と
、
そ
の
内
に
隠
さ
れ
て
い
る
「
真
の
姿
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
」
と
で
は
、
実
は
「
ま
っ
た
く
違
う

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

も
の
で
あ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
例
と
し
て
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
い
わ
ゆ
る
「
シ
レ

、
、
、
、
、
、

、
、

ノ
ス
の
像
」
と
い
う
も
の
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

、
、
、
、

つ
ま
り
、
当
時
の
ア
テ
ナ
イ
の
一
般
の
人
た
ち
が
、
い
わ
ゆ
る
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
物
」
に
つ
い

て
抱
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
「
イ
メ
ー
ジ
」
と
い
う
も
の
は
、
実
は
、
外
か
ら
見
た
「
表
面
的
な
ソ
ク
ラ
テ

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

ス
像
」
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
は
、
そ
の
内
に
隠
さ
れ
て
い
る
「
真
の
姿
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
」
と
は
、
ま
っ
た

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

く
違
う
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
こ
こ
で
は
っ
き
り
と
説
明
し
て
お
き
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

、
、
、
、
、



- 46 -

あ
る
。
つ
ま
り
、
「
外
見
」
（
外
か
ら
見
聞
で
き
る
表
面
的
な
ソ
ク
ラ
テ
ス
）
と
「
内
面
」
（
外
か
ら
は
見

聞
き
で
き
な
い
内
実
的
な
ソ
ク
ラ
テ
ス
）
と
で
は
、
全
く
違
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、

そ
し
て
、
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
』
の
な
か
に
描
か
れ
て
い
る
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
と
い
う
の
も
、
い
ろ

い
ろ
と
誤
解
を
与
え
て
い
る
「
表
面
的
な
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
」
な
ど
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
こ
こ
に
描
か
れ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

て
い
る
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
こ
そ
は
、
ま
さ
に
正
真
正
銘
の
「
真
の
姿
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
」
そ
の
も
の
で
あ

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

る
と
い
う
想
い
か
ら
書
か
れ
た
も
の
に
な
る
の
で
あ
る
。
―
―
そ
れ
ゆ
え
、
わ
れ
わ
れ
は
、
プ
ラ
ト
ン
と

、
、

い
う
人
間
を
信
じ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
プ
ラ
ト
ン
が
そ
の
よ
う
な
も
の
を
書
い
た
の
は
す

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

べ
て
、
「
…
…
真
実
の
た
め
で
あ
っ
て
、
決
し
て
あ
り
も
し
な
い
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
を
で
っ
ち
上
げ
る
た
め

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、

そ
し
て
、
そ
れ
を
「
裏
付
け
る
言
葉
」
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
「
言
葉
」
（
文
章
）
が
残
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
賛
美
」
を
す
る
前
に
わ
ざ
わ
ざ
「
前
置
き
」
で
述
べ
て

い
る
言
葉
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
「
…
…
も
し
ぼ
く
が
、
ほ
ん
と
う
で
な
い
こ
と
を
何
か
言
っ
た
ら
、
い

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、

や
で
な
け
れ
ば
、
話
の
途
中
で
、
ぼ
く
を
ひ
き
止
め
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、
ぼ
く
の
言
う
の
は
嘘
だ

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

う
そ

と
言
っ
て
ほ
し
い
の
だ
。
ぼ
く
に
は
、
わ
ざ
と
嘘
を
言
う
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
の
だ
か
ら
ね
。
…
…
」
と

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

い
う
言
葉
で
あ
る
。
（
『
饗
宴
』

e

）

、
、

216

＊

＊
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あ
と
が
き

さ
て
、
歴
史
上
の
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
問
題
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
最
も
大
事
な
こ
と
は
、
当
時
、
プ
ラ

ト
ン
以
外
の
ほ
と
ん
ど
の
人
た
ち
は
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
物
」
に
つ
い
て
は
、
主
に
、
外
か
ら
実

際
に
見
聞
き
し
た
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
と
い
う
人
物
、
そ
れ
は
、
ま
さ
に
外
か
ら
見
た
「
表
面
的
な
ソ
ク
ラ

テ
ス
像
」
に
過
ぎ
な
い
の
だ
が
、
そ
の
外
か
ら
見
た
「
表
面
的
な
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
」
を
基
に
し
て
あ
れ
こ

れ
書
か
れ
た
実
に
数
多
く
の
「
書
物
」
（
文
献
）
な
ど
が
遺
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
実
に
数
多
く
の

の
こ

「
書
物
」
（
文
献
）
な
ど
を
読
ん
だ
古
今
東
西
の
実
に
数
多
く
の
「
学
者
た
ち
」
と
い
う
の
は
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
主
に
、
外
か
ら
見
た
「
表
面
的
な
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
」
を
基
に
し
て
あ
れ
こ
れ
書
か
れ
た
実

に
数
多
く
の
「
書
物
」
（
文
献
）
な
ど
を
そ
の
「
根
拠
」
（
証
拠
）
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
今
日
の
よ
う
な

「
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
」
を
創
り
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
外
か
ら
見
た
「
表
面
的
な
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
」
な
ど
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
の
内
に
隠
さ
れ
て

い
る
「
真
の
姿
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
」
を
基
に
し
て
書
か
れ
た
、
例
え
ば
、
プ
ラ
ト
ン
の
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の

弁
明
』
な
ど
は
、
所
詮
、
極
端
に
「
理
想
化
さ
れ
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
」
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
評
価
に
な
る

の
は
、
む
し
ろ
、
当
然
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
一
体
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
と
問
え
ば
、

そ
れ
は
、
結
局
、
外
か
ら
見
た
「
表
面
的
な
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
」
と
内
に
隠
さ
れ
て
い
る
「
真
の
姿
の
ソ
ク

ラ
テ
ス
像
」
と
を
合
わ
せ
た
も
の
こ
そ
は
、
ま
さ
に
「
歴
史
上
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
」
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

令
和
四
年
十
一
月
吉
日
（
完
成
版
）

如
月
翔
悟
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無
知
の
自
覚
と
自
然
の
問
題

さ
て
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
紀
元
前
四
二
七
年
に
、
ア
テ
ナ
イ
に
生
ま
れ
て
い
る
。
一
方
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、

そ
れ
よ
り

遡

る
こ
と
四
十
二
年
前
の
紀
元
前
四
六
九
年
に
、
同
じ
く
ア
テ
ナ
イ
で
生
ま
れ
て
い
る
。
そ

さ
か
の
ぼ

し
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
生
ま
れ
た
頃
の
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
ア
テ
ナ
イ
は
、
有
名
な
「
ペ
ル
シ
ア
戦
争
」（
前

四
九
〇
年
～
前
四
七
九
年
）
の
勝
利
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
〇
年
目
、
ペ
ル
シ
ア
帝
国
に
対
抗
す
る
た
め
の
、

ま
さ
に
「
デ
ロ
ス
同
盟
」
の
盟
主
と
し
て
、
政
治
、
経
済
、
軍
事
、
そ
し
て
、
文
化
の
中
心
都
市
と
し
て

発
展
す
る
と
と
も
に
、
や
が
て
訪
れ
る
名
高
い
ペ
リ
ク
レ
ス
時
代
の
直
接
民
主
政
治
の
も
と
、
ま
さ
に
「
全

盛
期
」
（
前
四
四
三
年
～
前
四
二
九
年
）
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
時
期
に
あ
た
り
、
こ
の
時
期
を
含
め

た
前
後
に
は
、
実
に
数
多
く
の
人
物
が
登
場
し
て
活
躍
す
る
こ
と
に
も
な
る
わ
け
で
あ
る
。

例
え
ば
、
ソ
フ
ィ
ス
ト
と
し
て
有
名
な
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
や
ゴ
ル
ギ
ア
ス
な
ど
を
初
め
と
し
て
、
修
辞
学

で
有
名
な
ア
ン
テ
ィ
フ
ォ
ン
や
リ
ュ
シ
ア
ス
、
ま
た
、
三
大
悲
劇
作
家
と
呼
ば
れ
る
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
や

ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
、
そ
し
て
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
、
ま
た
、
喜
劇
作
家
と
し
て
は
、
ア
リ
ス
ト
パ
ネ
ス
が
特
に
有

名
で
あ
る
。
ま
た
哲
学
で
は
、
タ
レ
ス
か
ら
始
ま
っ
た
イ
オ
ニ
ア
自
然
哲
学
を
受
け
継
い
だ
ア
ナ
ク
シ
マ

ン
ド
ロ
ス
や
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
、
ま
た
、
多
元
論
者
の
ア
ナ
ク
サ
ゴ
ラ
ス
や
エ
ン
ペ
ド
ク
レ
ス
、
あ
る
い

は
単
子
（
ア
ト
ム
）
論
者
の
デ
モ
ク
リ
ト
ス
、
一
方
、
イ
タ
リ
ア
に
発
生
し
た
エ
レ
ア
学
派
の
パ
ル
メ
ニ

デ
ス
や
愛
弟
子
の
ゼ
ノ
ン
、
そ
し
て
、
歴
史
家
と
し
て
は
、
有
名
な
ヘ
ロ
ド
ト
ス
や
ツ
キ
デ
ィ
デ
ス
、
さ

ら
に
医
学
の
祖
と
も
言
わ
れ
る
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
、
そ
の
他
、
実
に
数
多
く
の
人
物
が
活
躍
す
る
、
い
わ

ゆ
る
「
ギ
リ
シ
ア
古
典
文
化
の
黄
金
時
代
」
を
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
ま
さ
に
身
を
以
っ
て
生
き
る
こ
と
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
誕
生
か
ら
三
十
八
歳
ま
で
の
、
人
間
と
し
て

最
も
強
い
影
響
を
受
け
や
す
い
、
そ
し
て
、
人
間
と
し
て
ま
さ
に
で
き
上
が
る
こ
の
若
い
時
期
を
、
極
め

て
恵
ま
れ
た
「
知
的
文
化
」
の
環
境
の
な
か
で
育
っ
た
こ
と
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
と
っ
て
は
極
め
て
幸
い

の
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

さ
て
、
若
い
時
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
誰
も
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
実
に
様
々
な
も
の
に
興
味
や
関
心

を
持
っ
て
、
数
多
く
の
著
名
な
人
物
た
ち
の
「
考
え
や
思
想
」
な
ど
を
好
ん
で
た
ず
ね
歩
く
と
い
う
、
い

わ
ゆ
る
「
知
的
遍
歴
」
を
行
な
っ
た
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
若
い
時

に
、
自
然
の
問
題
に
も
興
味
を
持
ち
、
ア
ナ
ク
サ
ゴ
ラ
ス
の
「
自
然
哲
学
」
の
書
物
を
読
ん
だ
と
し
て
も
、

何
も
不
思
議
な
こ
と
は
な
い
。
恐
ら
く
、
当
時
ま
で
の
主
な
「
考
え
や
思
想
」
な
ど
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
な

り
に
「
知
的
遍
歴
」
を
行
な
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
後
の
数
多
く
の
知

識
人
た
ち
と
の
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
に
お
い
て
、
相
手
と
対
等
に
議
論
し
合
い
、
そ
し
て
、
相
手
を

論
破
す
る
よ
う
な
こ
と
は
で
き
難
か
っ
た
だ
ろ
う
。

に
く

つ
ま
り
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
当
時
の
知
識
人
た
ち
が
考
え
た
り
主
張
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
若
い
時
の

「
知
的
遍
歴
」
に
よ
っ
て
、
そ
れ
な
り
に
「
遍
歴
」
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
け
で
は
ど

う
し
て
も
満
足
で
き
ず
に
、
や
が
て
ソ
ク
ラ
テ
ス
独
自
の
「
人
間
探
究
」
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
る
の
だ

ろ
う
。
つ
ま
り
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
し
て
み
れ
ば
、
「
…
…
若
い
時
に
、
い
ろ
い
ろ
著
名
な
人
物
の
『
考
え

や
思
想
』
な
ど
を
好
ん
で
た
ず
ね
歩
き
、
自
分
な
り
に
い
ろ
い
ろ
な
知
識
に
ふ
れ
た
は
ず
だ
が
、
し
か
し
、

そ
れ
ら
は
、
少
し
も
自
分
を
満
足
さ
せ
て
は
く
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
は
少
し
も
利

口
に
な
っ
て
い
な
い
。
ま
し
て
や
人
間
と
は
何
な
の
か
、
ど
う
生
き
た
ら
よ
い
の
か
、
ま
た
、
人
間
に
と

っ
て
何
が
大
事
な
こ
と
な
の
か
、
そ
の
他
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
自
分
は
何
も
知
ら
な
い
、
ま
っ
た
く
の
無

知
同
然
で
は
な
い
か
！
」
と
。
―
―
そ
の
よ
う
な
「
想
い
」
に
直
面
す
る
よ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
行
か
な
け

、
、
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れ
ば
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
始
め
た
よ
う
な
「
人
間
探
究
」
の
哲
学
は
、
決
し
て
生
ま
れ
て
は
こ
な
い
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
「
…
…
で
き
る
限
り
の
知
識
を
学
ん
で
み
た
が
、
だ
め
だ
っ
た
。
少
し
も
自
分
を
満
足
さ

せ
て
は
く
れ
な
か
っ
た
。
一
体
、
人
間
と
は
何
な
の
だ
！

ま
た
、
ど
う
生
き
れ
ば
よ
い
の
だ
。
そ
も
そ

も
人
間
に
と
っ
て
何
が
大
事
な
こ
と
で
あ
り
、
何
が
そ
う
で
は
な
い
の
か
。
そ
し
て
、
人
間
に
と
っ
て
何

が
価
値
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
何
が
そ
う
で
は
な
い
の
か
、
自
分
に
は
も
う
何
一
つ
解
ら
な
い
、
…
…
等
々
」

の
、
魂
の
底
か
ら
の
悲
痛
な
「
叫
び
（
疑
問
）
」
が
、
ま
だ
若
い
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
心
（
精
神
）
」
の
中

に
生
じ
て
来
た
と
し
て
も
何
も
不
思
議
な
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
魂
の
底
か
ら
の
悲
痛
な

「
叫
び
（
疑
問
）
」（
問
い
）
の
芽
生
え
こ
そ
は
、
ま
さ
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
自
身
が
始
め
た
、
い
わ
ゆ
る
「
哲

、
、
、

学
」（
愛
知
学
）
の
「
源
泉
（
根
源
）」
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

、
、

、
、

、
、
、
、

一
方
、
当
時
ま
で
の
数
多
く
の
優
れ
た
人
た
ち
（
思
想
家
た
ち
）
は
、
そ
こ
ま
で
は
行
け
な
か
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
、
自
分
が
創
り
上
げ
た
「
考
え
や
思
想
」
な
ど
に
満
足
し
て
、
そ
こ
で
眠
っ
て
し
ま

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
だ
け
は
、
も
の
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
の
「
ど
ん
底
」
ま
で

、
、
、

行
っ
た
人
で
あ
る
。
そ
こ
は
、
す
べ
て
の
「
意
味
や
価
値
」
が
消
え
て
し
ま
う
よ
う
な
世
界
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
「
ど
ん
底
」
か
ら
の
悲
痛
な
「
叫
び
（
問
い
）
」
こ
そ
は
、
そ
の
ま
ま
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
人

、
、
、

、
、

間
探
究
」
の
「
哲
学
」（
愛
知
学
）
へ
と
向
か
う
動
機
に
な
っ
た
と
考
え
て
も
よ
い
の
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
も
最
初
か
ら
そ
う
い
う
「
人
間
探
究
」
を
始
め
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
無
理
で
あ
る
。
確
か
に
、
若
い
時
に
は
誰
で
も
ど
う
生
き
た
ら
よ
い
の
か
、
人
間
に
と
っ
て
ど

う
い
う
こ
と
が
意
義
あ
る
こ
と
な
の
か
、
あ
れ
こ
れ
考
え
始
め
る
時
期
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

は
、
ど
れ
も
こ
れ
も
中
途
半
端
で
終
わ
る
の
が
常
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
若
い
時
期
の
「
思
考
（
思
索
）

能
力
」
そ
の
も
の
が
、
ま
だ
未
熟
な
段
階
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
最
初
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
も

、
、
、
、

い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
の
「
考
え
や
思
想
」
な
ど
を
好
ん
で
た
ず
ね
歩
く
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
知
的
遍
歴
」

を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
プ
ラ
ト
ン
も
行
な
っ
て

い
る
し
、
も
ち
ろ
ん
、
二
人
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
誰
も
が
若
い
時
期
に
は
一
度
は
徹
底
し
て
行
な
わ

な
け
れ
ば
、
人
間
と
し
て
の
「
知
的
成
長
（
成
熟
）
」
を
真
に
望
む
こ
と
は
、
到
底
で
き
得
な
い
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
誰
も
が
そ
の
人
な
り
の
「
知
的
遍
歴
」
を
行
な
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し

て
、
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
努
力
に
よ
っ
て
自
分
の
「
内
的
世
界
」
を
真
に
鍛
え
、
育
て
上
げ
る
こ
と
に
よ

っ
て
こ
そ
、
や
が
て
、
そ
の
人
な
り
の
「
独
自
の
世
界
」
を
生
み
出
せ
る
よ
う
に
も
な
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
自
身
に
も
起
こ
り
、
や
が
て
、
彼
独

自
の
「
人
間
探
究
」
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

一
、
自
然
か
ら
「
人
間
探
究
」
へ

そ
れ
で
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
い
つ
頃
か
ら
彼
独
自
の
「
人
間
探
究
」
に
向
か
う
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
と
い
う
確
か
な
証
拠
は
何
も
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
た
だ
あ

れ
こ
れ
推
測
す
る
だ
け
で
あ
る
が
、
一
つ
に
は
、
ア
ナ
ク
サ
ゴ
ラ
ス
の
書
い
た
自
然
哲
学
の
書
物
を
か
な

り
期
待
を
持
っ
て
読
ん
で
み
た
が
、
期
待
す
る
よ
う
な
も
の
が
ま
っ
た
く
得
ら
れ
ず
失
望
し
、
そ
れ
か
ら

彼
ら
の
「
自
然
哲
学
」
か
ら
離
れ
て
、
ロ
ゴ
ス
（
論
理
）
の
中
に
真
理
を
見
い
出
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
の
が
、
い
わ
ゆ
る
『
パ
イ
ド
ン
』
と
い
う
著
作
の
な
か
に
出
て
く
る
の
で
、
あ
る
い
は
そ
う
な
の
か
も

知
れ
な
い
。
た
だ
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
資
質
」
か
ら
想
像
し
て
、
意
外
に
早
く
「
自
然
」
の
問
題
へ
の
興
味

や
関
心
は
、
薄
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
自
身
の
生
来
の
「
資
質
や
性
格
」
と
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い
う
も
の
が
、
も
と
も
と
「
自
然
」
よ
り
も
「
人
間
」
の
問
題
の
方
に
向
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
、
若
い
時
に
は
恐
ら
く
、
大
変
な
知
的
好
奇
心
を
持
っ
て
、
「
自
然
」
の
問
題
に
つ
い
て
も
か
な
り
徹

底
的
に
学
ん
だ
に
違
い
な
い
。
と
い
う
の
も
、
若
し
も
そ
れ
が
中
途
半
端
な
学
習
で
あ
れ
ば
、
い
つ
ま
で

も
「
自
然
」
の
問
題
に
対
し
て
は
、
や
り
残
し
た
気
持
ち
が
残
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
あ
る
程
度
、
徹
底

的
に
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
や
は
り
、
こ
れ
は
、
自
分
に
は
あ
ま
り
向
い
て
い
な
い
な
あ
、
と
い
う

こ
と
が
、
は
っ
き
り
と
「
自
覚
」
で
き
る
の
で
あ
り
、
中
途
半
端
な
学
習
で
は
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
、

や
り
残
し
た
よ
う
な
気
持
ち
が
残
っ
て
、
は
っ
き
り
と
離
れ
る
こ
と
が
で
き
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
「
性
格
」
か
ら
言
っ
て
も
、
中
途
半
端
な
と
こ
ろ
で
学
習
を
投
げ
出
す
よ
う

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

な
こ
と
は
、
決
し
て
で
き
得
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
自
身
、
「
…
…
自
然
の
問
題

、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

は
、
自
分
に
は
全
く
不
向
き
で
あ
る
と
と
も
に
、
自
分
の
心
（
魂
）
を
真
に
満
た
し
て
く
れ
る
学
習
（
或

い
は
研
究
）
対
象
で
は
な
い
」
と
、
は
っ
き
り
と
自
覚
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
た
時
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス

は
、
い
わ
ゆ
る
当
時
の
「
自
然
哲
学
的
な
考
え
方
」
へ
の
興
味
や
関
心
は
う
す
れ
、
や
が
て
、
「
人
間
」

の
問
題
に
本
格
的
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
そ
れ
は
、
何
歳
頃
の
こ
と
な
の
だ

ろ
う
か
。
恐
ら
く
、
二
〇
代
後
半
か
ら
三
〇
歳
前
後
ぐ
ら
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
、
わ
れ

わ
れ
人
間
は
、
ふ
つ
う
二
〇
代
の
前
半
ぐ
ら
い
で
は
、
な
か
な
か
自
分
で
も
自
分
の
こ
と
が
よ
く
分
か
ら

な
い
も
の
で
あ
る
し
、
二
〇
代
後
半
か
ら
三
〇
歳
前
後
（
遅
く
と
も
三
十
五
歳
前
後
）
に
は
、
だ
い
た
い

自
分
本
来
の
真
の
「
志
向
」
と
い
う
も
の
も
、
は
っ
き
り
と
し
て
く
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
『
パ
イ
ド
ン
』
と
い
う
著
作
の
中
に
も
、
「
…
…
若
い
こ
ろ
、
あ
の
自
然
研
究
と
言
わ
れ
る
学

問
に
、
驚
く
ほ
ど
熱
中
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
（
中
略
）
、
そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
と
学
習
や
研
究
を
し
た

、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

結
果
、
つ
い
に
は
、
自
分
は
こ
の
よ
う
な
研
究
に
は
生
ま
れ
つ
き
ま
っ
た
く
無
能
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ

、
、

た
」
（96

ｂ
～
ｃ
）
と
い
う
の
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
プ
ラ
ト
ン
の
記
述
が
、
そ
の
ま
ま
ソ
ク
ラ
テ

ス
自
身
の
若
い
時
の
経
験
で
あ
る
と
い
う
証
拠
は
ど
こ
に
も
な
い
。
む
し
ろ
若
い
時
に
プ
ラ
ト
ン
自
身
が

経
験
し
た
こ
と
を
作
中
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
語
ら
せ
て
い
る
の
だ
と
い
う
、
そ
う
い
う
考
え
方
の
方
が
遙
か

に
有
力
な
の
で
あ
る
。
た
だ
想
う
に
、
わ
れ
わ
れ
人
間
と
い
う
の
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
や
プ
ラ
ト
ン
だ
け
に

限
ら
ず
、
若
い
時
と
は
、
誰
で
も
非
常
に
知
的
好
奇
心
の
旺
盛
な
時
期
な
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
ソ
ク
ラ

テ
ス
や
プ
ラ
ト
ン
な
ど
は
、
そ
の
知
的
好
奇
心
が
誰
よ
り
も
旺
盛
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
当
時
ま
で

の
数
多
く
の
著
名
な
人
物
た
ち
の
様
々
な
「
考
え
や
思
想
」
な
ど
を
好
ん
で
た
ず
ね
歩
く
と
い
う
、
い
わ

ゆ
る
「
知
的
遍
歴
」
を
行
な
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ソ
ク

ラ
テ
ス
自
身
、
「
…
…
若
い
こ
ろ
、
あ
の
自
然
研
究
と
言
わ
れ
る
学
問
に
、
驚
く
ほ
ど
熱
中
し
た
こ
と
が

、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

あ
っ
た
」
と
し
て
も
、
何
も
不
思
議
な
こ
と
は
な
い
し
、
も
ち
ろ
ん
、
プ
ラ
ト
ン
に
も
当
然
そ
う
い
う
「
知

、
、
、

的
遍
歴
」
は
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
何
も
ソ
ク
ラ
テ
ス
や
プ
ラ
ト
ン
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

わ
れ
わ
れ
人
間
は
、
誰
で
も
そ
う
い
う
「
知
的
遍
歴
」
を
一
度
は
徹
底
的
に
行
な
わ
な
け
れ
ば
、
人
間
と

し
て
の
極
め
て
厳
密
な
「
思
考
（
思
索
）
能
力
」
を
真
に
鍛
え
、
育
て
上
げ
る
こ
と
な
ど
、
到
底
で
き
得

、
、

、
、

、
、

な
い
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
も
し
若
い
時
か
ら
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
「
自
然
」
の
問
題
に
は
ま
っ
た
く
興
味
も
関
心
も
示

さ
ず
、
最
初
か
ら
「
人
間
」
の
問
題
に
入
っ
た
な
ら
ば
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
ほ
ど
の
知
的
好
奇
心
の
誰
よ
り
も

旺
盛
な
人
物
が
、
ど
う
し
て
、
一
生
涯
、
そ
の
「
自
然
」
の
問
題
に
ま
っ
た
く
興
味
も
関
心
も
示
さ
ず
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
得
た
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
絶
対
に
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
若
い
時

に
は
「
自
然
」
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
当
時
ま
で
の
著
名
な
人
物
た
ち
の
主
な
「
考
え
や
思

想
」
な
ど
も
ソ
ク
ラ
テ
ス
な
り
に
、
恐
ら
く
、
大
変
な
知
的
好
奇
心
を
持
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
知
的
遍
歴
」
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を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
こ
と
だ
ろ
う
と
思
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
「
知
的
遍

歴
」
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
自
身
の
「
知
的
成
長
（
成
熟
）
」
を
可
能
に
し
た
と
と

も
に
、
自
分
に
と
っ
て
最
も
関
心
の
あ
る
対
象
は
、
ま
さ
に
「
人
間
」
の
問
題
で
あ
る
こ
と
も
は
っ
き
り

と
「
自
覚
」
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
い
わ
ゆ
る
「
自
然
の
問
題
」
の
研
究
と
い
う
も
の
が
、
自
分
に
は
ま
っ
た

く
不
向
き
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
「
自
覚
」
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
資
質
」

か
ら
想
像
し
て
、
そ
れ
は
、
意
外
に
早
く
訪
れ
た
に
違
い
な
い
。
恐
ら
く
、
そ
れ
は
、
二
〇
代
後
半
か
ら

三
〇
歳
前
後
ぐ
ら
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
こ
と
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
「
自
然
の
問
題
」

そ
の
も
の
に
ま
っ
た
く
興
味
や
関
心
を
失
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
た
だ
、
当
時
の
自
然
哲
学
者
た

、
、
、
、

ち
が
す
る
よ
う
な
「
考
え
方
」
に
は
、
は
っ
き
り
と
「
興
味
を
失
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

極
め
て
大
事
な
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
時
の
自
然
哲
学
者
た
ち
が
す
る
よ
う
な
「
考
え
方
」
に
は
、
は
っ
き

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

、
、

、
、
、

り
と
「
興
味
を
失
っ
て
い
た
」
で
あ
ろ
う
が
、
「
自
然
の
問
題
」
そ
の
も
の
に
ま
っ
た
く
興
味
や
関
心
を

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

失
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
自
身
、
彼
な
り
の
「
自
然
観
」
を
は
っ

き
り
と
持
っ
て
い
た
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
、
当
時
の
自
然
哲
学
者
た
ち
の
「
考
え
方
」
と
は
、
は
っ
き
り

と
違
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
自
身
が
『
弁
明
』
の
な
か
で
、
自
分
は
そ

う
い
う
議
論
を
一
度
も
し
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
の
は
、
当
時
の
自
然
哲
学
者
た
ち
が
す
る
よ
う
な
「
考

え
方
」
（
つ
ま
り
無
神
論
）
に
基
づ
い
た
議
論
を
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
が
、
し
か
し
、
「
自
然
の
問

題
」
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
弟
子
た
ち
に
問
わ
れ
れ
ば
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
な
り
の
「
考
え
方
」
を
披
瀝
す
る

こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
何
も
不
思
議
な
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
自
身
、
自
ら
好

ん
で
「
自
然
の
問
題
」
を
議
論
の
対
象
と
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
自
然
の
問

題
」
よ
り
、
わ
れ
わ
れ
「
人
間
の
問
題
」
の
ほ
う
が
、
遙
か
に
大
事
か
つ
切
実
な
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
二
〇
代
後
半
か
ら
三
〇
歳
前
後
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
頃
に
は
、
も
ち
ろ
ん
、
「
自
然
の
問
題
」

も
話
題
に
の
ぼ
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
主
に
「
人
間
」
の
問
題
を
中
心
に
し
て
、
親
し
い

仲
間
た
ち
と
好
ん
で
様
々
な
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
を
行
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の

頃
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
も
ち
ろ
ん
、
広
場
（
市
場
）
や
街
頭
、
そ
の
他
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
「
対

話
（
議
論
）
活
動
」
を
行
な
う
こ
と
は
、
当
然
、
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
本
格
的

に
は
行
な
わ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
う
い
う
こ
と
が
本
格
的
か
つ
徹
底
的
に
行
な

わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
あ
の
有
名
な
「
デ
ル
ポ
イ
の
神
託
」
の
お
告
げ
以
降
で
は
な
い
か
と
思
う
。

二
、
ア
リ
ス
ト
パ
ネ
ス
の
「
雲
」

た
だ
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
ア
リ
ス
ト
パ
ネ
ス
の
有
名
な
『
雲
』
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
喜
劇

が
上
演
さ
れ
る
の
が
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
四
十
六
歳
の
時
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
劇
の
主
人
公
の
ソ
ク
ラ

テ
ス
は
、
「
空
中
の
こ
と
を
思
索
し
た
り
、
地
下
の
こ
と
を
し
ら
べ
た
り
」
す
る
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
自

然
哲
学
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
す
ぐ
れ
た
論
争
家
（
強
弁
家
）
と
し
て
も
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

の
喜
劇
が
上
演
さ
れ
る
と
、
そ
れ
な
り
の
反
響
が
あ
っ
た
か
と
思
う
が
、
そ
れ
は
、
そ
の
喜
劇
そ
の
も
の

の
面
白
さ
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
物
は
、
「
…
…
天
上
地
下
の
こ
と
を
探
究
し
、
弱

、
、
、

論
を
強
弁
す
る
な
ど
、
い
ら
ざ
る
ふ
る
ま
い
を
な
し
、
か
つ
、
こ
の
同
じ
こ
と
を
他
人
に
も
教
え
て
い
る
」

よ
う
な
人
物
と
し
て
、
一
般
に
ア
テ
ナ
イ
の
市
民
た
ち
に
は
そ
う
思
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
う
で
な

け
れ
ば
、
こ
の
喜
劇
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
は
ず
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
有
名
な
人
物
を
主
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人
公
に
し
て
喜
劇
を
書
く
時
に
は
、
で
き
る
だ
け
そ
の
人
物
の
特
徴
を
と
ら
え
て
、
そ
れ
を
か
な
り
誇
張

し
た
形
で
、
面
白
お
か
し
く
書
き
上
げ
る
も
の
だ
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
、
ま
っ
た
く
の
嘘
で
は
な
く
、

見
て
い
る
観
客
に
も
、
「
そ
う
だ
、
そ
う
だ
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
確
か
に
あ
る
ぞ
！
」
と
思
わ
せ
な
け

れ
ば
、
喜
劇
と
し
て
は
成
功
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

と
す
る
と
、
四
十
六
歳
前
後
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
、
未
だ
当
時
の
自
然
哲
学
者
た
ち
の
よ
う
な
「
考
え
方
」

に
取
り
憑
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
四
十
六
歳
に
も
な
っ
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
、
彼
に
は
全
く

不
向
き
と
思
わ
れ
る
自
然
哲
学
者
の
「
考
え
方
」
に
な
お
取
り
憑
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
全
く
あ
り
得
な

い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
自
身
も
、
そ
の
『
弁
明
』
の
な
か
で
は
っ
き
り
と
否
定
し
て
い

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
前
に
も
話
し
た
よ
う
に
、
二
〇
代
後
半
か
ら
三
〇
歳
前
後
ぐ
ら
い
に
は
、

、
、
、
、
、
、

す
で
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
「
人
間
」
の
問
題
に
本
格
的
に
向
か
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
少
な
く
て
も
自
然
哲

学
者
の
よ
う
な
「
考
え
方
」
に
は
、
は
っ
き
り
と
「
縁
を
切
っ
て
」
い
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、

こ
の
「
矛
盾
」
を
、
い
っ
た
い
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
？

し
か
し
、
そ
れ
は
、
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
「
問
題
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
自

身
、
「
…
…
若
い
こ
ろ
、
あ
の
自
然
研
究
と
言
わ
れ
る
学
問
に
、
驚
く
ほ
ど
熱
中
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
」

と
し
て
も
、
何
も
不
思
議
な
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
二
〇
代
後
半
か
ら
三
〇
歳
前
後
ぐ
ら
い
に
は
、
す
で

に
そ
う
い
う
考
え
か
ら
離
れ
て
、
本
格
的
に
「
人
間
」
の
問
題
に
向
か
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
親

し
い
仲
間
た
ち
と
の
「
対
話
（
議
論
）
」
の
な
か
で
、
例
え
ば
、
「
自
然
」
の
問
題
が
話
題
に
の
ぼ
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
何
も
不
思
議
な
こ
と
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
時
に
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
自
身
、
彼
な

り
の
考
え
を
仲
間
た
ち
に
話
し
た
り
し
た
だ
ろ
う
し
、
ま
た
、
「
人
間
」
の
問
題
に
も
積
極
的
に
自
分
な

り
の
考
え
方
を
話
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
う
い
う
「
人
間
」
の
問
題
（
時
に
は
「
自
然
」
の
問

題
」
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
）
を
議
論
し
た
り
し
て
い
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
中
心
と
し
た
仲
間
た
ち
と

い
う
の
は
、
ま
さ
に
喜
劇
の
な
か
に
出
て
く
る
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
学
校
」
（
そ
れ
は
「
思
索
所
あ
る
い
は

思
弁
家
の
店
」
）
と
い
う
意
味
を
持
つ
も
の
の
よ
う
に
見
え
た
と
し
て
も
、
何
も
不
思
議
な
こ
と
は
な
い
。

少
な
く
と
も
一
般
の
ア
テ
ナ
イ
市
民
た
ち
に
は
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
見
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
物
は
、
当
時
の
実
用
的
な
ア
テ
ナ
イ
市
民
た
ち
か
ら
見
れ
ば
、
何
の
役
に
も
立
た

な
い
こ
と
を
あ
れ
こ
れ
好
ん
で
議
論
を
し
て
い
る
、
い
わ
ば
「
論
争
家
」
（
或
い
は
「
詭
弁
家
」
）
程
度

に
思
わ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ア
リ
ス
ト
パ
ネ
ス
の
『
雲
』
と
い
う
喜
劇
が
、
ア

テ
ナ
イ
の
市
民
た
ち
に
も
そ
れ
な
り
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
ア
リ
ス
ト
パ
ネ
ス
の
有
名
な
『
雲
』
が
上
演
さ
れ
た
前
四
二
三
年
、
つ
ま
り
、
ソ
ク
ラ
テ
ス

が
四
十
六
歳
の
時
に
は
、
す
で
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
自
身
は
、
自
然
哲
学
者
た
ち
の
よ
う
な
考
え
方
か
ら
は
は

っ
き
り
と
離
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
自
身
の
関
心
は
、
も
っ
ぱ
ら
「
人
間
」
の
問
題

へ
と
本
格
的
に
向
か
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
自
身
、
『
弁
明
』

の
な
か
で
は
っ
き
り
と
明
言
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
般
の
人
た
ち
に
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
を

中
心
と
し
た
仲
間
た
ち
と
い
う
の
は
、
人
間
や
自
然
の
問
題
を
あ
れ
こ
れ
好
ん
で
議
論
し
て
い
る
、
ま
さ
、
、

に
喜
劇
の
『
雲
』
の
よ
う
な
人
た
ち
に
見
え
た
と
し
て
も
、
何
も
不
思
議
な
こ
と
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。

、
、
、
、

、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

三
、
徹
底
し
た
「
無
智
の
自
覚
」

さ
て
、
一
般
に
な
か
な
か
理
解
さ
れ
に
く
い
こ
と
で
あ
る
が
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
無
知
の
自
覚
」
と
い

う
も
の
が
、
ど
れ
ほ
ど
徹
底
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
、
こ
こ
で
、
も
う
一
度
、
再
確
認
し
て
お
き
た
い
と
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思
う
。
例
え
ば
、
当
時
ま
で
に
す
で
に
い
ろ
い
ろ
な
「
考
え
や
思
想
」
な
ど
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
ま
だ
若
い
ソ
ク
ラ
テ
ス
な
ど
は
、
知
的
好
奇
心
も
非
常
に
旺
盛
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
い
ろ
い

ろ
な
「
考
え
や
思
想
」
な
ど
に
興
味
を
持
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
も
の
の
ど
れ
に
も
彼

の
「
心
」
は
、
結
局
、
満
足
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
満
足
で
き
な
か
っ
た
と
は
っ
き
り
と

言
え
る
の
か
？

そ
れ
は
、
若
し
も
誰
か
の
「
考
え
や
思
想
」
な
ど
に
満
足
し
て
い
た
な
ら
ば
、
恐
ら
く
、

そ
の
「
考
え
や
論
理
」
の
上
に
立
っ
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
な
り
の
「
考
え
や
思
想
」
が
展
開
さ
れ
て
い
た
に

違
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
自
身
の
あ
の
徹
底
し
た
「
無
知
の
自
覚
」
と
い
う
も
の
は
、
半
永

、
、
、
、

、
、
、
、
、

久
的
に
得
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
、
あ
る
「
考
え
や
思
想
」
に
興
味
を
持
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
、
一
体
、

ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
を
厳
密
に
吟
味
し
て
、
や
が
て
、
そ
の
「
考
え
方
」
を
否
定
し
て
し
ま
っ
た
だ

ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
い
か
な
る
「
考
え
や
思
想
」
で
も
、
完
全
無
欠
の
「
考
え
や
思
想
」
な
ど
存
在
し
な

い
か
ら
で
あ
る
。
必
ず
ど
こ
か
に
「
矛
盾
や
欠
点
」
な
ど
を
宿
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ソ

ク
ラ
テ
ス
の
よ
う
な
強
い
精
神
は
、
い
か
に
完
璧
そ
う
に
見
え
る
「
考
え
や
思
想
」
で
も
、
そ
の
「
矛
盾

や
欠
点
」
な
ど
を
素
早
く
見
つ
け
出
し
て
し
ま
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
当
然
、
そ
の
「
考
え
や
思
想
」
な
ど

に
は
も
う
満
足
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
当
時
ま
で
の
数
多
く
の
傑
出
し
た
人
物
た
ち
は
、

そ
こ
ま
で
は
行
け
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
、
自
分
の
考
え
出
し
た
「
考
え
や
思
想
」
な
ど
に
満

足
し
て
し
ま
っ
て
、
そ
こ
で
眠
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
は
、
い

か
な
る
「
考
え
や
思
想
」
に
も
満
足
で
き
な
か
っ
た
。
彼
の
強
い
精
神
が
、
そ
れ
ら
を
「
す
べ
て
否
定
し

て
し
ま
っ
た
」
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
は
、
い
か
な
る
「
考
え
や
思
想
」
の
上

に
も
安
住
で
き
な
か
っ
た
人
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
な
ぜ
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
自
分
の
「
考
え
や
思
想
」
を

う
ち
立
て
な
か
っ
た
の
か
、
と
問
わ
れ
れ
ば
、
そ
う
で
は
な
い
の
だ
、
と
答
え
る
し
か
な
い
。
つ
ま
り
、

た
と
え
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
、
彼
な
り
の
「
考
え
や
思
想
」
を
う
ち
立
て
よ
う
と
し
て
も
、
彼
の
強
い
精
神
が
、

や
が
て
、
自
分
で
「
そ
れ
を
否
定
し
て
し
ま
っ
た
」
に
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

何
度
も
繰
り
返
す
が
、
当
時
ま
で
の
傑
出
し
た
人
物
た
ち
は
、
そ
こ
ま
で
は
行
け
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な

ら
、
彼
ら
は
、
自
分
が
考
え
出
し
た
「
考
え
や
思
想
」
の
上
に
立
っ
て
、
そ
こ
で
眠
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
は
、
も
の
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
の
「
ど
ん
底
」
ま
で
行
っ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

、
、
、
、

た
人
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
様
々
な
「
考
え
や
思
想
」
な
ど
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
る
足
場
（
大
元
）
の
「
矛

、
、
、
、
、

盾
や
欠
点
」
な
ど
を
素
早
く
見
つ
け
出
し
て
は
、
そ
れ
を
ど
ん
ど
ん
否
定
し
て
行
っ
た
。
そ
し
て
、
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
立
場
を
ど
ん
ど
ん
否
定
し
て
い
け
ば
、
そ
れ
は
、
ま
さ
に
果
て
し
の
な
い
「
思
惟
活
動
」
の

、
、
、
、

「
無
限
地
獄
」
に
深
く
陥
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
が
、
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
な
「
弱
い
精
神
」
で
は
、
そ
の
よ

、
、
、
、

う
な
「
思
惟
活
動
」
の
「
無
限
地
獄
」
に
は
な
か
な
か
耐
え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ど
う

、
、
、
、

、
、
、
、

し
て
も
わ
れ
わ
れ
は
、
何
ら
か
の
「
考
え
や
論
理
」
の
上
に
立
っ
て
、
物
事
を
考
え
始
め
て
し
ま
う
。
し

か
し
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
は
、
そ
の
「
足
場
（
立
場
）
」
と
い
う
も
の
を
限
り
な
く
否
定
し
て
行
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
は
、
あ
る
「
考
え
や
論
理
」
と
い
う
も
の
を
土
台
に
し
て
、
そ
の
上

に
ソ
ク
ラ
テ
ス
な
り
の
豪
華
な
「
建
築
物
」
（
つ
ま
り
「
思
想
」
）
を
築
き
上
げ
た
人
で
は
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
全
く
揺
る
ぎ
の
な
い
「
足
場
」
（
土
台
）
と
い
う
も
の
を
愛
求
し
て
、
不
安
定
な
「
土
台
」
と
い

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

、
、

、
、

う
も
の
を
次
か
ら
次
へ
と

退

け
て
行
っ
た
人
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
無
限
に
繰
り
返

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

し
り
ぞ

し
て
い
く
と
、
一
体
、
ど
こ
へ
行
く
の
か
。
そ
れ
は
、
今
ま
で
は
確
か
な
も
の
と
思
わ
れ
て
い
た
も
の
も

み
な
不
確
か
な
も
の
と
な
り
、
も
う
何
が
な
ん
だ
か
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
よ
う
な
、
い
わ
ば
「
ブ
ラ
ッ
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ク
・
ホ
ー
ル
」
（
超
高
密
度
天
体
）
の
な
か
に
深
く
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
て
し
ま
う

だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
世
界
で
は
も
う
す
べ
て
の
も
の
が
意
味
を
失
い
、
今
ま
で
の
価
値
観
や
道
徳
観

或
い
は
様
々
な
既
成
概
念
な
ど
が
ば
ら
ば
ら
に
空
中
分
解
し
て
し
ま
う
、
ま
た
、
自
分
と
い
う
あ
れ
こ
れ

の
性
格
や
考
え
方
な
ど
も
空
中
分
解
を
し
て
、
も
う
何
が
な
ん
だ
か
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
よ
う
な
世
界

に
深
く
陥
っ
て
し
ま
い
、
も
う
何
も
か
も
が
よ
く
分
か
ら
な
い
、
そ
う
い
う
永
遠
の
「
虚
無
の
世
界
」
の

、
、
、

、
、
、
、
、

な
か
に
深
く
陥
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
ふ
と
我
に
返
っ
た
時
に
、
全
身
に
戦
慄
が
走
る
こ
と
に

も
な
る
わ
け
で
あ
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
間
違
い
な
く
、
そ
こ
ま
で
行
っ
た
。
ま
た
、
そ
こ
ま
で
行
か
な

け
れ
ば
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
よ
う
な
、
あ
の
徹
底
し
た
「
無
知
の
自
覚
」
と
い
う
も
の
は
、
決
し
て
得
ら
れ

な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

四
、
揺
る
ぎ
な
い
「
足
場
」

さ
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
あ
の
徹
底
し
た
「
無
知
の
自
覚
」
と
い
う
も
の
は
、
決
し
て
中
途
半
端
な
も
の

で
は
な
く
、
た
と
え
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
何
百
年
も
生
き
続
け
た
と
し
て
も
、
永
遠
に
変
わ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
だ
ろ
う
徹
底
し
た
「
自
覚
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
永
遠
に
変
わ
り
よ
う
の
な
い
徹
底

し
た
「
自
覚
」
と
は
、
一
体
、
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
の
か
？

―
―
そ
れ
は
、
あ
る
中
途
半
端
な
「
足

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

、

場
」
の
上
に
立
っ
て
、
そ
こ
か
ら
い
く
ら
物
事
を
真
剣
に
考
え
深
め
て
も
、
結
局
は
、
中
途
半
端
な
答
え

、

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

し
か
得
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
大
事
な
の
は
、
全
く
揺
る
ぎ
の
な
い
「
足
場
」
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、

、

上
に
立
っ
て
、
物
事
を
考
え
深
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
当
時
ま
で
の
傑
出
し
た
人
物
た

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ち
は
、
そ
こ
ま
で
は
行
け
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
、
彼
ら
な
り
の
「
足
場
」
の
上
に
立
っ
て
、

そ
の
人
な
り
の
「
考
え
や
思
想
」
を
生
み
出
し
て
は
、
そ
こ
で
満
足
し
、
眠
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
は
、
そ
う
い
う
何
ら
か
の
「
考
え
や
論
理
」
の
上
に
立
っ
て
、
自
分
な

り
の
「
考
え
や
思
想
」
を
展
開
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
皆
無
で
あ
る
。
そ
し
て
、
た
と
え
ソ
ク

、
、

ラ
テ
ス
自
身
、
彼
な
り
の
「
考
え
や
思
想
」
を
う
ち
立
て
よ
う
と
試
み
た
と
し
て
も
、
や
が
て
、
彼
は
、

自
分
で
そ
の
「
考
え
や
思
想
」
を
否
定
し
て
し
ま
っ
た
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
る
「
考
え
や
論
理
」
の

上
に
立
っ
て
、
自
分
な
り
の
「
考
え
や
思
想
」
を
展
開
し
て
い
け
ば
、
必
ず
何
ら
か
の
矛
盾
や
欠
点
に
つ

き
当
た
る
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
と
自
覚
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人

は
、
あ
る
「
考
え
や
論
理
」
の
上
に
立
っ
て
、
な
に
か
自
分
な
り
の
「
考
え
や
思
想
」
と
い
う
豪
華
な
「
建

築
物
」
を
う
ち
立
て
る
こ
と
を
願
っ
た
人
で
は
な
く
、
む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
人
間
が
も
う
当
然
の
こ
と
と
し

て
少
し
も
疑
う
こ
と
も
な
い
「
足
場
」
が
、
実
は
そ
れ
ほ
ど
確
か
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
厳
密
に
は

不
安
定
な
も
の
が
極
め
て
多
く
、
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
不
安
定
な
「
足
場
」
を
ど
ん
ど
ん

退

け
て
、
よ
り

し
り
ぞ

確
か
で
、
よ
り
揺
る
ぎ
の
な
い
「
足
場
」
を
愛
求
し
て
、
ど
こ
ま
で
も
考
え
深
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
、

行
な
っ
て
い
た
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
は
、
い
わ
ば
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
」
（
超
高
密
度
天
体
）
の
よ
う

な
人
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
あ
る
「
考
え
や
論
理
」
の
上
に
立
っ
て
、
自
分
の
「
考
え
や
思
想
」
を
展
開
し

て
、
い
わ
ば
「
光
」
（
「
知
識
や
思
想
」
）
な
ど
を
放
つ
よ
う
な
、
そ
う
い
う
一
般
の
「
天
体
（
恒
星
）
」

と
は
全
く
違
っ
て
、
む
し
ろ
こ
の
世
に
あ
る
様
々
な
「
考
え
や
思
想
」
な
ど
を
ど
ん
ど
ん
受
け
入
れ
、
厳

密
に
吟
味
し
な
が
ら
、
し
か
も
、
い
か
な
る
「
考
え
や
論
理
」
の
上
に
も
立
た
ず
、
ひ
た
す
ら
最
究
極
の

「
真
実
、
真
理
、
そ
の
他
」
な
ど
を
愛
求
し
て
、
無
限
に
果
て
し
な
く
ど
こ
ま
で
も
問
い
続
け
て
や
ま
な

い
「
思
惟
活
動
」
そ
の
も
の
を
行
な
っ
て
い
た
「
存
在
（
人
物
）
」
で
あ
り
、
自
分
か
ら
は
決
し
て
何
ら

、
、
、
、
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の
「
光
」
（
「
知
識
や
思
想
」
）
を
外
に
向
か
っ
て
放
と
う
と
は
し
な
い
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
し
、

若
し
も
知
的
好
奇
心
の
旺
盛
な
人
が
彼
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
近
づ
い
て
、
親
し
く
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
を

行
な
え
ば
、
そ
の
圧
倒
的
な
「
魅
力
」
に
強
く
惹
き
つ
け
ら
れ
て
、
も
う
そ
こ
か
ら
抜
け
出
る
こ
と
が
で

き
な
い
よ
う
な
、
そ
う
い
う
存
在
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
当
時
ま
で
の
傑
出
し
た
人
物
た
ち
は
、
そ
こ
ま
で
は
行
け
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら

は
、
自
分
の
「
考
え
や
論
理
」
の
上
に
立
っ
て
、
眠
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
ソ
ク
ラ

テ
ス
の
よ
う
に
半
永
久
的
に
「
光
」
（
「
知
識
や
思
想
」
）
と
い
う
も
の
を
外
に
向
か
っ
て
放
つ
こ
と
が
な

く
、
も
う
何
一
つ
厳
密
に
は
「
知
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
、
こ
れ
と
い
う
「
知
識
」
は
何
も
得
ら
れ

な
い
こ
と
に
な
り
、
具
体
的
な
進
歩
も
向
上
も
望
め
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ど
う
し
て
も
あ
る

「
考
え
や
論
理
」
と
い
う
足
場
の
上
に
立
っ
て
、
そ
の
人
な
り
の
「
考
え
や
思
想
」
を
展
開
し
て
い
く
し

か
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
行
な
え
ば
、
必
ず
他
人
か
ら
そ
の
「
考
え
や
思
想
」
に
つ
い
て
の
何
ら
か
の

「
矛
盾
や
欠
点
」
な
ど
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
完
全
無
欠
の
「
考
え
や
思
想
」
な
ど

ど
こ
に
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
そ
れ
で
大
事
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
い
う
こ
と
の
積

み
重
ね
に
よ
っ
て
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
人
類
の
「
文
化
や
文
明
」
（
こ
こ
で
は
特
に
「
学
問
」
）
は
、
今
日

ま
で
間
違
い
な
く
「
前
進
・
進
歩
」
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
、
プ
ラ
ト
ン
と
い
う
人
は
、
自
分
の
書
い
た
数
多
く
の
「
著
作
」
に
対
し
て
、
そ
れ
ほ
ど
大
き

な
価
値
も
重
点
も
お
か
な
か
っ
た
人
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
プ
ラ
ト
ン
自
身
、
い
わ
ゆ
る
真
の
「
哲
学
（
愛

知
学
）
」
の
何
た
る
か
を
誰
よ
り
も
骨
身
に
染
み
て
よ
く
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
自
身
、

、
、
、
、

そ
れ
ほ
ど
大
き
な
価
値
も
重
点
も
置
か
な
か
っ
た
「
著
作
」
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
結
果
と
し
て
、

そ
の
後
の
わ
れ
わ
れ
人
類
に
及
ぼ
し
た
影
響
や
知
的
貢
献
と
い
う
も
の
に
は
、
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
の
極

め
て
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
疑
う
余
地
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
プ
ラ
ト
ン
と
い
う
人

は
、
自
ら
「
光
」（
「
知
識
や
思
想
」）
を
放
っ
て
い
る
極
め
て
数
多
く
の
「
天
体
（
恒
星
）」
の
中
で
も
、

一
き
わ
光
り
輝
く
巨
大
な
「
恒
星
（
魂
）」
の
一
つ
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
比
べ
て
、
こ
の
世
の
様
々
な
「
考
え
や
思
想
」
な
ど
を
ど
ん
ど
ん
受
け
入
れ
、
厳
密
に
吟
味
し

な
が
ら
、
し
か
も
い
か
な
る
「
考
え
や
論
理
」
の
上
に
も
立
た
ず
、
ひ
た
す
ら
最
究
極
の
「
真
実
、
真
理
、

そ
の
他
」
な
ど
を
愛
求
し
て
、
無
限
に
果
て
し
な
く
ど
こ
ま
で
も
問
い
続
け
て
や
ま
な
い
「
思
惟
活
動
」

そ
の
も
の
を
行
な
っ
て
い
る
、
あ
の
ま
る
で
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
」
（
超
高
密
度
天
体
）
の
よ
う
な
、

、
、
、
、

自
ら
は
決
し
て
何
ら
の
「
光
」
（
「
知
識
や
思
想
」
）
を
外
に
向
か
っ
て
放
と
う
と
は
し
な
い
、
ソ
ク
ラ
テ

ス
と
い
う
人
物
こ
そ
は
、
数
知
れ
ぬ
ほ
ど
あ
る
「
天
体
」
の
な
か
で
も
、
極
め
て
「
特
異
な
存
在
」
で
あ

る
と
と
も
に
、
真
に
恐
る
べ
き
巨
大
な
「
存
在
（
魂
）
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
の
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
よ
う
に
自
ら
決
し
て
何
ら
の
「
光
」
（
「
知
識
や
思
想
」
）
を
外
に
向
か
っ

て
放
と
う
と
せ
ず
、
ひ
た
す
ら
最
究
極
の
「
真
実
、
真
理
、
そ
の
他
」
な
ど
を
愛
求
し
て
、
無
限
に
果
て

し
な
く
ど
こ
ま
で
も
問
い
続
け
て
や
ま
な
い
「
思
惟
活
動
」
そ
の
も
の
を
行
な
っ
て
い
る
人
物
に
は
、
一

、
、
、
、

体
、
ど
う
い
う
存
在
理
由
な
り
価
値
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

―
―
と
い
う
の
も
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
よ
う

に
自
ら
決
し
て
何
ら
の
「
光
」
（
「
知
識
や
思
想
」
）
を
外
に
向
か
っ
て
放
と
う
と
し
な
い
な
ら
ば
、
そ
の

ソ
ク
ラ
テ
ス
か
ら
は
、
何
か
具
体
的
な
「
知
識
」
を
得
た
り
、
あ
る
い
は
学
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
ま
っ
た

く
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
う
い
う
具
体
的
な
「
知
識
」
が
何
一
つ
得
ら
れ

な
い
な
ら
ば
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
存
在
自
体
に
、
一
体
、
ど
う
い
う
「
意
味
や
価
値
」
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
？

む
し
ろ
何
の
「
意
味
も
価
値
」
も
な
い
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
か
ら
は
、
こ
れ
と
い
う
具
体
的
な
「
知
識
」
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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そ
れ
で
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
と
親
し
く
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
体
、
何
が
得
ら
れ
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
？

―
―
確
か
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
物
か
ら
は
、
こ

れ
と
い
う
具
体
的
な
「
知
識
」
を
学
ぶ
こ
と
は
、
で
き
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
か

ら
は
、
も
っ
と
遙
か
に
大
事
な
も
の
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
れ
は
、
一
体
、
何

か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
か
と
思
う
。

例
え
ば
、
あ
る
「
問
題
」
に
つ
い
て
、
若
い
人
が
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
親
し
く
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
を

行
な
う
と
い
う
場
合
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の
人
は
、
そ
の
「
問
題
」
に
つ
い
て
、

自
分
は
、
こ
う
思
う
と
答
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
「
答
え
」
（
考
え
方
）
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
よ
っ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
厳
密
に
吟
味
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
人
自
身
、
も
う
す
で
に

よ
く
知
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
実
は
そ
れ
ほ
ど
は
っ
き
り
と
知
っ
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
に

気
づ
か
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
さ
ら
に
そ
の
「
問
題
」
に
つ
い
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
親
し
く
よ
り
真
剣
に
「
対

話
（
吟
味
）
活
動
」
を
積
み
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
そ
の
人
は
、
「
自
分
の
力
」
（
「
思
考
能
力
」
）
だ
け

で
は
と
て
も
そ
こ
ま
で
入
っ
て
行
け
な
い
よ
う
な
、
よ
り
深
い
と
こ
ろ
ま
で
考
え
を
深
め
て
い
く
こ
と
に

な
る
。
―
―
つ
ま
り
、
そ
の
人
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
巧
み
な
「
話
術
（
問
答
）
」
に
導
か
れ
て
、
あ
る
「
問

題
」
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
よ
り
厳
密
な
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
を
一
緒
に
行
な
う
こ
と

と
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
そ
の
人
自
身
、
知
ら
ず
識
ら
ず
の
う
ち
に
、
物
事
を
よ
り
深
く
厳
密
に
考

え
深
め
て
い
く
こ
と
を
、
ま
さ
に
身
を
以
っ
て
学
び
、
行
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
物
と
い
ろ
い
ろ
な
問
題
で
親
し
く
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
を

何
度
も
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
は
、
物
事
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
そ
し
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
深
め
て
い
け
ば
よ
い
か
と
い
う
、
そ
う
い
う
「
思
考
（
思
索
）
活
動
」
そ
の
も
の
を
学
ぶ
こ
と
に

、
、
、
、

な
る
の
で
あ
る
。
―
―
つ
ま
り
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
物
か
ら
学
べ
る
の
は
、
何
か
具
体
的
な
「
知
識
」

な
ど
で
は
な
く
、
む
し
ろ
物
事
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
深
め
て
い
け
ば
、

い
わ
ゆ
る
物
事
の
「
本
質
、
真
実
、
真
理
、
源
泉
、
そ
の
他
」
な
ど
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
得
る
か
と

い
う
、
そ
う
い
う
本
格
的
な
「
思
考
（
思
索
）
活
動
」
そ
の
も
の
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ

、
、
、
、

る
。
そ
れ
は
、
す
な
わ
ち
、
「
自
ら
も
の
を
考
え
る
方
法
や
そ
の
仕
方
」
な
ど
を
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
親
し

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

く
様
々
な
問
題
で
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
を
何
度
も
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
に
鍛
え
上
げ
ら

れ
、
育
て
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
最
究
極
の
「
真
実
、
真
理
、
そ
の
他
」
な
ど

を
愛
求
し
て
、
無
限
に
果
て
し
な
く
ど
こ
ま
で
も
探
究
し
て
や
ま
な
い
よ
う
な
本
格
的
な
「
思
考
（
思
索
）

活
動
」
そ
の
も
の
を
学
ぶ
こ
と
に
な
り
、
そ
の
よ
う
な
本
格
的
な
「
思
考
（
思
索
）
活
動
」
そ
の
も
の
を

、
、
、
、

、
、
、
、

真
に
身
に
付
け
れ
ば
、
そ
の
人
は
、
自
ら
考
え
、
自
ら
判
断
し
、
自
ら
行
動
で
き
得
る
よ
う
な
、
そ
う
い

う
精
神
の
自
立
し
た
一
人
の
人
間
に
育
っ
て
い
く
こ
と
に
も
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
い
ろ
い

ろ
な
具
体
的
な
「
知
識
」
な
ど
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
か
ら
、
直
接
、
学
ば
な
く
て
も
、
自
分
の
力
で
い
く
ら

で
も
様
々
な
「
本
物
の
知
識
」
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
得
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ

に
こ
そ
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
物
の
存
在
理
由
と
価
値
と
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
に
加
え
て
、
例
え
ば
、
人
間
の
諸
問
題
に
関
し
て
、
あ
る
「
考
え
や
論
理
」
の
上
に
立
っ
て
、
そ

の
人
な
り
の
「
考
え
や
思
想
」
を
華
や
か
に
展
開
し
、
そ
れ
で
満
足
し
て
眠
っ
て
し
ま
う
、
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
知
識
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
「
天
敵
」
と
も
い
う
べ
き
存
在
に
も
な
る
の
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な

ら
、
い
つ
い
か
な
る
時
代
の
、
い
か
な
る
傑
出
し
た
人
物
で
あ
ろ
う
と
も
、
若
し
も
そ
の
人
が
そ
の
人
な

り
の
「
考
え
や
思
想
」
な
ど
に
満
足
し
、
そ
こ
で
眠
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
人
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
に
で
も
ソ

ク
ラ
テ
ス
の
「
亡
霊
」（
魂
）
は
現
わ
れ
て
、
そ
の
人
の
う
ち
立
て
た
「
考
え
や
思
想
」
と
い
う
も
の
が
、
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果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
極
め
て
厳
密
に
「
吟
味
（
検
討
）
」

さ
れ
た
挙
げ
句
に
、
何
ら
か
の
「
矛
盾
や
欠
点
」
な
ど
を
素
早
く
見
つ
け
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
、
若
し
も
い
か
な
る
「
矛
盾
や
欠
点
」
も
見
い
出
せ
な
い
よ
う
な
文
字
通
り
「
完
全
無
欠

な
も
の
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
は
、
ま
さ
に
い
わ
ゆ
る
最
究
極
の
「
真
実
、
真
理
、
そ
の
他
」

な
ど
に
つ
い
に
辿
り
着
い
た
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
物
の
、
あ
の
有
名
な
「
無
知
の
自
覚
」
と
い
う
も
の
が
、

ど
れ
ほ
ど
徹
底
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
か
、
中
途
半
端
な
知
識
人
た
ち
に
は
ど
う
し
て
も
理
解
で
き
な

い
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
中
途
半
端
な
知
識
人
た
ち
は
、
や
が
て
そ
の
人
な
り
の
「
考
え
や
思
想
」
を
豪

華
に
う
ち
立
て
て
、
そ
れ
で
も
う
安
心
し
て
眠
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
が
心
の

底
か
ら
愛
し
求
め
た
も
の
は
、
そ
う
い
う
中
途
半
端
な
も
の
な
ど
で
は
決
し
て
な
く
、
む
し
ろ
遙
か
彼
方

に
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
、
い
わ
ゆ
る
最
究
極
の
「
真
実
、
真
理
、
そ
の
他
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
例
え
ば
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
は
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
人
た
ち
と
積
極

的
に
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
を
行
な
っ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
時
に
、
た
と
え
ソ
ク
ラ
テ
ス
な
り
の

「
答
え
」
を
示
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
ま
さ
に
「
時
に
中
す
」
（
つ
ま
り
「
そ
の
時
に
最
も
的
を
射

、
、
、
、

た
答
え
を
す
る
」
）
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
「
答
え
」
を
そ
の
ま
ま
最
究
極
の
「
真
実
、

真
理
、
そ
の
他
」
な
ど
と
考
え
て
、
も
う
そ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
や
め
て
し
ま
う
の
で
は
決

し
て
な
く
、
何
度
も
何
度
も
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
、
ま
さ
に
遙
か
彼
方
に
あ
る
最
究
極
の
「
真
実
、
真
理
、

そ
の
他
」
な
ど
を
愛
求
し
て
、
無
限
に
果
て
し
な
く
ど
こ
ま
で
も
問
い
続
け
て
や
ま
な
い
「
思
惟
活
動
」

そ
の
も
の
を
、
（
そ
れ
こ
そ
、
ま
さ
に
「
愛
知
学
」
《
つ
ま
り
「
哲
学
」
》
そ
の
も
の
で
あ
る
が
）
、
ソ
ク

、
、
、
、

、
、
、

、
、
、
、

ラ
テ
ス
と
い
う
人
は
、
毒
杯
の
毒
が
全
身
に
ま
わ
っ
て
死
ん
で
ゆ
く
、
そ
の
瞬
間
ま
で
し
続
け
る
こ
と
に

な
る
わ
け
で
あ
る
。
―
―
そ
れ
ゆ
え
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
こ
そ
は
、
ま
さ
に
真
の
「
哲
学
」
（
つ
ま
り
「
愛
知

学
」
）
の
ま
さ
に
創
始
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
真
に
優
れ
た
「
哲
学
の
実
践
者
」
で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ

、
、
、

、
、
、
、
、
、

と
に
な
る
の
で
あ
る
。

＊

＊
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「
イ
デ
ア
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」
へ
の
「
六
段
階
」
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「
イ
デ
ア
論
」
へ
の
「
六
段
階
」

《
第
一
段
階
》

晩
年
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
の
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
思
い
出
』
と
い
う
著
作
に
よ
る
と
、「
…

…
彼
は
、
絶
え
ず
家
の
外
で
暮
し
た
。
早
朝
か
ら
遊
歩
路
や
道

場
へ
出
か
け
て
行
き
、
市
場
の
出
盛

ペ
リ
パ
ト
ス

ギ
ュ
ム
ナ
シ
オ
ン

い

ち

ば

る
午
前
中
は
市
場
に
お
り
、
そ
れ
か
ら
あ
と
は
一
日
中
、
い
つ
も
大
勢
の
人
間
が
寄
り
集
る
と
こ
ろ
へ
来

い

ち

ば

て
い
た
。
そ
し
て
大
抵
は
談
論
し
て
お
り
、
誰
で
も
彼
の
話
を
聞
け
た
の
で
あ
る
。
（
中
略
）、
そ
し
て
、

彼
自
身
は
い
つ
も
人
間
の
こ
と
を
問
題
と
し
、
敬
神
と
は
何
か
、
不
敬
と
は
何
か
、
美
と
は
何
か
、
醜
と

は
何
か
、
正
と
は
何
か
、
不
正
と
は
何
か
、
思
慮
と
は
何
か
、
狂
と
は
何
か
、
勇
と
は
何
か
、
怯
儒
と
は

何
か
、
国
家
と
は
何
か
、
為
政
者
と
は
何
か
、
政
府
と
は
何
か
、
統
治
者
と
は
何
か
、
そ
の
他
こ
う
し
た

題
目
を
論
じ
、
そ
し
て
こ
れ
を
知
る
者
は
君
子
人
で
あ
り
、
知
ら
ぬ
者
は
ま
さ
に
奴
隷
者
と
呼
ば
れ
て
も

致
し
方
な
い
も
の
と
考
え
た
。
…
…
」（
一
、
十
六
）
と
あ
る
。

さ
て
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
少
な
く
と
も
「
二
〇
歳
か
ら
二
十
八
歳
」
の
八
年
間
、
晩
年
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
と

は

た

ち

親
し
く
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
い
わ
ゆ
る
「
哲
学
的

問
答
法
」
と
い
う
も
の
を
自
然
と
身
を
以
っ
て
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
「
二
〇
歳
か

は

た

ち

ら
二
十
八
歳
」
と
い
う
最
も
知
的
好
奇
心
の
旺
盛
な
、
最
も
影
響
を
受
け
や
す
い
、
ま
さ
に
人
間
と
し
て

で
き
上
が
ろ
う
と
し
て
、
よ
り
質
の
高
い
「
知
的
食
料
」
に
も
う
飢
え
に
飢
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
時
期
（
「
人

間
形
成
期
」
の
後
半
期
）
に
、
当
時
ア
テ
ナ
イ
随
一
と
も
い
う
べ
き
「
最
良
の
知
性
」
を
持
っ
た
晩
年
の

ソ
ク
ラ
テ
ス
と
め
ぐ
り
逢
え
ば
、
若
い
プ
ラ
ト
ン
は
、
そ
こ
で
交
わ
さ
れ
る
「
人
間
の
諸
問
題
」
に
関
す

る
実
に
様
々
な
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
の
内
容
（
そ
の
数
多
く
の
生
命
を
宿
し
た
言
葉
）
を
も
の
す
ご

い
勢
い
で
「
吸
収
し
」
な
が
ら
、
若
い
プ
ラ
ト
ン
は
、
自
分
で
も
驚
く
ほ
ど
ど
ん
ど
ん
「
内
的
成
長
」
し

て
い
く
の
が
、
は
っ
き
り
と
自
覚
で
き
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
は
、
言
葉
を
換
え
れ
ば
、
若
い
プ
ラ
ト
ン

は
、
晩
年
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
か
ら
「
決
定
的
な
影
響
」
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

や
が
て
、
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
刑
死
か
ら
数
年
後
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
数
多
く
の
「
初
期
著
作
」
を
書
き
始

め
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
「
書
き
方
」
、
つ
ま
り
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
主
人
公
（
或
い
は
登
場
）
さ
せ
た
数

多
く
の
著
作
」
を
書
く
と
い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
、
プ
ラ
ト
ン
の
「
頭
の
中
」（
或
い
は
「
心
の
中
」）

に
「
蓄
え
（
蓄
積
）
」
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
か
な
り
膨
大
な
量
の
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言
動
」
を
、
そ

の
た
び
ご
と
に
「
想
い
出
」
し
て
は
、
そ
の
「
想
い
出
」
し
た
い
ろ
い
ろ
な
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言
動
」
の

意
味
を
、
新
た
に
「
理
解
し
直
す
（
或
い
は
深
め
て
い
く
）
」
と
い
う
こ
と
を
自
然
と
行
な
っ
て
い
た
と

と
も
に
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
な
り
き
っ
て
、
そ
の
「
内
的
世
界
」
（
特

に
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
思
惟
界
」
）
を
徹
底
的
に
生
き
て
み
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
と
可
能
な
限
り
「
一
体
」
と
な
っ
て
、
そ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
を

「
内
か
ら
理
解
す
る
」
と
い
う
、
人
類
史
上
ほ
と
ん
ど
例
の
な
い
真
に
驚
く
べ
き
「
人
間
理
解
方
法
」
を

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

、

採
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ま
た
、
そ
も
そ
も
プ
ラ
ト
ン
は
、
な
ぜ
、
自
分
の
「
考
え
や
思
想
」
を
「
自
分
の
名
前
」
で
語
ら
ず
、

「
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
登
場
人
物
」
に
語
ら
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
？

こ
の
問
題
は
、

未
だ
に
「
大
き
な
謎
」
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
「
む
し
ろ
逆
な
の
だ
」
と
何
度
で

、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

も
繰
り
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
、
一
体
、「
何
が
ど
う
逆
な
の
か
」
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
、

次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
―
―
つ
ま
り
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
刑
死
し
た
時
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
二
十
八
歳
で
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あ
っ
た
が
、
そ
の
時
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
ま
だ
「
魂
の
問
題
」
に
つ
い
て
も
、
ま
た
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
人
間

に
と
っ
て
最
も
「
大
事
な
こ
と
が
ら
」
と
し
て
考
え
て
い
た
「
善
美
の
問
題
」
に
対
し
て
も
、
そ
し
て
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
が
実
際
に
行
な
っ
て
い
た
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
（
つ
ま
り
「
哲
学
的
問
答
法
」
）
の
何

た
る
か
も
、
ま
だ
十
分
に
は
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

そ
れ
で
は
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
一
体
、
そ
れ
ら
の
問
題
を
ど
う
し
て
「
わ
が
身
に
感
じ
て
、
実
感
と
し
て

理
解
（
或
い
は
解
明
）
で
き
得
た
」
の
だ
ろ
う
か
？

そ
れ
は
、
ま
さ
に
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
主
人
公
と
し

た
初
期
著
作
」
を
数
多
く
書
く
と
い
う
実
際
の
行
為
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
長
年
に
わ
た

っ
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
な
り
き
っ
て
、
そ
の
「
内
的
世
界
」
（
特
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
思
惟
界
」
）
を
徹

底
的
に
生
き
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
自
ず
と
（
或
い
は
思
い
も
か
け
な
い
よ
う
な
感
じ
）
で
「
見

え
て
き
た
も
の
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
や
が
て
、
プ
ラ
ト
ン
の
「
イ
デ
ア
論
」
に
も
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ

う
。
そ
れ
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
考
え
方
」
の
延
長
上
に
「
見
え
て
き
た
も
の
」
で
あ
り
、
そ
の
逆
で
は

決
し
て
あ
り
得
な
い
。（
つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
に
は
、
最
初
か
ら
「
イ
デ
ア
論
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、

そ
れ
を
作
中
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
語
ら
せ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
全
く
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
）

つ
ま
り
、
ま
だ
若
か
っ
た
プ
ラ
ト
ン
に
は
、
自
分
の
「
考
え
や
思
想
」
と
言
っ
た
「
確
た
る
も
の
」
が

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、
、

、

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
数
多
く
の
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
主
人
公
と
し
た
様
々
な
著
作
」
を
書
く
と

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

い
う
実
際
の
行
為
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
こ
そ
、
初
め
て
、
自
分
の
「
考
え
や
思
想
」
（
つ
ま
り
プ
ラ
ト

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

ン
な
り
の
「
考
え
や
思
想
」
）
と
い
う
も
の
が
生
ま
れ
て
き
た
と
考
え
る
方
が
遙
か
に
正
し
い
。
そ
の
逆

、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

は
、
決
し
て
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
―
―
逆
に
言
え
ば
、
も
し
プ
ラ
ト
ン
が
、
い
わ
ゆ
る
「
ソ
ク
ラ

、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、

テ
ス
を
主
人
公
と
し
た
著
作
」
を
ま
っ
た
く
一
冊
も
書
か
ず
、
ま
た
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
つ
い
て
徹
底
的
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

考
え
て
み
る
と
い
う
こ
と
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
恐
ら
く
、
「
見
え
て
は
こ
な
か
っ
た
」
も
の
に
違
い
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

い
の
で
あ
る
。

、
、
、
、
、

《
第
二
段
階
》

さ
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
は
非
常
に
有
名
な
「
無
知
の
知
」
（
「
無
知
の
自
覚
」
）
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
「
…
…
自
分
は
、
知
ら
な
い
こ
と
は
知
ら
な
い
と
思
う
」
と
い
う
極
め
て
単
純
な
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
「
真
意
」
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
―
―
つ
ま
り
、
一
般
の
人
た
ち
が
安
易
に
「
知
識
」

と
呼
ん
で
い
る
不
完
全
で
、
中
途
半
端
な
「
知
識
」
な
ら
ば
、
自
分
で
も
少
な
か
ら
ず
持
ち
合
わ
せ
て
は

い
る
が
、
し
か
し
、
完
全
な
る
「
知
識
」
と
い
う
も
の
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
わ
れ

わ
れ
人
間
の
誰
で
も
、
い
わ
ば
「
無
知
」
の
状
態
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
完
全
な
る
「
知
識
」
と
い
う
の
は
、
一
体
、
誰
が
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
の
か

と
問
え
ば
、
そ
れ
こ
そ
は
、
ま
さ
に
全
知
全
能
的
な
「
神
」
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
ま
さ
に
ソ
ク
ラ
テ
ス

の
基
本
的
な
「
考
え
方
」
に
な
る
の
で
あ
る
。
―
―
つ
ま
り
、
完
全
な
る
「
知
識
」
と
い
う
の
は
、
全
知

全
能
的
な
「
神
」
だ
け
が
持
ち
得
る
の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
人
間
は
、
た
と
え
そ
れ
に
限
り
な
く
近
づ
く

こ
と
が
で
き
得
る
と
し
て
も
、
ま
さ
に
完
全
無
欠
な
る
「
知
識
」
と
い
う
も
の
を
と
ら
え
る
こ
と
は
、
極

め
て
難
し
い
と
い
う
「
考
え
方
」
に
立
つ
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
あ
の
徹
底
し
た
「
無
知

の
自
覚
」
と
い
う
も
の
の
根
底
に
あ
っ
た
「
真
意
」
に
な
る
か
と
思
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
真
の
「
知
者
」
は
、
「
神
」
だ
け
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
人
間
は
、
そ

の
完
全
な
る
「
知
識
」
（
つ
ま
り
「
真
知
」
）
と
い
う
も
の
を
愛
求
し
て
、
無
限
に
果
て
し
な
く
ど
こ
ま

で
も
問
い
続
け
て
や
ま
な
い
永
遠
の
「
愛
知
者
」
で
あ
る
と
い
う
「
考
え
方
」
が
、
こ
こ
か
ら
生
じ
て
来
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る
わ
け
で
あ
る
。（
そ
し
て
、
そ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
完
全
な
る
「
知
識
」
と
い
う
も
の
は
、
や
が
て
は
「
イ

デ
ア
界
」
の
「
イ
デ
ア
」
と
一
つ
に
重
な
り
合
う
こ
と
に
も
な
る
の
だ
ろ
う
。）

ま
た
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
、「
正
義
と
は
何
か
」
、「
勇
気
と
は
何
か
」
、「
美
と
は
何
か
」
、

「
善
と
は
何
か
」
、
そ
の
他
と
問
い
つ
つ
、
実
に
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
人
た
ち
と
積
極
的
に
「
対
話
（
吟

味
）
活
動
」
を
積
み
重
ね
な
が
ら
も
、
結
局
は
、
「
行
き
詰
ま
り
状
態
」
に
な
る
の
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と

い
う
人
間
が
求
め
て
い
た
も
の
は
、
何
か
不
完
全
で
、
中
途
半
端
な
「
知
識
」
な
ど
で
は
決
し
て
な
く
、

誰
が
ど
う
考
え
て
も
、
ま
さ
に
完
全
な
る
「
知
識
」
（
つ
ま
り
「
真
知
」
）
と
い
う
も
の
を
愛
求
し
て
い

た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
あ
の

有
名
な
「
行
き
詰
ま
り
状
態
」
も
、
ま
た
、
あ
の
徹
底
し
た
「
無
知
の
自
覚
」
と
い
う
も
の
も
、
ま
っ
た

く
理
解
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

《
第
三
段
階
》

そ
こ
で
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
愛
求
し
て
い
た
、
そ
の
完
全
な
る
「
知
識
」
と
い
う
も
の

を
そ
の
ま
ま
そ
っ
く
り
受
け
継
ぎ
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
何
ら
か
の
「
言
葉
」
で
表
現
し
よ
う
と
し
て
、
や

が
て
、
い
わ
ゆ
る
「
も
の
そ
の
も
の
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
表
現
す
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
―

―
つ
ま
り
、
正
義
と
は
何
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
「
正
義
そ
の
も
の
」
を
と
ら
え
る
こ
と
が
、

す
な
わ
ち
、
「
真
知
」
で
あ
る
と
い
う
「
考
え
方
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
人
間
に
は
、
な
か
な

か
「
正
義
そ
の
も
の
」
を
そ
の
ま
ま
そ
っ
く
り
完
全
な
る
形
で
と
ら
え
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
容
易
に
で
き
る
の
は
、
ま
さ
に
全
知
全
能
的
な
「
神
」
だ
け
か
も
知
れ
な
い

が
、
し
か
し
、
最
究
極
的
な
も
の
と
し
て
の
「
正
義
そ
の
も
の
」
と
い
う
も
の
は
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
も

し
な
け
れ
ば
、
す
べ
て
は
「
相
対
的
な
も
の
」
に
な
っ
て
し
ま
い
、
物
事
の
「
真
実
、
真
理
、
そ
の
他
」

な
ど
と
い
う
も
の
は
、
半
永
久
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
事
物
に
は
、
す
べ
て
最
究
極
的
な
「
真
実
、
真
理
、
そ
の

他
」
と
し
て
の
「
も
の
そ
の
も
の
」（
つ
ま
り
「
一
な
る
も
の
」
）
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
と
い
う
「
大

前
提
」
を
立
て
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
こ
そ
は
、
ま
さ
に
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
愛

求
し
て
や
ま
な
か
っ
た
完
全
な
る
「
知
識
」
（
つ
ま
り
「
真
知
」
）
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
も

あ
る
の
だ
ろ
う
。

《
第
四
段
階
》

そ
れ
で
は
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
な
ぜ
、
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
考
え
方
」
を
そ
の
ま
ま
忠
実
に
受
け
継
ぎ
な

が
ら
も
、
や
が
て
そ
の
「
考
え
方
」
を
発
展
さ
せ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
イ
デ
ア
論
」
と
い
う
も
の
を
展
開
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
？

そ
の
大
き
な
理
由
と
し
て
は
、
ま
だ
若
か
っ
た
プ
ラ
ト
ン
に
は
、
な

か
な
か
理
解
で
き
な
か
っ
た
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
関
す
る
「
三
つ
の
難
題
」
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
関
す
る
「
三
つ
の
難
題
」
を
徹
底
的
に
解
明
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
「
イ

デ
ア
論
」
と
い
う
も
の
を
導
入
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
に
な
っ
て
来
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で

は
、
そ
の
「
三
つ
の
難
題
」
と
は
、
一
体
、
何
な
の
か
？

そ
の
一
つ
は
、
ま
さ
に
「
魂
の
不
死
」
の
問

題
で
あ
り
、
そ
し
て
、
若
し
も
「
魂
そ
の
も
の
」
と
い
う
「
単
独
で
独
立
し
た
存
在
」
と
い
う
も
の
が
あ

、
、
、
、

る
と
す
れ
ば
、
た
と
え
肉
体
が
滅
び
て
も
、
そ
の
滅
び
た
肉
体
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
魂
」
だ
け
が
抜
け
出
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し
、
そ
の
抜
け
出
し
た
「
魂
」
だ
け
で
、
「
単
独
で
生
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
得
る
」
こ
と
に
な
る
わ
け

で
あ
る
。
次
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
人
間
に
と
っ
て
最
も
「
大
事
な
こ
と
が
ら
」
と
考
え
て
い
た
「
美
に
し

て
善
な
る
も
の
」
（
つ
ま
り
「
善
美
の
問
題
」
）
を
、
い
わ
ゆ
る
「
美
の
イ
デ
ア
」
や
「
善
の
イ
デ
ア
」

と
い
う
形
で
説
明
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
実
際
に
行

な
っ
て
い
た
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
（
つ
ま
り
「
哲
学
的
問
答
法
」
）
と
い
う
の
は
、
一
体
、
何
だ
っ

た
の
か
？

そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
中
途
半
端
な
「
知
識
」
な
ど
で
は
な
く
、
ま
さ
に
完
全
な
る
「
知
識
」

（
つ
ま
り
「
真
知
」
）
と
い
う
も
の
を
愛
求
し
て
、
無
限
に
果
て
し
な
く
ど
こ
ま
で
も
問
い
続
け
て
や
ま

な
い
本
格
的
な
「
思
考
（
思
索
）
活
動
」
そ
の
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
真
の
「
愛
知
者
（
哲
学
者
）
」

、
、
、
、

と
い
う
の
は
、
「
…
…
つ
ね
に
恒
常
不
変
の
あ
り
方
を
保
つ
も
の
（
イ
デ
ア
）
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る

人
々
の
こ
と
で
あ
り
、
他
方
、
そ
う
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
さ
ま
ざ
ま
に
変
転
す
る
雑
多
な
事
物
の
な

か
に
さ
ま
よ
う
人
々
は
哲
学
者
で
は
な
い
」
と
い
う
形
で
、
「
哲
学
」
（
或
い
は
「
哲
学
者
」
）
と
い
う
も

の
を
説
明
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
『
饗
宴
』
『
パ
イ
ド
ン
』
『
国
家
』

『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
と
い
う
中
期
著
作
の
な
か
で
、「
イ
デ
ア
論
」
を
用
い
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
関
す
る
「
三

つ
の
難
題
」
を
徹
底
的
に
解
明
し
て
、
そ
の
「
三
つ
の
難
題
」
に
決
着
を
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

《
第
五
段
階
》

さ
て
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
そ
の
『
パ
イ
ド
ン
』
と
い
う
著
作
の
な
か
で
、
「
…
…
つ
ま
り
、
純
粋
な
美
そ

の
も
の
、
善
そ
の
も
の
、
大
そ
の
も
の
、
そ
の
他
、
す
べ
て
そ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
い
う
前
提
だ
。

君
が
こ
れ
を
認
め
、
こ
れ
ら
の
も
の
は
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
に
同
意
し
て
く
れ
る
な
ら
、
ぼ
く
は
そ
れ

ら
の
も
の
か
ら
出
発
し
て
、
か
の
原
因
を
見
つ
け
だ
し
、
魂
が
不
死
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
と
思
う
。
…
…
」（100B

）
と
い
う
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
魂
の
不
死
」
の
「
証
明
（
説
明
）
」

を
行
な
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
「
も
の
そ
の
も
の
」
（
つ
ま
り
「
イ
デ
ア
」
）
と
い
う
も
の
が
実
在
す
る

と
い
う
大
前
提
か
ら
、
「
魂
の
不
死
」
の
問
題
を
は
じ
め
、
「
善
美
の
問
題
」
や
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
実
践
し

て
い
た
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
（
つ
ま
り
「
哲
学
的
問
答
法
」
）
と
は
、
一
体
、
何
だ
っ
た
の
か
、
と

い
う
、
い
わ
ゆ
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
関
す
る
「
三
つ
の
難
題
」
を
徹
底
的
に
「
解
明
（
説
明
）
」
を
し
て
、

そ
の
「
三
つ
の
難
題
」
に
決
着
を
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
プ
ラ
ト
ン
に
と
っ
て
、
若
し
も
「
イ
デ
ア
論
」
と
い
う
「
大
前
提
」
（
つ
ま
り
「
も
の

そ
の
も
の
」
が
実
在
す
る
と
い
う
考
え
方
）
に
間
違
い
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
、
せ
っ
か
く
「
解
明
（
説

明
）
」
で
き
得
た
「
三
つ
の
難
題
」
の
論
理
展
開
が
、
足
元
か
ら
音
を
立
て
て
崩
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
ま
さ
に
「
イ
デ
ア
論
」
と
い
う
も
の
を
大
前
提
と
し
て
「
論
理
の
展
開
」
を
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
プ
ラ
ト
ン
自
身
、
「
イ
デ
ア
論
」
を
大
前
提
と
し
て
、
ま
さ
に
『
饗
宴
』

『
パ
イ
ド
ン
』
『
国
家
』
『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
等
を
書
き
上
げ
た
あ
と
で
、
非
常
に
不
安
に
な
っ
て
き
て
、

い
わ
ゆ
る
『
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
』
と
い
う
著
作
の
な
か
で
、
あ
る
い
は
『
ソ
ピ
ス
テ
ス
』
と
い
う
著
作
の
な

か
で
、
そ
の
「
イ
デ
ア
論
」
と
い
う
も
の
を
徹
底
的
に
「
吟
味
（
検
討
）
」
し
直
し
て
み
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

《
最
終
段
階
》
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プ
ラ
ト
ン
の
「
イ
デ
ア
論
」
は
、
い
わ
ゆ
る
『
饗
宴
』
や
『
パ
イ
ド
ン
』
或
い
は
『
国
家
』
や
『
パ
イ

ド
ロ
ス
』
と
い
っ
た
「
中
期
著
作
」
の
な
か
で
積
極
的
に
登
場
し
、
そ
し
て
、『
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
』
や
『
ソ

ピ
ス
テ
ス
』
な
ど
の
再
考
を
経
て
は
、
い
わ
ゆ
る
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
で
最
終
的
な
段
階
に
到
達
し
て
い

る
か
と
思
う
。

つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
そ
の
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
と
い
う
著
作
の
な
か
で
、
「
…
…
構
築
者
（
神
）

は
、
一
方
に
、
永
遠
に
あ
る
『
イ
デ
ア
界
』
を
な
が
め
、
他
方
に
、
流
動
し
て
や
ま
な
い
『
形
な
き
も
の
』

（
場
・
母
胎
）
を
見
た
時
に
、
い
わ
ゆ
る
『
イ
デ
ア
界
』
の
ほ
う
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
絶
え
ず
流
動
し
て

や
ま
な
い
『
形
な
き
も
の
』
（
場
・
母
胎
）
の
中
に
生
じ
る
「
生
成
」
（
そ
の
材
料
と
な
る
「
四
元
素
」
）

、
、

な
ど
を
用
い
て
、
い
わ
ゆ
る
『
こ
の
世
（
全
宇
宙
）
』
を
創
り
出
し
た
…
…
」
と
い
う
「
考
え
方
」
へ
と

大
き
く
昇
華
（
完
成
）
さ
せ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。

、
、

も
ち
ろ
ん
、
今
日
で
は
、
「
神
」
が
「
こ
の
世
（
全
宇
宙
）
」
を
創
り
出
し
た
と
い
う
考
え
方
は
、
も

う
誰
も
本
気
で
信
じ
て
い
る
人
な
ど
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
「
考
え
方
」
は
、
今
日

で
は
も
う
全
く
意
味
の
な
い
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
で
は
な
い
。
―
―
つ
ま
り
、

現
代
人
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
プ
ラ
ト
ン
の
「
イ
デ
ア
論
」
を
今

日
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
得
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
人
間
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、「
不

完
全
な
存
在
」
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
「
知
力
や
能
力
」
な
ど
に
は
自
ず
と
限
界
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
様
々
な
事
物
の
最
究
極
の
「
真
実
、
真
理
、
そ
の
他
」
な
ど
を
厳
密
に
と
ら
え
る
こ
と
は
、
な
か
な

か
で
き
に
く
い
。
そ
こ
で
、
完
全
無
欠
な
る
存
在
と
し
て
の
全
知
全
能
的
な
「
神
」
と
い
う
も
の
を
、
か

り
に
「
想
定
」
す
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
そ
の
全
知
全
能
的
な
「
神
」
で
あ
れ
ば
、
こ
の
世
の

、
、

実
に
様
々
な
事
物
の
最
究
極
の
「
真
実
、
真
理
、
そ
の
他
」
な
ど
を
ど
こ
ま
で
も
厳
密
に
と
ら
え
る
こ
と

が
で
き
、
そ
れ
は
、
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
が
〈
一
な
る
も
の
〉
か
ら
で
き
て
い
る
、
ま
さ
に
真
善
美
の
壮

大
な
「
イ
デ
ア
界
」
を
総
観
し
て
い
る
状
態
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
全
知
全
能
的
な
「
神
」
が
、
そ

の
「
思
惟
界
」
で
、
す
べ
て
が
〈
一
な
る
も
の
〉
か
ら
で
き
て
い
る
、
ま
さ
に
真
善
美
の
壮
大
な
「
イ
デ

ア
界
」
を
総
観
し
て
い
る
状
態
と
は
、
ま
さ
に
わ
れ
わ
れ
人
類
の
最
究
極
の
「
到
達
点
」
で
も
あ
り
、
そ

の
永
遠
に
到
達
で
き
得
な
い
最
究
極
の
「
到
達
点
」
に
向
か
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
人
類
は
、
無
限
に
果
て
し

、
、
、
、

、
、
、

な
く
ど
こ
ま
で
も
問
い
続
け
な
が
ら
、
そ
の
最
究
極
の
「
到
達
点
」
へ
と
少
し
で
も
近
づ
け
て
い
こ
う
と

す
る
、
ま
さ
に
永
遠
の
「
愛
知
者
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

、
、
、

、
、
、

＊

＊
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「
無
知
の
自
覚
」
と
「
イ
デ
ア
論
」
と
の
関
係
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「
無
知
の
自
覚
」
と
「
イ
デ
ア
論
」
と
の
関
係
に
つ
い
て

ソ
ク
ラ
テ
ス
に
は
、
非
常
に
有
名
な
「
無
知
の
自
覚
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
言
で
言
え

ば
、
「
知
ら
な
い
こ
と
は
、
知
ら
な
い
と
思
う
」
と
い
う
、
極
め
て
簡
単
な
言
葉
で
表
現
で
き
得
る
も
の

で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
言
葉
の
「
真
意
」
は
、
決
し
て
「
単
純
明
快
な
も
の
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
そ
の
「
問
題
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
が
、
そ
も
そ
も
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
、
自
分
は
、

何
も
知
ら
な
い
、
何
の
知
識
も
な
い
と
い
う
時
、
そ
の
「
知
識
」
と
は
、
一
体
、
ど
う
い
う
も
の
に
な
る

の
だ
ろ
う
か
？

そ
れ
は
、
完
全
な
る
「
知
識
」
は
、
何
一
つ
持
ち
合
わ
せ
て
は
い
な
い
、
不
完
全
で
、

中
途
半
端
な
「
知
識
」
な
ら
ば
、
い
ろ
い
ろ
知
っ
て
は
い
る
が
、
完
全
な
る
「
知
識
」
と
い
う
も
の
は
、

何
一
つ
知
ら
な
い
と
い
う
「
意
味
合
い
」
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
も
っ
と
言
え
ば
、
多
く
の
人
た
ち
が
「
知

識
」
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
な
も
の
な
ら
ば
、
自
分
も
少
な
か
ら
ず
知
っ
て
は
い
る
が
、
し
か
し
、
い
わ
ゆ

る
完
全
な
る
「
知
識
」
と
い
う
も
の
は
、
何
一
つ
持
ち
合
わ
せ
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
考
え
て
い
る
「
知
識
」
と
は
、
あ
れ
こ
れ
の
不
完
全
で
、
中
途
半
端
な
「
知

識
」
な
ど
で
は
な
く
、
ま
さ
に
最
究
極
の
「
真
実
、
真
理
、
そ
の
他
」
と
し
て
の
完
全
な
る
「
知
識
」
と

い
う
も
の
を
愛
求
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
わ
れ
わ
れ
人
間
が
そ
の
よ
う
な
「
完
全

な
る
知
識
」
と
い
う
も
の
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
も
う
誰
で
も
「
無
知
」

の
状
態
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
―
―
例
え
ば
、
「
正
義
と
は
何
か
」
と
い
う
問
題
で
、
い

ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
お
互
い
に
「
対
話
（
議
論
）
」
を
積
み
重
ね
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
「
正
義
に
つ

い
て
」
の
一
般
的
な
「
知
識
」
（
つ
ま
り
は
様
々
な
「
不
完
全
な
答
え
」
）
な
ど
は
、
す
べ
て
そ
の
「
対

話
（
吟
味
）
活
動
」
の
な
か
で
徹
底
的
に
「
吟
味
（
検
討
）
」
さ
れ
尽
さ
れ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
あ
れ

こ
れ
の
「
中
途
半
端
な
知
識
」
な
ど
で
あ
れ
ば
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
自
身
も
少
な
か
ら
ず
知
っ
て
は
い
る
が
、

し
か
し
、
ま
さ
に
最
究
極
の
完
全
な
る
「
知
識
」
と
い
う
も
の
を
と
ら
え
よ
う
と
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
も

「
行
き
詰
ま
り
」
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
完
全
な
る
「
知
識
」
と
い
う
も
の
は
、
一
体
、
誰
が
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
の

か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
は
、
ま
さ
に
全
知
全
能
的
な
「
神
」
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
ま
さ
に
ソ
ク

ラ
テ
ス
の
基
本
的
な
「
考
え
方
」
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
―
―
つ
ま
り
、
完
全
な
る
「
知
識
」
は
、
全
知

全
能
的
な
「
神
」
だ
け
が
持
ち
得
る
の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
人
間
は
、
た
と
え
そ
れ
に
限
り
な
く
近
づ
く

こ
と
が
で
き
得
る
と
し
て
も
、
完
全
無
欠
な
る
「
知
識
」
と
い
う
も
の
を
と
ら
え
る
こ
と
は
、
極
め
て
難

し
い
と
い
う
「
考
え
方
」
に
立
つ
の
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
は
、
ま
さ
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
あ
の
徹
底
し
た
「
無

知
の
自
覚
」
と
い
う
も
の
の
根
底
に
あ
っ
た
「
真
意
」
に
な
る
か
と
思
う
。

、
、

だ
か
ら
こ
そ
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
真
の
「
知
者
」
は
、
「
神
」
だ
け
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
人
間
は
、
そ

の
完
全
な
る
「
知
識
」
（
つ
ま
り
最
究
極
の
「
真
実
、
真
理
、
そ
の
他
」
）
と
い
う
も
の
を
愛
求
し
て
、

無
限
に
果
て
し
な
く
ど
こ
ま
で
も
問
い
続
け
て
や
ま
な
い
永
遠
の
「
愛
知
者
」
で
あ
る
と
い
う
「
考
え
方
」

が
、
こ
こ
か
ら
生
じ
て
来
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
、
真
知
と
は

と
こ
ろ
で
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
す
べ
て
は
「
相
対
的
な
も
の
」
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
絶
対
的
な
「
真

実
、
真
理
、
そ
の
他
」
な
ど
は
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
と
い
う
考
え
方
に
立
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？

も
ち
ろ
ん
、
そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
の
あ
の
有
名
な
『
人
間
は
万
物
の
尺
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度
で
あ
る
』
と
い
う
言
葉
で
代
表
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
数
多
く
の
「
ソ
フ
ィ
ス
ト
」
た
ち
と
基
本
的
に
は

ま
っ
た
く
同
じ
考
え
方
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
何
よ
り
も
そ
の
よ
う
な
「
ソ

フ
ィ
ス
ト
」
た
ち
と
戦
っ
た
人
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
完
全
無
欠
な
る
「
知
識
」
（
つ

ま
り
最
究
極
の
「
真
実
、
真
理
、
そ
の
他
」
）
と
い
う
も
の
は
存
在
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
完
全
な
る

形
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
得
る
の
は
、
ま
さ
に
全
知
全
能
的
な
「
神
」
の
み
に
可
能
な
こ
と
で
あ
り
、

わ
れ
わ
れ
人
間
に
は
ど
う
し
て
も
不
完
全
な
形
で
し
か
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
考
え
方
に
な

る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
す
な
わ
ち
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
あ
の
有
名
な
「
行
き
詰
ま
り
」
状
態
で
あ
る
と

と
も
に
、
あ
の
徹
底
し
た
「
無
知
の
自
覚
」
の
「
真
意
」
に
な
る
か
と
思
う
。

つ
ま
り
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
、
「
正
義
と
は
何
か
」
、
「
不
正
と
は
何
か
」
、
「
勇
気
と
は
何
か
」
、
そ
の
他

と
問
い
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
人
た
ち
と
積
極
的
に
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
を
積
み
重
ね
な
が

ら
も
、
結
局
は
、
「
行
き
詰
ま
り
状
態
」
に
な
る
の
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
が
求
め
て
い
た
も
の

は
、
何
か
不
完
全
で
、
中
途
半
端
な
「
知
識
」
な
ど
で
は
な
く
、
ま
さ
に
完
全
な
る
「
知
識
」
と
い
う
も

の
を
愛
求
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
プ
ラ
ト
ン
は
、
そ
の
よ
う
に
受
け
と
め
た
。
あ
る
い
は
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
そ
の
よ
う
に
解

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

釈
し
た
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
あ
の
有
名
な
「
行
き
詰
ま
り
」
状
態
も
、
あ
の
徹
底
し
た

、
、
、

「
無
知
の
自
覚
」
と
い
う
も
の
も
、
ま
っ
た
く
理
解
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
―
―
そ
こ
で
、

プ
ラ
ト
ン
は
、
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
愛
求
し
て
い
た
、
そ
の
完
全
な
る
「
知
識
」
と
い
う
も
の
を
そ
の
ま
ま

そ
っ
く
り
受
け
継
ぎ
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
何
ら
か
の
「
言
葉
」
で
表
現
し
よ
う
と
し
て
、
や
が
て
、
い
わ

ゆ
る
「
も
の
そ
の
も
の
」（
或
い
は
「
イ
デ
ア
」）
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
、
ま
さ
に
完
全
な
る
「
知
識
」

と
い
う
も
の
を
表
現
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
プ
ラ
ト
ン
に
し
て
み
れ
ば
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
完
全
な
る
「
知
識
」
と
い
う
考
え
方
を
そ
の

ま
ま
そ
っ
く
り
受
け
継
い
だ
だ
け
で
あ
り
、
何
も
自
分
の
「
イ
デ
ア
論
」
を
語
る
た
め
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス

と
い
う
人
間
を
う
ま
く
利
用
し
た
と
か
、
あ
る
い
は
プ
ラ
ト
ン
に
は
も
と
も
と
「
イ
デ
ア
論
」
と
い
う
考

え
方
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
登
場
人
物
に
語
ら
せ
た
と
い
う
「
考
え
方
」
は
、
決
し
て

受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
考
え
方
」
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
プ
ラ
ト
ン
の
「
頭
の
中
」
に
最

初
か
ら
「
イ
デ
ア
論
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
は
ず
も
な
く
、
最
初
は
、
何
よ
り
も
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う

人
間
の
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
か
ら
生
じ
て
来
る
「
行
き
詰
ま
り
」
状
態
と
、
あ
の
徹
底
し
た
「
無
知

の
自
覚
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
の
は
、
ソ
ク
ラ
テ

ス
と
い
う
人
間
は
、
一
般
の
知
識
人
た
ち
と
は
非
常
に
違
っ
て
い
て
、
不
完
全
で
、
中
途
半
端
な
「
知
識
」

と
い
う
も
の
を
決
し
て
「
知
識
」
と
は
認
め
ず
、
真
の
「
知
識
」
と
呼
べ
る
も
の
は
、
た
だ
た
だ
完
全
無

欠
な
る
「
知
識
」
の
み
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
完
全
無
欠
な
る
「
知
識
」
と
い
う
も
の
を
も
っ
と
具
体

的
で
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
表
現
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
一
体
、
ど
う
い
う
も
の
に
な
る
だ
ろ
う

か
と
考
え
た
時
に
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
や
が
て
、
例
え
ば
、「
正
義
」
と
は
何
か
、「
勇
気
」
と
は
何
か
、「
美
」

と
は
何
か
、
「
善
」
と
は
何
か
、
そ
の
他
、
そ
の
よ
う
な
問
い
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
正
義
そ
の
も

の
」
「
勇
気
そ
の
も
の
」
「
美
そ
の
も
の
」
「
善
そ
の
も
の
」
、
そ
の
他
、
そ
う
い
う
「
も
の
そ
の
も
の
」

と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て
、
そ
の
各
々
の
対
象
の
「
対
象
そ
の
も
の
」
（
或
い
は
「
実
相
」
そ
の
も
の
）

を
と
ら
え
る
こ
と
こ
そ
が
、
ま
さ
に
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
愛
求
し
て
や
ま
な
か
っ
た
完
全
無
欠
な
る
「
知
識
」

に
他
な
ら
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
「
正
義
そ
の
も
の
」
「
勇
気
そ
の

も
の
」
「
美
そ
の
も
の
」
「
善
そ
の
も
の
」
、
そ
の
他
、
そ
う
い
う
も
の
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
不
純
物
の
入
り
混
じ
っ
た
「
多
な
る
も
の
」
で
あ
る
は
ず
は
な
く
、
そ
れ
は
、
不
純
物
の
ま
っ
た
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く
入
り
混
じ
ら
な
い
百
パ
ー
セ
ン
ト
純
粋
な
「
一
な
る
も
の
」
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
、
ま
さ
に
最
究
極
の

「
真
実
、
真
理
、
そ
の
他
」
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
完
全
な
る
「
知
識
」
（
つ
ま
り
「
一
な
る
も
の
」
）
と
い
う
も
の
を
観
て
取

る
と
い
う
こ
と
は
、
極
め
て
難
し
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
今
日
、
「
真
実
・
真
理
」
と
考
え
ら
れ

て
い
る
も
の
も
、
次
の
時
代
に
は
、
も
う
「
真
実
・
真
理
」
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

わ
れ
わ
れ
人
間
は
、
ま
さ
に
遙
か
彼
方
に
あ
る
最
究
極
の
「
真
実
、
真
理
、
そ
の
他
」
な
ど
を
愛
求
し
て
、

無
限
に
果
て
し
な
く
ど
こ
ま
で
も
問
い
続
け
て
や
ま
な
い
永
遠
の
「
愛
知
者
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
全

知
全
能
的
な
「
神
」
で
あ
れ
ば
、
す
べ
て
が
〈
一
な
る
も
の
〉
か
ら
で
き
て
い
る
、
ま
さ
に
真
善
美
の
壮

大
な
「
イ
デ
ア
界
」
を
「
総
観
」
す
る
こ
と
が
で
き
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
何

千
万
ピ
ー
ス
と
い
う
個
々
の
イ
デ
ア
か
ら
な
る
巨
大
な
「
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
」
が
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
ら

す
べ
て
が
秩
序
正
し
く
並
べ
揃
え
ら
れ
て
い
る
、
そ
の
壮
大
な
る
全
体
像
を
「
総
観
」
し
て
い
る
の
が
、

ま
さ
に
全
知
全
能
的
な
「
神
」
で
あ
り
、
一
方
、
わ
れ
わ
れ
人
間
は
、
少
し
で
も
そ
の
巨
大
な
「
ジ
グ
ソ

ー
パ
ズ
ル
」
を
完
成
さ
せ
よ
う
と
、
半
永
久
的
に
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
く
永
遠
の
「
愛
知
者
」
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

二
、
イ
デ
ア
と
は

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
も
う
一
度
、
再
確
認
し
て
お
き
た
い
思
う
が
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
が

実
際
に
行
な
っ
て
い
た
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
人
た
ち
と
の
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
か
ら
生
じ
て
く
る

あ
の
有
名
な
「
行
き
詰
ま
り
」
状
態
と
、
そ
の
徹
底
し
た
「
無
知
の
自
覚
」
と
い
う
も
の
か
ら
、
師
ソ
ク

ラ
テ
ス
が
愛
求
し
て
や
ま
な
か
っ
た
も
の
は
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
も
不
完
全
で
、
中
途
半
端
な
「
知

識
」
な
ど
で
は
な
く
、
む
し
ろ
完
全
な
る
「
知
識
」
（
つ
ま
り
「
真
知
」
）
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
、
そ
れ
で
は
、
そ
の
完
全
な
る
「
知
識
」
と
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
も
の
だ
ろ

う
か
と
考
え
た
末
に
、
や
が
て
「
も
の
そ
の
も
の
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
表
現
す
る
よ
う
に
な
る
わ
け

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、「
正
義
そ
の
も
の
」「
勇
気
そ
の
も
の
」「
美
そ
の
も
の
」「
善
そ
の
も
の
」
、

そ
の
他
、
そ
う
い
う
「
も
の
そ
の
も
の
」
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
と
い
う
「
考
え
方
」
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
い
う
「
大
前
提
」
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
『
饗
宴
』『
パ
イ
ド
ン
』
『
国
家
』

『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
と
い
っ
た
「
中
期
著
作
」
の
な
か
で
、
大
々
的
に
そ
の
「
考
え
方
」
を
展
開
さ
せ
る
こ

と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
有
名
な
「
イ
デ
ア
論
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
考
え
方
」
を
そ
の
ま
ま
忠
実
に
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
、

そ
の
「
考
え
方
」
を
発
展
さ
せ
て
、
よ
り
「
体
系
化
し
た
も
の
」
こ
そ
は
、
ま
さ
に
プ
ラ
ト
ン
の
「
イ
デ

ア
論
」
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
な
ぜ
、
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
考
え
方
」

を
そ
の
ま
ま
忠
実
に
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
や
が
て
、
そ
の
「
考
え
方
」
を
発
展
さ
せ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
イ

デ
ア
論
」
と
い
う
も
の
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
？

こ
こ
が
最
も
大
事
な
要
点
で
あ
る

が
、
そ
の
大
き
な
理
由
の
一
つ
と
し
て
は
、
や
は
り
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
か
と
思
う
。

―
―
そ
れ
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
『
パ
イ
ド
ン
』
と
い
う
著
作
の
な
か
に
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
…
…

つ
ま
り
、
純
粋
な
美
そ
の
も
の
、
善
そ
の
も
の
、
大
そ
の
も
の
、
そ
の
他
、
す
べ
て
そ
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
と
い
う
前
提
だ
。
君
が
こ
れ
を
認
め
、
こ
れ
ら
の
も
の
は
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
に
同
意
し
て
く
れ

る
な
ら
、
ぼ
く
は
そ
れ
ら
の
も
の
か
ら
出
発
し
て
、
か
の
原
因
を
見
つ
け
だ
し
、
魂
が
不
死
で
あ
る
こ
と

を
示
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
思
う
の
だ
が
。
…
…
」（100B

）
と
あ
る
。
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つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
い
わ
ゆ
る
「
魂
の
不
死
」
と
い
う
も
の
を
証
明
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て

も
「
も
の
そ
の
も
の
」
と
い
う
「
考
え
方
」
（
つ
ま
り
「
イ
デ
ア
論
」
）
と
い
う
も
の
が
、
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
プ
ラ
ト
ン
は
、
そ
の
「
も
の
そ
の
も
の
」
と
い
う

「
考
え
方
」
（
つ
ま
り
「
イ
デ
ア
論
」
）
と
い
う
も
の
を
、
は
っ
き
り
と
定
義
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
わ

け
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
「
…
…
そ
れ
で
は
、
さ
っ
き
の
議
論
で
問
題
に
な
っ

た
、
あ
の
『
も
の
そ
の
も
の
』
に
も
ど
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
が
質
疑
応
答
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
を
説
明
す
る

真
実
在
は
、
つ
ね
に
変
わ
ら
ず
、
同
一
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
、
変
化
す
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う

か
。
等
し
さ
そ
の
も
の
、
美
そ
の
も
の
、
何
で
あ
れ
『
も
の
そ
の
も
の
』
が
、
つ
ま
り
真
の
実
在
が
、
た

と
え
い
か
な
る
変
化
で
あ
れ
、
な
ん
ら
か
の
変
化
を
う
け
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
こ
れ

ら
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
単
一
の
形
を
も
ち
、
純
粋
に
自
分
だ
け
で
存
在
す
る
『
も
の
そ
の
も
の
』
は
、
つ
ね

に
変
化
せ
ず
、
同
一
の
状
態
に
と
ど
ま
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
時
に
も
、
ど
の
よ
う
な
点
で
も
、
ど
の
よ
う

な
仕
方
で
も
、
何
ら
の
変
化
を
も
受
け
る
こ
と
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。
…
…
」（78d

）
と
あ
る
。

三
、
魂
の
不
死
の
立
証

そ
れ
で
は
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
な
ぜ
、
「
魂
の
不
死
」
と
い
う
も
の
を
敢
え
て
「
立
証
（
証
明
）
」
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
？

そ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
あ
の
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の

弁
明
』
の
な
か
で
言
い
遺
し
た
言
葉
、
つ
ま
り
、
「
…
…
死
と
い
う
も
の
に
対
し
て
善
き
希
望
を
も
っ
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
善
き
人
に
は
、
生
き
て
い
る
と
き
も
、
死
ん
で
か
ら
も
、
悪
し

き
こ
と
は
一
つ
も
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
人
は
、
何
に
取
り
組
ん
で
い
て
も
、
神
々
の
配
慮
を
受
け
な

い
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
だ
と
い
う
、
こ
の
一
事
を
、
真
実
の
こ
と
と
し
て
、
心
に
と
め
て
お
い
て
も
ら

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
…
…
」（41c

～d

）
と
い
う
言
葉
、
ま
た
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
は
、

子
供
の
頃
か
ら
、
例
の
「
ダ
イ
モ
ン
か
ら
の
合
図
」
（
つ
ま
り
「
神
か
ら
の
合
図
」
）
と
い
う
も
の
を
受

け
て
い
た
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
何
よ
り
も
「
真
実
・
真
理
」
（
つ
ま
り
「
真
知
」
）
を
愛
し
求
め
て
、

い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
人
た
ち
と
積
極
的
に
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
を
積
み
重
ね
つ
つ
、
お
互
い
の
「
知

の
状
態
」
を
厳
密
に
吟
味
し
合
い
な
が
ら
、
よ
り
「
よ
く
生
き
る
こ
と
」
を
心
が
け
、
そ
し
て
、
他
人
か

ら
不
正
を
受
け
て
も
、
自
ら
不
正
を
加
え
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
、
も
っ
と
う
ま

く
立
ち
回
れ
ば
、
恐
ら
く
、
軽
い
刑
に
も
な
り
得
た
は
ず
で
あ
り
、
ま
た
、
牢
獄
か
ら
も
容
易
に
国
外
に

逃
亡
す
る
こ
と
も
で
き
得
た
は
ず
な
の
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
な
ぜ
か
「
無
実
の
罪
」
を
受
け
た
ま
ま
毒

杯
を
仰
い
で
従
容
と
し
て
死
ん
で
行
っ
た
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
含
め
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
生

き
方
・
死
に
方
」
と
い
う
も
の
を
考
え
合
わ
せ
て
み
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
も
「
あ
の
世
」（
或
い
は
「
魂

の
不
死
」
）
と
い
う
も
の
を
「
立
証
（
証
明
）
」
し
な
け
れ
ば
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
の
「
生
き
方

・
死
に
方
」
と
い
う
も
の
は
、
ま
っ
た
く
理
解
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
何
と
か
し
て
「
魂
の
不
死
」
と
い
う
も
の
を
「
立
証
（
証
明
）
」
し
よ
う
と

し
て
、
幾
つ
か
の
「
説
明
」
を
試
み
る
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
幾
つ
か
の
「
説
明
」
だ
け

で
は
、
ど
う
し
て
も
不
十
分
で
あ
り
、
そ
こ
で
、
い
わ
ば
「
最
後
の
切
り
札
」
的
な
も
の
と
し
て
、
い
わ

、
、
、
、
、
、

ゆ
る
「
も
の
そ
の
も
の
」
と
い
う
「
考
え
方
」
（
つ
ま
り
「
イ
デ
ア
論
」
）
と
い
う
も
の
を
用
い
て
説
明

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
ど
う
し
て
「
も
の
そ
の
も
の
」
と
い
う
「
考
え
方
」
（
つ
ま

り
「
イ
デ
ア
論
」
）
と
い
う
も
の
を
用
い
る
と
、
い
わ
ゆ
る
「
魂
の
不
死
」
と
い
う
も
の
が
説
明
で
き
得

る
の
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
る
。
―
―
つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
人
間
と
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い
う
の
は
、
基
本
的
に
は
「
肉
体
的
部
分
」
と
「
精
神
的
部
分
（
『
魂
』
）
」
か
ら
で
き
て
い
る
こ
と
に
な

る
が
、
そ
の
場
合
、
も
し
「
魂
そ
の
も
の
」
と
い
う
「
単
独
で
独
立
し
た
存
在
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
た
と
え
肉
体
が
滅
び
て
も
、
そ
の
滅
び
た
肉
体
か
ら
「
魂
」
だ
け
が
抜
け
出
し
、
そ
の
抜
け
出

し
た
「
魂
」
だ
け
で
、「
単
独
で
生
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
得
る
」
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
プ
ラ
ト
ン
の
「
考
え
方
」
で
は
、
「
…
…
単
一
の
形
を
も
ち
、
純
粋
に
自
分
だ
け
で
存
在

す
る
『
も
の
そ
の
も
の
』
は
、
つ
ね
に
変
化
せ
ず
、
同
一
の
状
態
に
と
ど
ま
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
時
に
も
、

ど
の
よ
う
な
点
で
も
、
ど
の
よ
う
な
仕
方
で
も
、
何
ら
の
変
化
を
も
受
け
る
こ
と
が
な
い
」（78d

）
か
ら

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
方
法
で
「
魂
の
不
死
」
と
い
う
も
の
を
何
と
か
「
立
証
（
証
明
）
」
し

た
後
で
、
作
中
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
次
の
よ
う
な
極
め
て
大
事
な
こ
と
を
述
べ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
シ
ミ
ア
ス
と
い
う
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
対
話
相
手
が
、
「
…
…
い
や
、
わ
た
し
自
身
も
、
す
く
な
く

と
も
い
ま
ま
で
述
べ
て
こ
ら
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
は
、
も
う
、
な
ん
ら
不
信
の
点
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

問
題
の
重
大
さ
、
人
間
の
無
力
さ
を
思
う
と
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
、
自
分
の
な
か
に
ま
だ
不

安
の
念
を
禁
じ
え
な
い
の
で
す
」
と
い
う
言
葉
を
受
け
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
「
…
…
し
か
し
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
の
だ
、
シ
ミ
ア
ス
」
、
「
…
…
君
の
言
う
こ
と
が
正
し
い
の
は
、
あ
の
『
も
の
そ
の
も
の
』

が
実
在
す
る
と
い
う
第
一
前
提
に
つ
い
て
も
そ
う
な
の
だ
。
た
と
え
、
あ
の
前
提
が
君
た
ち
に
信
じ
ら
れ

、
、

、
、
、
、

る
と
し
て
も
、
そ
れ
で
も
な
お
、
も
っ
と
厳
密
な
探
究
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
」
（
『ﾊ
ﾟ
ｲ

ﾄ
ﾞ
ﾝ

』107b

）
と
い
う
、
こ
の
「
言
葉
」
を
受
け
継
い
で
、
や
が
て
、『
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
』
や
『
ソ
ピ
ス
テ

、
、

ス
』
と
い
う
著
作
の
な
か
で
の
「
イ
デ
ア
論
の
再
考
」
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

、
、

つ
な

四
、
真
知
と
イ
デ
ア

と
こ
ろ
で
、
生
前
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
人
た
ち
と
親
し
く
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」

を
行
な
っ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
場
合
、
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
の
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
思
い
出
』
と
い
う
著
作

に
よ
る
と
、
「
…
…
彼
自
身
は
い
つ
も
人
間
の
こ
と
を
問
題
と
し
、
敬
神
と
は
何
か
、
不
敬
と
は
何
か
、

美
と
は
何
か
、
醜
と
は
何
か
、
正
と
は
何
か
、
不
正
と
は
何
か
、
思
慮
と
は
何
か
、
狂
と
は
何
か
、
勇
と

は
何
か
、
怯
懦
と
は
何
か
、
国
家
と
は
何
か
、
為
政
者
と
は
何
か
、
政
府
と
は
何
か
、
統
治
者
と
は
何
か
、

そ
の
他
こ
う
し
た
題
目
を
論
じ
、
そ
し
て
こ
れ
ら
を
知
る
者
は
君
子
人
で
あ
り
、
知
ら
ぬ
者
は
ま
さ
に
奴

隷
者
と
呼
ば
れ
て
も
致
し
方
な
い
も
の
と
考
え
た
。
…
…
」
（16

）
と
あ
る
。
さ
て
、
こ
こ
で
大
事
な
こ

と
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
、
敬
神
と
は
何
か
、
不
正
と
は
何
か
、
勇
気
と
は
何
か
、
そ
の
他
、
そ
の
よ
う
な

題
目
で
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」
を
積
み
重
ね
な
が
ら
も
、
そ
の
多
く
の
場
合
、
あ
の
有
名
な
「
行
き
詰

ま
り
」
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
人
間
が
心
か
ら
愛
し
求
め
た
も
の
は
、
決
し

て
不
完
全
で
、
中
途
半
端
な
「
知
識
」
な
ど
で
は
な
く
、
文
字
通
り
、
完
全
な
る
「
知
識
」（
つ
ま
り
「
真

知
」
）
と
い
う
も
の
こ
そ
、
愛
求
し
て
い
た
か
ら
に
違
い
な
い
と
、
少
な
く
と
も
プ
ラ
ト
ン
は
、
そ
の
よ

う
に
考
え
か
つ
解
釈
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
愛
求
し
て
や
ま
な
か
っ
た
そ
の
完
全
な
る
「
知
識
」
（
つ

ま
り
「
真
知
」
）
と
い
う
も
の
を
、
何
ら
か
の
言
葉
で
表
現
し
よ
う
と
し
て
、
や
が
て
「
も
の
そ
の
も
の
」

と
い
う
言
葉
で
表
現
す
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
―
―
つ
ま
り
、
敬
神
と
は
何
か
、
と
い
う
問
い
に

対
し
て
は
、
「
敬
神
そ
の
も
の
」
を
と
ら
え
る
こ
と
が
、
す
な
わ
ち
、
「
真
知
」
で
あ
る
と
い
う
「
考
え

方
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
人
間
に
は
、
な
か
な
か
「
敬
神
そ
の
も
の
」
を
そ
の
ま
ま
そ
っ
く
り

完
全
な
る
形
で
と
ら
え
る
こ
と
は
、
極
め
て
難
し
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
容
易
に
で
き
得
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る
の
は
、
ま
さ
に
全
知
全
能
的
な
「
神
」
だ
け
か
も
知
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
最
究
極
的
な
も
の
と
し
て

の
「
敬
神
そ
の
も
の
」
と
い
う
も
の
は
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
も
し
な
け
れ
ば
、
す
べ
て
は
「
相
対
的
な
も

の
」
に
な
っ
て
し
ま
い
、
物
事
の
「
真
実
、
真
理
、
そ
の
他
」
と
い
う
も
の
は
、
半
永
久
的
に
と
ら
え
る

こ
と
は
で
き
得
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
事
物
に
は
、
す
べ
て
最
究
極
の
「
真
実
、
真
理
、
そ
の
他
」

と
し
て
の
「
も
の
そ
の
も
の
」
（
つ
ま
り
「
イ
デ
ア
」
）
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
と
い
う
「
大
前
提
」

を
立
て
る
わ
け
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
こ
れ
は
、
ま
さ
に
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
愛
求
し
て
や
ま
な
か
っ

た
完
全
な
る
「
知
識
」（
つ
ま
り
「
真
知
」）
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

五
、
イ
デ
ア
論
の
完
成

つ
ま
り
、
プ
ラ
ト
ン
が
「
イ
デ
ア
論
」
と
い
う
も
の
を
導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
「
最
大
の
理

由
」
の
一
つ
は
、
ま
ず
、
い
わ
ゆ
る
「
魂
の
不
死
」
と
い
う
も
の
を
「
立
証
（
証
明
）
」
す
る
た
め
で
あ

り
、
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
愛
求
し
て
や
ま
な
か
っ
た
そ
の
完
全
な
る
「
知
識
」
と

い
う
も
の
を
、
何
ら
か
の
言
葉
で
表
現
し
よ
う
と
し
て
、
や
が
て
「
も
の
そ
の
も
の
」
（
つ
ま
り
「
イ
デ

ア
」
）
と
い
う
言
葉
で
表
現
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
用
い
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
人
間
に
と
っ
て
最
も

大
事
な
こ
と
が
ら
と
し
て
考
え
て
い
た
「
美
に
し
て
善
な
る
も
の
」
（
つ
ま
り
「
善
美
の
問
題
」
）
を
、

い
わ
ゆ
る
「
美
の
イ
デ
ア
」
と
「
善
の
イ
デ
ア
」
と
い
う
形
で
「
説
明
（
解
明
）
」
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
実
際
に
行
な
っ
て
い
た
「
対
話
（
吟
味
）
活
動
」（
つ

ま
り
「
哲
学
的
問
答
法
」
）
と
は
、
一
体
、
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
の
か
？

そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
中
途

半
端
な
「
知
識
」
な
ど
で
は
な
く
、
ま
さ
に
完
全
な
る
「
知
識
」
（
つ
ま
り
「
真
知
」
）
と
い
う
も
の
を

愛
求
し
て
、
無
限
に
果
て
し
な
く
ど
こ
ま
で
も
問
い
続
け
て
や
ま
な
い
本
格
的
な
「
思
考
（
思
索
）
活
動
」

そ
の
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
真
の
「
愛
知
者
（
哲
学
者
）
」
と
は
、
「
…
…
つ
ね
に
恒
常
不
変
の
あ
り

、
、
、
、

方
を
保
つ
も
の
（
イ
デ
ア
）
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
人
々
の
こ
と
で
あ
り
、
他
方
、
そ
う
す
る
こ
と
が

で
き
ず
に
、
さ
ま
ざ
ま
に
変
転
す
る
雑
多
な
事
物
の
な
か
に
さ
ま
よ
う
人
々
は
哲
学
者
で
は
な
い
」
と
い

う
形
で
、
「
哲
学
」
（
或
い
は
「
哲
学
者
」
）
と
い
う
も
の
を
「
説
明
（
確
立
）
」
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け

で
あ
る
。
―
―
つ
ま
り
、
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
関
す
る
「
三
つ
の
難
題
」
を
徹
底
的
に
「
解
明
（
説
明
）
」

す
る
た
め
に
こ
そ
、
い
わ
ゆ
る
「
イ
デ
ア
論
」
と
い
う
も
の
は
、
積
極
的
に
導
入
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

し
か
も
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
そ
の
「
考
え
方
」
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
事
物
に
は
、

す
べ
て
最
究
極
の
「
真
実
、
真
理
、
そ
の
他
」
と
し
て
の
「
も
の
そ
の
も
の
」
（
つ
ま
り
「
イ
デ
ア
」
）

と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
と
い
う
「
大
前
提
」
か
ら
、
や
が
て
、
い
わ
ゆ
る
「
叡
知
界
」
（
つ
ま
り
「
イ

デ
ア
界
」
）
と
い
う
も
の
を
考
え
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
す
べ
て
が
〈
一
な
る
も

の
〉
か
ら
で
き
て
い
る
、
ま
さ
に
真
善
美
の
壮
大
な
「
イ
デ
ア
界
」
を
モ
デ
ル
と
し
て
、「
構
築
者
（
神
）
」

は
、
も
う
一
方
の
絶
え
ず
流
動
し
て
や
ま
な
い
「
形
な
き
も
の
」（
場
・
母
胎
）
の
中
に
生
じ
る
「
生
成
」

（
そ
の
材
料
と
な
る
「
四
元
素
」
）
な
ど
を
用
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
こ
の
世
（
全
宇
宙
）
」
を
創
り
出
す

、
、

こ
と
に
な
る
と
い
う
の
が
、
ま
さ
に
プ
ラ
ト
ン
の
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』（
つ
ま
り
「
宇
宙
論
」）
で
あ
り
、

プ
ラ
ト
ン
の
「
イ
デ
ア
論
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
よ
う
な
最
終
的
な
「
論
理
展
開
」
へ
と
「
昇
華
」
（
完

、
、

成
）
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

＊

＊
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